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１日目 令和３年３月16日（火）

〇日程

１．議案第21号から議案第28号まで一括上程

２．議案第21号 令和３年度三戸町一般会計予算

（歳入は１款から８款まで、９款から20款まで一括、歳出は１款

から９款まで款ごとに審議）

〇本日の会議に付した事件

日程のとおり

〇出席委員（14人）

柳 雫 圭 太 君

小笠原 君 男 君

和 田 誠 君

越 後 貞 男 君

乗 上 健 夫 君

栗谷川 柳 子 君

藤 原 文 雄 君

番 屋 博 光 君

千 葉 有 子 君

久 慈 聡 君

澤 田 道 憲 君

佐々木 和 志 君

竹 原 義 人 君

〇欠席委員（１人）

山 田 将 之 君

〇地方自治法第121条の規定により説明のために出席した者の職氏名

三戸町長 松 尾 和 彦 君

副町長 馬 場 浩 治 君

会計管理者（会計課長） 山 下 猛 君

税務課長 遠 山 潤 造 君

三戸中央病院事務長 馬 場 均 君

農林課長 貝 守 世 光 君

総務課長 武士沢 忠 正 君

まちづくり推進課長 沼 澤 修 二 君

健康推進課長 井 畑 淳 一 君

健康推進課高齢者福祉支援推進監 太 田 明 雄 君

建設課長 極 檀 浩 君

住民福祉課長 中 村 正 君

住民福祉課福祉施策推進監 齋 藤 優 君

総務課財政指導監 下 村 太 平 君
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三戸中央病院経営改善推進監 松 崎 達 雄 君

総務課防災危機管理室長 多 賀 昭 宏 君

農業委員会会長 梅 田 晃 君

事務局長 貝 守 世 光 君

教育長 友 田 博 文 君

事務局長 櫻 井 学 君

史跡対策室長 奥 山 昇 吾 君

〇職務のために出席した事務局職員

議会事務局長 寺 牛 正 幸 君

議会事務局主幹 櫻 井 優 子 君
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会 議 の 顛 末 令和３年３月１６日

（午前１０時００分）

〇委員長（久慈 聡君）

ただいまから予算特別委員会を開会します。

本日の会議を開きます。

次に、説明員の出席は本会議と同じでありますが、特に本委員会には課長級から班

長級までの職員の出席を認めておりますので、ご了承願います。

委員長からお願い申し上げます。質疑を行う際には、予算書のページを述べてから

関係する項目の質疑を行うようお願いします。なお、議題外及び範囲を超える質疑は

行わないようにお願いします。あわせて質疑及び答弁は、簡潔明瞭にお願いします。

次に、本委員会に付託されました議案第21号から議案第28号までの予算議案８件を

一括上程します。

上程しました議案の審査でありますが、議案第21号から順次審査をしたいと思いま

すので、ご了承願います。

議案第21号 令和３年度三戸町一般会計予算についてを議題とします。

歳入、１款町税から９款地方特例交付金までの説明を求めます。

税務課長。

〇税務課長（遠山 潤造君）

令和３年度一般会計予算、歳入の１款町税から９款地方特例交付金までのうち、主

なものについて補足説明申し上げます。

予算書の17ページをお願いいたします。１款町税、１項市町村民税、１目個人は、

納税義務者数の減少、新型コロナウイルス感染症及び基礎控除の見直し等の影響を勘

案し、前年度当初より700万円減額の２億7,100万円を計上しております。

２目法人は、法人税割の税率改正と新型コロナウイルス感染症等の影響を勘案し、

前年度当初より1,500万円減額の3,510万円を見込んでおります。

１項の市町村民税全体では、前年度に比べ6.7％、2,200万円減額の３億610万円と

なっております。

２項固定資産税、１目固定資産税は、新年度の評価替えと新型コロナウイルス感染

症の低減措置により、減収が見込まれるものの、昨年12月の補正予算で増額されまし

た風力発電設備などにより、前年度当初から2,600万円増額の３億9,900万円を見込ん

でおります。

２目国有資産等所在市町村交付金及び納付金は、県からの通知等に基づき、前年度

当初より６万8,000円増額の171万円を計上しております。

２項の固定資産税全体では、前年度に比べ7.0％、2,606万8,000円増額の４億71万

円となっております。

次に、３項１目軽自動車税は、全体として台数の減少が見込まれるものの、グリー

ン化特例の軽減税率が適用されない車両が増加すると見込まれることなどから、前年

度と同額の3,730万円を計上しております。

２目環境性能割は、従来県税でありました自動車取得税の軽自動車分に相当するも

ので、自動車取得税の廃止に伴い、令和元年10月から創設されております。これまで

の収入状況を勘案し、前年度当初より50万円増額の190万円を計上しております。

３項の軽自動車税全体では、前年度に比べ1.3％、50万円増額の3,920万円となって
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おります。

18ページをお願いいたします。４項市町村たばこ税は、喫煙率の低下に伴う出荷本

数の減少が見込まれますが、令和３年10月から税率改正により増税となることから、

前年度当初より400万円増額の8,400万円を計上しております。

以上のことから、１款町税全体では前年度に比べ1.0％、856万8,000円増額の８

億3,001万円を計上しております。

次に、２款地方譲与税、１項地方揮発油譲与税は、ガソリン１キロリットル当た

り5,200円が課税され、そのうちの42％が市町村に譲与されるものでございます。新

型コロナウイルス感染症に関わる移動自粛等の影響により、減収が見込まれることか

ら、前年度当初より400万円減額の1,500万円を見込んでおります。

２項自動車重量譲与税は、国税である自動車重量税の40.7％が市町村に譲与される

ものです。過去の増減率やエコカー減税の期間延長等を勘案し、前年度と同額の5,100

万円を計上しております。

次に、３項森林環境譲与税は、温室効果ガスの排出削減と災害防止を図るための森

林整備等の地方財源を安定的に確保するため、令和元年度の税制改正で創設されてお

ります。譲与額については、国の配分方針に基づく試算により、前年度と同額の1,600

万円を計上しております。

３款１項利子割交付金は、預貯金等の利子に課税された県民税の一部が市町村に交

付されるものでございます。令和２年度の収入状況等を基に、前年度と同額の50万円

を計上しております。

19ページの４款１項配当割交付金は、株の配当金などに課税された県民税の一部が

市町村に交付されるものでございます。過去の収入実績等を基に、前年度当初より10

万円増額の100万円を計上しております。

５款１項株式等譲渡所得割交付金は、株を売って得た所得に課税された県民税の一

部が市町村に交付されるものでございます。過去の増減率等を基に、前年度と同額の50

万円を計上しております。

６款１項法人事業税交付金は、法人市町村民税、法人税割の税率改正に伴う減収分

の補填措置として、県税であります法人事業税の一部が県から市町村に交付されるも

のでございます。令和２年度の収入状況等を基に、前年度当初より300万円増額の400

万円を見込んでおります。

７款１項地方消費税交付金は、国から県に払い込まれた地方消費税の２分の１が人

口などで案分されて市町村に交付されるものです。令和３年度については、消費税率10

％への反動減を見込み、一般財源分と社会保障財源化分の合計で、前年度当初より400

万円減額の１億7,700万円を計上しております。このうち一般財源分については、前

年度当初より700万円減額の8,400万円とし、社会保障財源化分については消費税増税

に伴い、その税率が引き上げられていることから、前年度当初より300万円増額の9,300

万円を計上しております。

次に、８款１項環境性能割交付金は、従来県税でありました自動車取得税の自動車

分に相当するもので、自動車取得税の廃止に伴い、令和元年10月から創設されており

ます。県に納付された環境性能割の一部が町道の延長や面積等に応じ、各市町村に交

付されるものでございます。交付額については、令和２年度の収入状況などから、前

年度と同額の400万円を計上しております。

20ページをお願いいたします。９款１項地方特例交付金は、住宅ローン減税に伴う

減収補填と、令和元年度の税制改正において創設されました自動車税及び軽自動車税

減収補填分の合計額となっております。交付金額については、令和２年度におけるこ
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れらの収入実績を勘案し、前年度当初より100万円増額の500万円を計上しております。

２項新型コロナウイルス感染症対策収入補填特別交付金は、感染症の影響を受けた

中小事業者に対し、固定資産税の軽減措置が実施されることに伴い、その減収分が全

額国費で補填されるものでございます。交付金額については、申請状況を基に600万

円を計上しております。

以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇委員長（久慈 聡君）

質疑に入ります。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

質疑を終結します。

次に、歳入、10款地方交付税から21款町債までの説明を求めます。

総務課長。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

歳入、10款地方交付税から21款町債まで、主なものにつきまして補足説明申し上げ

ます。

20ページをお願いいたします。10款１項１目地方交付税は、国の地方財政計画に基

づく見込額を計上しております。地方交付税26億円及び特別交付税３億円は、地方財

政計画の増による試算から計上をしております。地方交付税が町の予算総額に占める

割合は45％で、町の主要な財源となっております。

11款１項１目交通安全対策特別交付金107万6,000円は、交通反則金を原資とし、道

路交通安全施設整備の経費に充てるため交付されるもので、カーブミラーなどの整備

に充てているものであります。

21ページをお願いいたします。12款１項１目民生費負担金、２節児童福祉費負担金

の保育所入所児童保護者負担金267万7,000円は、私立保育所の保護者が支払う保育料

であります。

13款１項１目１節の総務管理使用料、コワーキングスペース利用料44万9,000円は、

延べ約1,400人の利用を見込んだものであります。

４目３節の住宅使用料、町営住宅使用料1,116万円は、前年度と同額となっており

ます。

22ページをお願いいたします。13款２項１目総務手数料は、２節の戸籍住民台帳手

数料の合計額515万8,000円は、戸籍、除籍謄抄本、住民票交付手数料、印鑑証明書交

付に係る手数料であります。

23ページをお願いいたします。14款１項１目１節社会福祉費負担金１億8,819

万4,000円は、障害者自立支援給付費負担金が主なものであり、前年度から1,912

万2,000円の増となっております。３節児童福祉費負担金の教育・保育施設型給付費

負担金１億6,387万6,000円は、私立保育園と私立幼稚園に対する負担金であり、前年

度より3,766万9,000円の増となっております。児童手当負担金6,845万5,000円は、前

年度より120万6,000円の減となっております。

２目１節保健衛生費負担金、新型コロナウイルスワクチン接種費用負担金2,871

万4,000円は、ワクチン接種時における医師、看護師、事務員等の経費に係る国庫負
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担金であります。

14款２項１目１節総務管理費補助金の新型コロナウイルス対応地方創生臨時交付金

１億1,657万8,000円は、第三次分の交付を受け、無人航空機購入事業、行政手続整備

支援業務、道路台帳電子化、三戸中央病院機器購入、おまつり広場、ふれあい公園の

整備などの事業を行うものであります。２節戸籍住民台帳費補助金、通知カード、個

人番号カード関連事務交付金598万9,000円は、マイナンバー運営団体である地方公共

団体情報システム機構への負担金に係る国庫補助金であります。

２目民生費国庫補助金、２節児童福祉費補助金の子ども・子育て支援事業費補助

金1,916万7,000円は、学童保育地域子育て支援拠点事業、一時預かり事業、延長保育

事業などに対する補助金であります。

24ページをお願いいたします。14款２項３目１節保健衛生費補助金の新型コロナウ

イルスワクチン接種体制確保事業費補助金2,981万3,000円は、ワクチン接種券及び接

種会場などの経費に係る国庫補助金であります。

４目１節道路河川費補助金の防災安全交付金5,185万8,000円は、橋梁補修事業に対

する交付金であります。

25ページをお願いいたします。15款１項１目民生費県負担金、１節社会福祉費負担

金の主なものは、国民健康保険基盤安定負担金4,427万4,000円と障害者自立支援給付

費負担金7,795万6,000円であります。３節児童福祉費負担金の教育・保育施設型給付

費負担金7,744万6,000円は、私立保育園と私立幼稚園に対する負担金であり、前年度

から1,613万円の増を見込んでおります。

26、27ページをお願いいたします。２目民生費県補助金、３節の子ども・子育て支

援事業費補助金1,916万7,000円は、学童保育地域子育て支援拠点事業、一時預かり事

業、延長保育事業などに対する補助金であります。

３目衛生費県補助金の２節清掃費補助金、電源立地地域対策交付金1,140万円は、

町内ごみ収集に充てる補助金であります。

４目農林水産業費県補助金、１節の中山間地域直接支払事業補助金8,231万1,000円

は、農業の生産条件が不利な急傾斜地などの農業を支援していくための補助金であり

ます。農業人材力強化総合支援事業費補助金535万円は、新規に農業を始める方に対

して、年額１人150万円、夫婦の場合で225万円を補助するものであります。多面的機

能支払交付金668万7,000円は、農地維持や資源向上等に取り組む協働活動に対する交

付金であります。

15款３項１目総務費県委託金、４節の衆議院議員選挙委託費1,168万円は、令和３

年10月21日任期満了となる衆議院議員選挙に係る事務委託金であります。

３目農林水産業費県委託金、１節の中山間地域総合整備事業委託金2,201万6,000円

は、県が農道・農業集落道・農業用用排水施設などを整備するもので、主に用地購入

費、支障物件補償費に対する委託金であります。

28、29ページをお願いいたします。16款１項１目１節不動産貸付収入の土地貸付収

入545万6,000円は、青森芝浦電子への土地貸付料355万5,000円、以下24件分でありま

す。光ファイバー貸付収入949万2,000円は、町が整備した斗川、猿辺地区の光ファイ

バー網をＮＴＴへ貸し付ける収入であります。

16款２項１目不動産売払収入、１節立木売払収入1,218万円は、貝守深山地区の町

有林の整備による樹木の売却益を見込んだものであります。

17款１項１目総務費寄附金、ふるさと納税寄附金３億1,000万円は、前年度当初予

算額から6,500万円の増として見込んだ額を計上しております。

18款１項１目１節繰入金では、財政調整基金取崩し繰入金1,673万2,000円、ふるさ
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と三戸応援基金取崩し繰入金8,000万円としております。ふるさと三戸応援基金取崩

し繰入金は、６事業に充当を予定しており、１つ目は11ぴきのねこのまちづくり、２

つ目は桜の名所城山公園整備、３つ目は果樹を中心とした特産品のブランド化推進、

４つ目は小中一貫教育の環境整備、５つ目は三戸中央病院の医師体制の整備充実、６

つ目は子育てサポートの充実となっております。

19款１項１目１節の前年度繰越金7,000万円は、前年度から1,000万円の減を見込ん

でおります。

30、31ページをお願いいたします。20款３項１目１節雑入の３行目、県市町村振興

協会交付金600万円は、市町村振興宝くじの収益金が分配されるものであります。町

村の魅力発信事業助成金180万円は、パークゴルフ場管理費の一部へ充てるものであ

ります。原子力施設立地振興対策事業助成金1,400万円は、三戸中央病院医師給料の

一部として充てるものであります。人形劇公演入場料50万円は、令和３年11月に開催

を予定している「11ぴきのねこ ふくろのなか」人形劇500名分の入場料であります。

御城印販売収入30万円は、令和元年７月より販売をしている三戸城の御城印1,000枚

分に係る収入であります。三戸郡福祉事務組合清算金34万1,000円は、令和２年３月31

日をもって解散した同組合の清算金であります。デマンドタクシー運賃収入85万円は、

１乗車500円で運行するデマンドタクシーについて、年間1,700人分の利用を見込んだ

ものであります。

21款１項町債の主なものをご説明いたします。１目総務費債の防災行政無線更新事

業債２億5,200万円は、町防災行政無線機器をアナログ方式からデジタル方式に更新

するため、工事請負費等の財源とするものであります。

２目衛生費債の浄化槽設置整備事業債210万円は、下水道区域内に設置する浄化槽

補助金の財源とするものであります。次の葬祭場整備事業債2,230万円は、新葬祭場

建設に係る負担金の財源とするものであります。

３目農林水産業費債の中山間地域総合整備事業債2,700万円は、農道や農業用用排

水、農業集落道などの農村整備事業に係る負担金の財源とするものであります。

４目土木費債の町道改良事業費債2,790万円は、町道１路線の改良工事、用地購入、

補償費の財源とするものであります。

次の橋梁補修事業債3,080万円は、橋梁補修工事３橋の財源とするものであります。

５目消防費債の消防団屯所整備事業債1,700万円は、三戸町消防団第14分団の屯所

改築の財源とするものであります。

６目教育費債の相撲場整備事業債560万円は、農業会館を改修し、相撲場を設置す

るための財源とするものであります。

７目過疎地域自立促進特別事業債7,390万円は、７つの過疎ソフト事業の財源とす

るものであり、その内訳は人材育成事業、子ども医療費助成事業、子育てサポート祝

金支給事業、インフルエンザ予防接種事業、商工振興事業、町営住宅解体事業、語学

指導事業、小中一貫教育推進事業、技術棟解体事業の財源としております。

８目臨時財政対策債２億円は、国の財政状況により地方公共団体に交付する地方交

付税が不足する場合、地方公共団体が起債により補うもので、翌年度以降の交付税に

元金、利子の償還分が算入されるものであります。

以上で歳入、10款から21款までの補足説明を終わります。よろしくお願いいたしま

す。

〇委員長（久慈 聡君）

質疑に入ります。
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竹原委員。

〇竹原 義人委員

30ページの20款３項１目雑入のところの公舎使用料、どこの使用料なのか。

それから、その下の広報紙広告掲載料も元年、２年、本年と１万円と見ていますが、

もっともっと三戸の商店の方々からも、広告を大いに利用していただきたいと、こう

思っているのですが、その取組とかどうなっているのか、ちょっとお伺いします。

〇まちづくり推進課長（沼澤 修二君）

ただいまの竹原委員の２点目のご質問にお答えいたします。

広報紙広告掲載料１万円のご質問でございます。広報紙の広告につきましては、広

報さんのへの中で広報をご活用なさる方へのご案内を定期にしております現状は、町

内の事業者からのご活用は、令和２年度の実績はございません。町外からの利用が多

い状況になってございます。今後も町内の事業者からお使いいただけるように、広報

に努めてまいります。

以上でございます。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

雑入の公舎使用料の57万4,000円でございますが、これは外国語指導助手、ＡＬＴ

の公舎の借上料になります。その歳入となるものであります。

〇竹原 義人委員

１万円の広告料をいただいているのですが、町の商店の活性化という意味からも、

もう町民は分かっているのだというような考え方でなく、やっぱり商工会のほうにも

もっと商店の紹介、個別に行っているのもあれですが、一番町民の方々が見るわけで

す。毎月必ず見るというような観点からいくと、利用状況が、これは役場の関係では

ないかも分かりませんけれども、どんどん掲載、ＰＲするような体制というか、努力

をして、今年度は１万円だ、次年度は１万5,000円だとか２万円だとか、数が増えた

り減ったりするのが非常に事業をやっているなというような、収入を増やそうという

努力をしているなというふうに見受けられますが、毎回同じような数字がどんどん上

がっているというようなことになりますと、どう取り組んでいるのかなと思いました

ので、ちょっとお聞きしました。

校舎使用料のほうは、ＡＬＴのということで、ふるさと応援とはまた別。では、そ

の方々はどこに住んでいるのか。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

ただいまのふるさと応援大使というご発言でございますけれども……

（「大使でなく」と言う者あり）

〇総務課長（武士沢 忠正君）

協力隊。

（「ああ、ごめん、協力隊です」と言う者あり）
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〇まちづくり推進課長（沼澤 修二君）

ただいまのご質問にお答えいたします。

まず、広報紙の件につきましては、歳入としては予算上１万円としておりますが、

令和２年度でいいますと、実績は14万円の見込みとなっております。ただ、ご指摘の

とおり、町内のご利用者がないというあたりが今後の課題となっておりますので、そ

れは引き続きご活用いただけるように、商工会とも情報交換しながら進めてまいりた

いと考えております。

また、地域おこし協力隊の校舎ということでご質問がございました。新年度の予算

につきましては、地域おこし協力隊員の当初からの任用の予定が現在のところござい

ませんので、今回の予算には計上しておりませんでした。今年度４月または５月から

の採用を見込んで募集活動を続けてまいりまして、お一人採用まで、内定まで出た方

がおられましたが、ご辞退ということになりましたので、３年度の当初からは見送っ

たところでございます。今も募集を継続しておりますので、また応募があって、採用

が決まりましたならば、しかるべき時期の議会にてお願いしたいと考えております。

以上でございます。

〇佐々木 和志委員

30ページ、21款１項２目衛生費債の浄化槽設置整備事業債、すみません、補足説明

で聞き漏らしたのですけれども、下水道の計画区域内における浄化槽設置に対する補

助ということで、確認したいのですけれども。

〇建設課長（極檀 浩君）

ただいまのご質問についてでございます。

説明のとおり、下水道の区域内にありまして、まだ管がないところとか、そういう

ところで浄化槽で汚水処理をするという場合についての、これは町債ですので、それ

に対しての町の持ち出し分ということで計上しております。

〇佐々木 和志委員

歳出のほうでもう一回伺うことになると思いますけれども、ちょっと確認でもう２

点。過年度に関しても、町債という形で財源確保しているのですけれども、何で町債

なのかということが１点と、210万円で何基分を想定しているのか、あとは過年度の

実績、３点ちょっと教えていただきたいと。

〇建設課長（極檀 浩君）

ただいまのご質問ですが、何で町債なのかというところで、これは浄化槽区域外で

あれば、国、県の交付金、補助金使えますので、そちらからで対応しますということ

になります。浄化槽区域内については、町からの単費という形でお金を出しますので、

町債のほうで対応していきたいということです。

あと、210万円で何基分かということになります。浄化槽の210万円、町債分ですが、

一応町単独で７人槽を５基分、こちらを予算的には町の分で対応したいと思っており

ます。残りの分は、国、県の交付金を活用するということにしております。

あと、昨年度の実績になりますが、昨年度実績については、今ちょっとデータがご

ざいません。後でお知らせしたと思っております。

〇佐々木 和志委員
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すみません、ちょっと聞こえなかったのですけれども、７人槽を５基で、残りは県。

〇建設課長（極檀 浩君）

残りの分は、下水道区域外に設置するものということで、それについては国、県か

らの浄化槽の補助金がありますので、そちらを使って対応すると。町債分は５基で町

のほうと。

〇委員長（久慈 聡君）

３回目ですけれども、２回目の回答していました、聞こえなかったからということ

で。いいですよ、どうぞ。

〇佐々木 和志委員

実績が今分からないということだったので、それは後からでもいいです。

７人槽５基分は町債210万円が財源だということだと思いますけれども、仮に５基

を超えて申請があった場合はどうするのか、その年度内で対応するのかというところ

が１つと、課長の答弁、５基を超えた残りの部分は計画区域外の国、県の補助金でや

るということでしたけれども、一番最初の冒頭の答弁で、計画区域内の浄化槽設置に

関しては、そういう県、国の補助金は活用できないということだったので、そこがち

ょっと分かりづらいということ。仮に５基が毎年丸々消化されて間違いなく使われて

いるので、210万円町債でやっているというのであれば分かるのですけれども、その

実績が１年に１台とか２台の場合、年度当初の予算で210万円の町債を起こすという

ところがちょっとよく分からない。額が210万円であれば、一般財源、起債を起こさ

ないで予算に、別のところにのせてもいいのではないかなということです。４点にな

りますかね。

〇建設課長（極檀 浩君）

まず、浄化槽の設置についての補助なのですが、基本的には下水道供用区域外でな

っております。さっき説明が足りませんでしたが、下水道区域内でも下水道の網のか

かっていない部分、まだ下水道が入っていない部分については、浄化槽を……訂正い

たします。下水道区域内でも、下水道がまだ来ていない部分とかについて汚水処理を

する場合に、浄化槽で対応するという場合には、町の単費というか、町の予算で補助

するというふうになっております。下水道区域外で汚水処理をする、浄化槽でやる場

合には、国、県からの補助を使うというふうな仕組みになっております。今７人槽に

ついては、一番使用が多いということもありまして、下水道区域内と下水道の供用区

域外で浄化槽をつける場合に、７人槽で予算的には計上しているということです。

あと、７人槽設置部分の予算、これを超えた場合については、来たときには、申込

みがあったりとかということで予算を超えているという場合につきましては、くっつ

ける期間にもよりますけれども、それが対応してできる年度内とか２月、年度内に施

工の完了が見込まれる場合には、また補正とか、そちらのほうでお願いすることにな

るかと思います。

なぜ町債で計上しているかということになりますが、すみません、その部分はちょ

っと後で説明させてもらえればと思いますが。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

まず、予算を超えた場合ということですけれども、先ほど建設課長も答弁いたしま
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したが、歳出のほうは補正での対応とさせていただこうかなと考えております。財源

となる歳入のほうについては、過疎債の起債でありますので、県への申請の時期等々

が決まっておりますので、時期に間に合うのであれば過疎債で財源を確保したいと。

時期がちょっとずれて、申込みに入らないというような場合にあっては、町の一般財

源で財源をつくって対応したいと考えております。

あと、こちらの起債のほうに今回したということについては、今回過疎債の対象に

なると、過疎のソフトの事業ということでできるということで、今回上げさせていた

だきました。

以上でございます。

〇委員長（久慈 聡君）

ほかに質疑ありませんか。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

質疑を終結します。

次に、歳出、１款議会費及び２款総務費について説明を求めます。

総務課長。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

歳出、１款及び２款につきまして補足説明申し上げます。

33ページをお願いいたします。１款１項１目議会費でありますが、この目は議会運

営及び議会活動に要する経費で、議員報酬、手当、共済費等、また議会事務局職員の

人件費及び事務費であります。

次に、２款総務費のうち、総務課関係分について補足説明をいたします。35ページ

をお願いいたします。２款１項１目一般管理費でありますが、特別職と総務課、会計

課の職員の人件費が主なものであります。２節給料、会計年度任用職員給料1,106

万5,000円は、電話交換手、公用車運転手、会計課窓口、庁舎宿直の合計６名分の給

料であります。

36、37ページをお願いいたします。10節需用費の消耗品費798万3,000円は、役場が

共通で使用する消耗品、コピー機消耗品、図書、冊子などに係る経費であります。印

刷製本費342万9,000円は、例規集の追録代が主なものであります。12節公共施設総合

管理計画改定業務委託料537万9,000円は、平成28年度に策定した同計画の見直し、改

定を国から求められているものであり、委託により実施をするものであります。37ペ

ージ、12節委託料の行政手続整備業務委託料451万円は、国が進める押印見直しに向

け、関係法令の調査と町における対象業務、関係条例などの整備をするものでありま

す。

13節使用料及び賃借料の使用料164万4,000円は、インターネットによる法令解説情

報サービス及び町条例などの例規執務サポートサービスの利用が主なものでありま

す。18節負担金補助及び交付金の退職手当組合負担金6,495万3,000円は、職員105名

分の負担金であります。

38、39ページをお願いいたします。２目財産管理費でありますが、庁舎維持管理、

公用車、防災無線、光ケーブル等の財産管理に要する経費であります。車両台数は、

乗用車14台、貨物自動車12台、特殊自動車３台、マイクロバス３台、大型バス１台、
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これに消防自動車など21台を加えまして、54台となっております。10節需用費は、燃

料費470万円、電気料1,009万6,000円であり、修繕費449万5,000円の主なものは、火

災による機械ケーブル修繕250万円、庁舎維持管理修繕140万円が主なものでありま

す。12節委託料の庁舎清掃委託料358万円は、毎日清掃が１名、週１回清掃が３名、

年２回の床ワックスがけ、窓ガラス清掃、年１回のじゅうたんクリーニングなどに係

る経費であります。空調設備保守管理委託料466万4,000円は、庁舎空調設備の冷暖房

切替えのほか、定期点検整備に係る経費であります。光ファイバー設備管理委託料531

万1,000円でありますが、町が斗川、猿辺地区に整備した光ファイバー施設に係る経

費であります。ＰＣＢ廃棄物収集運搬委託料22万円とＰＣＢ廃棄物処理委託料224

万9,000円は、町施設から撤去したＰＣＢ廃棄物を処分事業者まで運搬し、処分を委

託するものであります。施工管理委託料277万2,000円は、防災行政無線のデジタル化

設備更新に係る設計業務に要する経費であります。13節使用料及び賃借料、電柱借上

料467万1,000円は、光ファイバーを敷設しているＮＴＴ柱、東北電力柱の借り上げに

要する経費であります。14節工事請負費、旧仮庁舎外階段解体工事請負費126万5,000

円は、二日町にある旧仮庁舎裏の階段を撤去するものであります。防災行政無線等改

修工事請負費２億4,937万円は、国における無線規格の変更に伴い、機器をアナログ

方式からデジタル方式のものに更新をするものであります。更新に当たっては、令和

３年度から４年度の２か年を計画しており、総事業費は５億円程度を見込んでおりま

す。

40、41ページをお願いいたします。24節積立金のふるさと三戸応援基金積立金１

億5,501万9,000円は、ふるさと納税の歳入見込みから事務費等を減じた残を基金に積

み立てようとするものであります。次の森林環境譲与税積立金967万5,000円は、交付

予定額から林道整備等林業振興費に充てるほか、基金に積み立て、木材利用の促進、

間伐などの目的に使用するものであります。３目総合行政情報システム導入費は、役

場が行う行政事務などのシステム管理、運営に要する経費であります。主な事務は、

住民基本台帳、町税、国民健康保険、介護保険、財務会計などであります。12節委託

料のシステム保守委託料2,618万4,000円は、行政情報システムのソフトウエア及びハ

ードウエアに係る経費であります。13節使用料及び賃借料のシステム借上料819

万8,000円は、令和元年度にリースが終了した行政システムについて、後継のシステ

ムを導入するものであります。

41ページ、18節負担金補助及び交付金の中間サーバー運営負担金416万3,000円は、

マイナンバー制度の全国的運用に当たり、各自治体との情報連携をするデータセンタ

ー設備の運営経費を全国自治体の案分により負担するものであります。情報セキュリ

ティークラウド負担金103万7,000円は、役場内部とインターネット環境との間でセキ

ュリティーを確保するため、県が運営するネットワークへ接続するための負担金であ

ります。

４目交通安全対策費、14節工事請負費の交通安全施設設置工事請負費107万6,000円

は、カーブミラー、シングルが５基、ダブルが７基の設置を予定しております。18節

負担金補助及び交付金の運転免許返納者支援事業費補助金45万円は、運転免許自主返

納者に対してのタクシー料金助成１人１万2,000円を55人程度見込んだものでありま

す。令和２年度までの申請見込者数は50人となっております。令和２年の町内での交

通事故状況でありますが、発生件数は前年から令和元年から２件減の８件、死者数は

１名減の１名、負傷者数は同数の８名となっております。

48ページをお願いいたします。２款１項10目諸費でありますが、12節委託料のコミ

ュニティバス運行委託料2,946万5,000円は、町内12路線に係る運行経費であります。
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デマンドタクシー運行委託料300万円は、町内コミュニティバスの再編を行い、杉沢、

蛇沼、目時、斗川、大舌、遠藤、小中島の各地区へ乗合タクシーを運行するもので、

１人１乗車500円で利用した際に、通常タクシー運賃との差額を町が負担するもので

あります。18節負担金補助及び交付金の路線バス減収負担金852万8,000円は、町内で

バスを利用した際に、広域路線バスに乗車した場合であっても100円で利用ができる

よう、コミュニティバス運賃との差額を負担するものであります。路線バス維持費補

助金387万8,000円は、田子線、諏訪ノ平線などの広域路線バスの運行赤字部分に対し

て、路線維持のため補助をするものであります。

52、53ページをお願いいたします。２款４項１目選挙管理委員会費は、年４回の選

挙人名簿登録に係る選挙管理委員会の開催に要する経費と、その事務費であります。

２目衆議院議員選挙費は、令和３年10月21日に任期満了となる衆議院議員選挙に要す

る経費であります。

54ページをお願いいたします。２款６項１目監査委員費でありますが、月例監査、

決算審査に要する経費で、１節の委員報酬40万4,000円が主なものであります。

以上、２款総務費での総務課関連の補足説明を終わります。よろしくお願いいたし

ます。

〇まちづくり推進課長（沼澤 修二君）

２款総務費のうち、まちづくり推進課所管分について補足説明申し上げます。

まちづくり推進課では、人口減少・移住定住対策、ふるさと納税、企画調整、まち

づくり、商工観光、雇用、広報、統計、町内会、広域行政等、幅広い分野の業務を所

管しております。

令和３年度の重点事業でございますが、来年度は馬場のぼる先生の没後20年に当た

りますことから、11ぴきのねこのまちづくり事業のさらなる推進並びに当該事業と連

動した三戸町プロモーション事業の展開、移住、定住対策の効果的な推進、対話によ

るまちづくりのさらなる推進を図り、みんなが集う、みんなで創るさんのへの実現に

向け、着実に事業を実施してまいります。

また、寄附金額が３億円を超えましたふるさと納税事業につきましては、今後も安

定的な歳入として見込めるよう体制の確立を図り、持続可能な財政運営に貢献してま

いります。

それでは、42ページをお開き願います。２款１項５目地方創生推進費は、三戸町プ

ロモーション事業、コワーキングスペース及びお試しサテライトオフィスの管理運営

事業、まちづくり人材育成事業、大学連携事業に係る経費でございます。８節旅費の

普通旅費131万6,000円は、三戸町プロモーション事業に係る120万5,000円が主なるも

のでございます。新年度は、全国に向けて三戸町の強力な発信を図るため、町長はじ

めまちづくり推進課及び課を越えた若手職員の参加により、３つの大きなプロモーシ

ョン事業を展開することとしております。１つ目は、昨年八戸圏域連携中枢都市圏が

日比谷ＯＫＵＲＯＪＩ内にオープンした８ｂａｓｅでの11ぴきのねこのまち三戸ファ

ンミーティング事業、２つ目は８ｂａｓｅが入居する商業施設、日比谷ＯＫＵＲＯＪ

Ｉ全体を利用した三戸町プロモーションｉｎ日比谷ＯＫＵＲＯＪＩ事業、３つ目は大

阪市の阪急うめだ本店におけるＨａｎｋｙｕプラットファームマーケット参加事業で

ございます。これら３つの事業をその時々の状況下において効果的に展開することに

より、関東、関西の中心地での町の知名度のさらなる向上を図ってまいります。

43ページをお願いいたします。18節負担金補助及び交付金の大学連携事業負担金65

万円は、弘前大学と連携し、三戸町における中長期的な気候変動と作物の生育を研究
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するための経費でございます。この研究により、20年後、30年後の気候変動を予測し、

町の農作物の生育に与える影響について調査するとともに、三戸町における次世代農

作物栽培の可能性を探りたいと考えております。６目文書広報費、７節報償費の謝

金388万7,000円は、広報等の配布をお願いするための総括行政連絡員24人、行政連絡

員87人の謝金でございます。10節需用費の印刷製本費757万7,000円は、広報さんのへ

年間12回分の発行に要する経費でございます。12節委託料の広報等配布業務委託料49

万3,000円は、行政連絡員に対し、町からの連絡物を年28回送致するために要する経

費でございます。前年度比39万6,000円の減となっておりますが、今年度実施いたし

ました行政連絡員アンケートの結果、約７割の人が月１回または月２回の配布を希望

しており、この結果を尊重いたしまして、これまで毎週お届けしていたものを隔週の

お届けに変更することにより、行政連絡員業務の負担の軽減を図ってまいりたいと考

えております。

次のページをお開き願います。７目企画費は、11ぴきのねこのまちづくり事業、ふ

るさと納税事業、移住定住促進事業、広域行政等に係る経費でございます。７節報償

費の記念品9,314万3,000円は、ふるさと納税寄附者へのお礼品に係る経費が主なる内

容でございます。お礼品として、リンゴ、サクランボ、プラムなどの果樹をはじめ、

ニンニク、リンゴジュースなどの地場産品のほか、11ぴきのねこ特製品を設定してお

り、これらの購入により大きな経済効果を発揮するとともに、お礼品の贈呈により全

都道府県に満遍なく三戸町の名を周知できるものでございます。11節役務費の郵便

料1,481万2,000円は、ふるさと納税返礼品の発送に係る1,457万3,000円が主なる内容

でございます。同じく広告料1,005万8,000円は、ふるさと納税のリピーターの獲得及

び前年度寄附者への実績報告のためのダイレクトメールの送付及び新規寄附者の獲得

のための各種広告に要する経費403万円並びに11ぴきのねこのまちづくり事業に係る

ラッピングバス及びラッピングトレインの運行に係る広告に要する経費447万3,000円

が主なる内容でございます。なお、現在運行中の11ぴきのねこラッピングバスを基に

玩具メーカー、トミーテック社からミニチュア模型が７月に発売されることとなって

おりますので、絶大な広告効果につながるものと考えております。

45ページをお願いいたします。同じく役務費の手数料2,768万9,000円は、ふるさと

納税受入れに係るポータルサイトの利用手数料でございます。現在ふるさとチョイス、

楽天ふるさと納税、さとふる、ふるなび、ａｕ ＰＡＹ、47ＣＬＵＢふるさと納税、

以上５つのサイトを利用しております。12節委託料の11ぴきのねこの石像めぐりバス

運行委託料44万9,000円は、石像などを効率的にめぐり、聖地三戸を楽しんでいただ

くためのバスの特別運行３回分と、これまで絵本とお話の町づくり実行委員会主催で

実施しておりました11ぴきのねこバスツアーを町主催で実施するための経費でござい

ます。

次の人形劇公演業務委託料266万7,000円は、大阪市の人形劇団クラルテによる人形

劇、「11ぴきのねこふくろのなか」の２回公演並びに小学校２、３年生を対象とする

人形劇、ワークショップの開催に要する経費でございます。11ぴきのねこのまちづく

りの推進としてのみならず、子供たちが文化芸術に触れる貴重な機会としても実施し

てまいります。

同じく委託料のファンミーティング進行業務委託料46万2,000円及び２行下の熱気

球搭乗体験業務委託料50万円は、馬場先生の没後20年に当たり開催する特別事業に要

する経費でございます。城山公園イベント広場を会場に、11ぴきのねこのまちさんの

へファンミーティング及び11ぴきのねこ空の旅熱気球搭乗体験を同日開催することと

しております。
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同じく委託料のマンホール制作業務委託料10万7,000円は、11ぴきのねこデザイン

マンホール１基の制作及び設置に係る経費でございます。設置場所は、ポケットパー

ク内の１か所を予定しており、設置と併せマンホールカードを発行することにより、

マンホールファンの取り込みにもつなげてまいりたいと考えております。なお、青森

県内では５つの市がマンホールカードを発行しており、当町が６例目となる見込みで

ございます。

次の13節使用料及び賃借料の使用料596万4,000円は、ふるさと納税受入れに係るポ

ータルサイト、ふるさとチョイス及びふるなびの使用料並びにふるさと納税イベント

への出展に係るブース使用料が主なるものでございます。

次の14節の街灯フラッグ取付工事請負費100万9,000円は、令和元年度において八日

町から下二日町までのＬＥＤ街灯に取付けしておりますフラッグと同様のものを元木

平、同心町エリアに拡大するために要する経費でございます。

次のページをお開き願います。18節負担金補助及び交付金の八戸圏域連携中枢都市

圏連携事業負担金1,789万8,000円は、連携中枢都市圏における連携事業であります圏

域全体の経済成長の牽引、高次の都市機能の集積、強化、圏域全体の生活関連サービ

スの向上のため実施する23施策80事業に係る負担金でございます。負担金の内訳は、

八戸市立市民病院から三戸中央病院への医師派遣事業負担金が全体の88.3％の1,580

万8,000円、次いで障害支援区分判定審査事務の共同実施が79万円、ドクターカー運

行事業が52万4,000円、消費生活相談事業が36万8,000円、安全安心情報発信事業10

万8,000円、その他事業の合計が30万円で、町民の医療及び福祉の向上に大きく寄与

する内容となっております。同じく負担金の八戸地域広域市町村圏事務組合負担金148

万6,000円は、消防、介護認定事務などを処理するため設置された組合の総務費等に

係る負担金でございます。補助金欄移住定住促進事業費補助金1,705万5,000円は、移

住、定住を促進するため住宅の新築や中古住宅の購入、リフォームに係る費用賃貸住

宅の家賃助成に係る経費でございます。本補助金は、平成28年度に新規に立ち上げ、

見直しを図りながら継続し、今年度は移住者向けの補助を大きく拡充しております。

当課で把握している県内市町村が行っている同様の制度では、トップクラスの補助内

容となっておりますので、令和３年度も引き続き効果的なＰＲにより移住を促進して

まいりたいと考えております。

次のふるさと納税特産品開発事業費補助金100万円は、ふるさと納税を安定的に受

入れするとともに、地域の活性化や地場産品の振興につなげるため、ふるさと納税に

対する返礼品として特産品を開発または改良する事業に対し、補助金を交付するもの

で、令和３年度からの新規事業として、４件の活用を見込んでおります。

47ページをお願いいたします。交付金欄の奨学金定住促進奨励金159万8,000円は、

町の奨学金の貸付けを受けた奨学生が町に定住した場合、奨学金の返還額に相当する

分を奨励金として交付するもので、８名分を見込んでおります。

２行下の移住支援金は、地方創生推進交付金の活用により、国、県と連携し、支給

するものでございます。内容といたしましては、東京23区内に一定期間居住または通

勤している人が三戸町に移住し、支給要件を満たす企業等に就職した場合に支援金を

交付するもので、町負担分は４分の１、県負担分も４分の１、残り２分の１が地方創

生推進交付金で賄われることとなっており、移住者１世帯分を見込んでおります。

54ページをお開き願います。５項１目統計調査費は、統計調査に係る経費でござい

ます。令和３年度は、５年に１度の経済センサス活動調査が行われる年となっており、

１節調査員報酬40万7,000円が主なる経費でございます。

以上で２款のうち、まちづくり推進課所管分についての補足説明を終わります。よ
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ろしくお願いいたします。

〇税務課長（遠山 潤造君）

２款総務費のうち、税務課に関わる項目について補足説明申し上げます。

予算書は48ページからになっております。２項徴税費、１目賦課徴収費は、職員９

名分の給与をはじめとする税務課の運営に要する経費を計上しております。その主な

ものについてご説明いたします。１節報酬は、固定資産評価審査委員会の委員３名が

会議、研修会等へ出席する際の委員報酬を計上しております。

49ページの10節需用費では、納税通知書等の印刷製本費347万円が主なものとなっ

ております。11節役務費では、郵便料131万6,000円のほか、手数料78万1,000円には、

コンビニ収納業務手数料として68万4,000円を計上しております。コンビニ利用件数

は１万件を見込んでおります。12節委託料では、令和６年度評価替えのため、令和３

年度から３年間をかけて行う評価時点修正業務委託料376万2,000円のほか、50ページ

の軽自動車税基幹税務システム改修委託料312万4,000円及び給与支払い報告書入力業

務委託料51万1,000円が主なものとなっております。

初めに、49ページの評価時点修正業務では、土砂災害特別警戒区域の指定により建

築規制等の利用制限を受ける土地について、その影響を適正に評価額に反映させるた

め、これまでの委託内容に特別警戒区域の対象筆抽出等の業務を追加して実施いたし

ます。

次に、50ページの軽自動車税基幹税務システム改修は、全国一斉に行われます軽自

動車税関係手続の電子化に向けて必要となるシステムの改修を行うものとなっており

ます。また、給与支払い報告書入力業務は、申告相談に先立ち、毎年事業者から大量

に送られてきます給与支払い報告書のデータ入力を申告開始までの短期間に終了させ

る必要が生じていることから、システムへの入力業務を委託するものでございます。

次に、13節使用料及び賃借料のうち使用料270万円は、地方税共同機構が運営する

地方税ポータルシステムｅＬＴＡＸに接続するための使用料93万7,000円と、申告支

援パッケージソフト使用料171万6,000円が主なものとなっております。また、地籍図

等の管理を行う土地情報システム借上料321万8,000円と申告支援システムの機器借上

料として155万2,000円を計上しております。18節負担金補助及び交付金では、市町村

総合事務組合、滞納整理機構の徴収業務に対する負担金100万円と地方税共同機構へ

の負担金21万6,000円が主なものとなっております。22節償還金利子及び割引料では、

修正申告等により減額補正された過年度分の町税還付に要する経費として町税等還付

金300万円を計上しております。

以上で税務課関係の補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇住民福祉課長（中村 正君）

総務費のうち、住民福祉課で所管しております51ページ、２款３項１目戸籍住民台

帳費について補足説明申し上げます。

この目は、戸籍簿や住民基本台帳を管理し、住民票をはじめ各種証明書の発行のほ

か、個人番号カードの交付事務に関わる経費でございます。職員人件費のほか、12節

委託料の戸籍システムの保守、13節使用料及び賃借料の戸籍システム使用料及び借上

料が主なものでございます。

令和３年２月末現在、総世帯数は4,223世帯、総人口は9,651人で、昨年の同時期と

比べ203人の減、３か月以上滞在する外国人中長期在留登録者数は58人でございます。

マイナンバーカードの交付人数は、２月末現在でこれまでに1,956人、交付率20.3％、
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今年度は昨年度の3.7倍に当たる630人に交付しております。

以上で住民福祉課関係の補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇委員長（久慈 聡君）

質疑に入ります。

柳雫委員。

〇柳雫 圭太委員

41ページをお願いいたします。２款１項４目14節工事請負費、交通安全施設設置工

事請負費についてご質問をいたします。

先ほどシングル５基、ダブル７基の設置予定というふうにお伺いをいたしましたが、

ではこちら１基当たりにかける予算というのは大体お幾らになるのでしょうか。また、

カーブミラーというのはステンレス、アクリル、ガラスというようなそれぞれの材質

がありますが、当町ではどのような材質を使用しているのかというのをまずお答えい

ただきたいと思います。

次に、45ページのほう開いていただいて、同じく２款１項７目12節委託料、ファン

ミーティング進行業務委託料についてお尋ねをいたします。こちらの今後の事業展開

について、具体的な構想を教えていただければなと思います。例えば先ほどは、ター

ゲット層は11ぴきのねこだけというふうな感じではありましたが、城山での熱気球の

開催ということもありましたので、城山に来るような城マニアというような方もター

ゲット層にしているのかということをお答えいただければなと思います。

同じページで、14節の工事請負費、街灯フラッグ取付工事請負費についてもお尋ね

をいたします。工期スケジュールというのは、現時点でどのようになっておりますで

しょうか、いつまでに完了予定なのか。この３点についてお尋ねをいたします。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

まず最初に、カーブミラーの件で答弁をさせていただきます。

それぞれのダブルとシングルの単価を幾らで見ているかということでございますけ

れども、シングルは13万円、５基で想定しております。ダブルについては７基、21

万3,000円で予定をしております。あと、カーブミラーの材質ということであります

けれども、材質はステンレスでございます。

以上でございます。

〇まちづくり推進課長（沼澤 修二君）

柳雫委員の２点目と３点目の質問にお答えいたします。

まず、ファンミーティング進行業務委託料についてのお尋ねでございました。この

ファンミーティング事業でございますが、城山公園イベント広場を会場にして、熱気

球搭乗体験を同日開催するということで、説明で申し上げました。11ぴきのねこのま

ち三戸のファンをターゲットとするということで、11ぴきのねこのみならず、そうい

ったまちづくりをしている三戸ファン、もちろんその中には三戸町全体のファンです

とか、城山のファンももちろんお申込みいただけるというふうに考えてございます。

また、熱気球搭乗体験につきましては、２日間開催する予定としてございまして、

１日は外からいらっしゃる方をファンミーティングでお迎えしたときに熱気球搭乗体

験ということで、11ぴきのねこのお話の中に登場する、お話を体現していただくとい

うことですが、ただ町民の皆様にもぜひ今回熱気球の搭乗体験をしていただきたいと
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いうことで、２日目は町民の皆様を優先的にご案内したいなと思っておりました。

そういった形で、ファンミーティングを今年度は特別事業として行いますが、今後

の展開といたしましては、ファンを大切にする取組ということで、ファンを基盤とし

た町の価値の向上につなげていくということで、大なり小なりファンミーティング自

体は次年度以降も続けていきたいなと考えております。

３点目の街灯フラッグの設置スケジュールについてでありますが、これはやはり子

供たちが７月の夏休みに入る前にぜひ完了して、状況が許せば夏休みに多くの方が三

戸町にいらっしゃるだろうということで、そういった11ぴきのねこのまち三戸を存分

に楽しんでいただけるように進めてまいりたいというふうに考えております。夏休み、

７月20日ぐらいまでには完了したいということで進めてまいります。

以上でございます。

〇柳雫 圭太委員

41ページのほうにお戻りいただいて、交通安全施設設置工事請負費について、もう

一点だけご質問をいたします。こちらのほうは、例えば交通安全のカーブミラーとい

うのは、修繕であったりとか、老朽化すれば交換するということも当然含まれるとは

思うのですけれども、そういった修繕の費用というのもこちらには含まれているのか

というのがまず１点。

お答えいただいた街灯フラッグの工事請負費についてなのですけれども、夏休みま

でに完了する予定だというふうにおっしゃっていたのですけれども、では増設するこ

とによってまちづくり推進課のほうでは、今後どのような効果が期待できるかという

ふうなのをお話しいただければと思います。この２点を伺います。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

カーブミラーの修繕の費用ということでございますけれども、41ページの工事請負

費の上の10節の需用費がございまして、そこに修繕費という説明欄がありまして、22

万5,000円となっております。カーブミラーの修繕のほうは、こちらのほうで対応を

考えております。ちなみに、内訳は２基分の修繕ということで考えております。

以上でございます。

〇まちづくり推進課長（沼澤 修二君）

お答えいたします。

街灯フラッグの設置によりまして、どのような効果を狙っているのかというお尋ね

でございます。まず、11ぴきのねこのまちづくりにつきましては、外部のファンの方

からも三戸町も訪れた際に、11ぴきのねこだらけでほっこりした時間を楽しみました

というような声もたくさん届いております。この声で、またさらに町全体をもっとも

っと11ぴきのねこだらけにして、聖地としてファンの皆様に楽しんでいただきたいと

考えております。

また、町民の皆様にとりましても、11ぴきのねこのまちづくりが自慢のまちづくり

だということになるように、全国でオンリーワンのまちづくりでございますので、そ

ういった11ぴきのねこのまちづくりに理解をしていただけるように、機運の醸成につ

なげてまいりたいと考えております。

以上でございます。

〇佐々木 和志委員
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２点です。41ページ、２款１項４目18節の中にある運転免許返納者支援事業費補助

金45万円、以前の議会において、より多くの返納者が出るように、ここをもっと増や

したほうがいいのではないかということで、そのとき総務課長のほうからも検討する

旨の答弁をいただいておりますけれども、昨年よりは若干ではありますが、増えてお

ります。しかし、まだまだ足りないのではないかということで、その後どういう形が

あるのかということを検討するということを記憶していましたので、それに関して答

弁をいただきたいのと、46ページ、２款１項７目18節、下から２番目の移住定住促進

事業費補助金、先ほどの説明で確認なのですけれども、事業内容の中に賃貸住宅の家

賃補助も含まれる旨の説明がありましたけれども、であれば前年度実施した事業がそ

のまま同じで、しかも同じ中で去年の当初予算に比べ、ここの部分で約300万円弱の

減額になっているというのはどういうことなのか、そこをお願いしたいと思います。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

佐々木委員の１点目のご質問であります。

運転免許返納者支援事業の補助金45万円ということでございます。昨年度は40万円

ほどということで、３年度は５万円程度の増ということで予算を上げさせていただき

ました。ちなみにですけれども、令和元年度の実績は45人、令和２年度は50人であり

ます。今回令和３年度の当初予算は、ご説明いたしましたけれども、55人と。おおむ

ね５人程度の増ということで想定をしてございます。

増に向けた取組ということでございますけれども、これまでは回覧板でのチラシの

配布とか、広報への掲載等々をやってきております。増の取組といたしましては、こ

のほかに手続の簡素化ということで、年度をまたいだ場合の手続というのは、申請を

２回していただくような形になっていたのですけれども、そういったものの簡素化と

いうことで、取組をしているところでございます。

以上でございます。

〇まちづくり推進課長（沼澤 修二君）

佐々木委員の２点目のご質問にお答えいたします。

移住定住促進事業補助金でございます。内容といたしましては、補足説明でご説明

申し上げましたとおり、住宅の新築、中古住宅購入、リフォーム費用、賃貸住宅の家

賃助成という内容となってございます。ただ、賃貸住宅の家賃助成につきましては、

令和３年度においては新規助成者の認定はないですが、これまで認定されてきた方

の36月分の助成という交付決定を受けた方についての残存の分の交付は見ておりま

す。

昨年度予算額と比べましての減ということでありますが、これにつきましては、予

算ベースで言うと、昨年度新築８件、中古住宅２件、リフォーム25件ということで見

ておりましたところ、今年度、令和２年度の実績が新築８件、中古住宅２件、リフォ

ーム20件ということでございますので、実績ベースで令和３年度のリフォームの部分

で若干件数が少ないということを反映させての減額の部分と、あとは家賃助成の部分

が縮小されるということでの差でございます。

以上でございます。

〇佐々木 和志委員

１点目の免許返納に関してなのですけれども、課長の答弁から言えば、免許返納を

促進するためには、今やっているタクシーの無料乗車券の２回だったか、３回だった
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かな、それだけで十分だというふうな認識でいるのかというところをもう一回お願い

したいのと、２点目の件に関しては、すみません、賃貸住宅に関しては了解しました。

ただ、賃貸住宅の家賃補助、新規の部分を行わないということに関しては、私個人的

には大変評価しています。

しかし、その事業費の分予算が抑えられたという、単純にリフォームの部分と家賃

補助の部分で減額になったというのがちょっと違和感を感じまして、人口の減少とい

うのは、今一番本町にとって最大の課題であるという中で、移住、定住にはもっと力

を入れるべきだというふうに考えています。その考えから、家賃補助事業を行わない、

これからやっていかないというのであれば、それに代わる新たな事業もしくは新築、

中古、リフォームの補助枠をもっと増やして、移住、定住に力を入れるべきではない

のかなというふうに考えます。予算編成する上で、過去の実績という考え方も分かり

ますけれども、ここはもっとボリュームを持って、移住、定住にもっと力を入れてい

くべきではないかなというふうに思います。仮に当初予算でこれだけの枠を持ってい

たにしても、これを超えるような申込みがあった際には、補正でも何でもして対応し

ていただきたいなというふうに思います。そこを確認の上でもう一回答弁お願いした

いと思います。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

まず、佐々木委員の１点目のご質問でございます。

現状の取組で十分であるかということでございますけれども、先ほどご紹介に漏れ

たものがありまして、現在運転免許証の返納をする際というのは、警察署のほうに申

込みをするわけです。その際窓口である交通安全協会のほうからチラシを渡していた

だいて、こういう制度がありますよということで、まずそういった周知をやっている

ところでございます。

あと、今後の取組の案ということでございますけれども、まず広報とホームページ

ということで、いつもの形で考えているのは当然のことなのですけれども、まず町内

会の総会とか、町内会長の連合会の総会等々あります。町内会のそうか一応際に、こ

ういった制度がありますよということで、資料をお配りしていただくとか、あと高齢

者が集まる集会とか、そういったところでの情報提供というところで、現在は考えて

いるところであります。

以上でございます。

〇まちづくり推進課長（沼澤 修二君）

移住定住促進事業費補助金に関してお答えいたします。

この補助金につきましては、移住と定住ということで、強力に推進していくために

創設した補助金でございますので、今補足説明でトップクラスの制度だと申し上げま

したが、やはりそういった制度を持っていても、周知活動、そういったものを効果的

に展開していかないと、利用者も伸びていかないということもございます。令和元年

度の新築者６名でございましたところ、令和２年度は今８件ということで、前年度比

増ということで、来年度もぜひ10、12と伸ばしていきたいところは気持ちとしてござ

いましたけれども、一旦予算上は今年度実績ベースで組ませていただきました。今後

効果的な周知活動を展開いたしまして、ぜひ移住者の取り込みに、そして定住の促進

ということで進めてまいります。もし予算を上回って来る見込みとなったときは、ま

た議会の皆様にお願いしたいというふうに考えておりますので、どうぞよろしくお願

いいたします。
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以上でございます。

〇佐々木 和志委員

２点目の移住、定住に関しては了解しました。

１点目の免許返納の件でありますけれども、免許を返納する当事者の人だけの問題

でなくて、根底にあるのは地域の交通安全というところがあると思うので、それをし

っかりとするために、言い方難しいのですけれども、高齢者の方に早めに免許を返納

してもらうというところが一番の目的だと思います。考え方はいろいろあるとは思う

のですけれども、もうちょっと高齢者の方々が返納しやすいような対応とか、環境づ

くりとかに努めてもいいのではないかなというふうに思います。希望としては、やは

りタクシーを無料もしくは低額で利用できる期間、回数とかをもっと大きくできない

かというところであります。もう一回答弁お願いしたいと思います。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

まず、運転免許の返納の件については、返納するのは高齢者の方というのは当然の

ことでありまして、まず高齢になられると認知の機能というのですか、あと運動機能

というのが低下いたします。そういった中で、自分は自覚していないけれども、体が

言うことを利かないという状況になってくるものだと思っております。そういった中

で、家族が同乗しない、例えば家族の方が同乗して高齢者の方が運転するというパタ

ーンは、そうそうないと思います。高齢者の方が１人で運転するというようなケース

が多々あるのかなと思っております。そういったところで事故等が発生いたしますと、

事故に遭われた方、そしてその家族の方、事故を起こした方、その家族の方というこ

とで、大変大きな影響が生じてきます。高齢者の方というのは、自分では分からない

といえばあれですけれども、運転免許はなかなか返納しづらいという意識もあるのか

なと思っています。先ほども申し上げましたけれども、高齢者の方にはまず第一に声

がけをして、こういう制度がありますのでご利用してくださいというのは、これまで

どおり続けていきたいと思います。

また、併せまして家族の方に対しても、自分の親、高齢となる方の運転の状況、認

知の状況とでもいうのでしょうか、そういったところの把握をしっかりしていただい

て、運転免許返納を勧奨していただくような、そういった周知をしてまいりたいと考

えております。

以上でございます。

〇千葉 有子委員

44ページ、２款１項７目２節、会計年度任用職員給料のところで、地域おこし協力

隊の募集をしていることから、この会計年度の給料の中に予算化されているのかお聞

きしたいと考えていたところ、先ほど竹原委員の質問の中で、協力隊はまだ採用にな

っていないとお聞きしましたが、募集をしていて予算化していないことから、地域お

こし協力隊のことを伺いたいと考え、質問を許可願いたく、いかがでしょうか、お願

いいたします。

〇委員長（久慈 聡君）

暫時休憩いたします。

（午前１１時５０分）
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休 憩

（午前１１時５３分）

〇委員長（久慈 聡君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

千葉委員、もう一度質問のほうお願いします。

〇千葉 有子委員

会計年度任用給料の中に、これまでも地域おこし協力隊の給料も入っていたと思う

のです。協力隊の募集をしていることから、この予算に入っているのですかというこ

とをお聞きしたかったのです。先ほど竹原委員の質問の中で、協力隊はまだ採用にな

っていないということをお聞きしたのですが、募集をしていて予算化していないとい

うことから、ちょっと地域おこし協力隊のことを伺いたいと思いましたので、質問で

きるのかどうかお伺いしたところです。

〇委員長（久慈 聡君）

質問できるのかではなく、質問として話ししていただきたいです。

もう一度お願いします。

〇千葉 有子委員

質問してもよろしいのでしょうか。

（何事か言う者あり）

〇千葉 有子委員

分かりました。４点ほどあります。

１名となった協力隊の方が３月末で任期満了となるようです。ほのぼの館のスタッ

フとして専従していてくれたので、とても利用しやすく、来館者にも子供たちにも喜

ばれていました。まだ決まっていないということで、４月からのほのぼの館の運営に

ついて、スタッフや運営の仕方をどのように考えていますか。

２つ目です。そのほのぼの館がワクチン接種で４か月ほど使えなくなるということ

が聞こえていますが、実際はどうでしょうか。

３点目、応募がまだないということなのですが、国のほうでも協力隊でもとても応

援しています。当町の募集に際してのミッションは見ましたが、こちらからのアプロ

ーチはあるのですか。スカウトサービスに登録している人のスキルを見て、合致した

方と交渉してみるとか、人材の掘り起こしの働きかけはあるのでしょうか。

４点目、地域おこし協力隊として任期満了を迎えた隊員のその後の定住状況につい

ては、平成31年３月末時点の調査結果では、約６割の方が活動地と同じ地域に定住し

ていて、さらに同一市町村内に定住した方の36％が起業していることが分かったそう

です。３月満了の方がその後当町にとどまる、起業するとしたら、何か応援の手だて

などあるのでしょうか。総務省の情報の文言にＯＢ、ＯＧから広く提案を募集して、

優れたビジネスプランについてはサポートを強化する体制の整備に要する経費なども

支援するとありますが、何かお考えはるか。

以上、４点についてお聞きいたします。
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〇委員長（久慈 聡君）

暫時休憩いたします。

（午前１１時５７分）

休 憩

（午後 零時０１分）

〇委員長（久慈 聡君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

千葉委員。

〇千葉 有子委員

訂正いたします。１点だけお願いいたします。

44ページ、２款１項７目２節は同じなのですが、地域おこし協力隊として任期満了

を迎えた隊員、その後の定住状況については、平成31年３月末時点での調査結果では、

約６割の方が活動地と同じ地域に定住していて、さらに同一市町村内に定住した方の

うち36％が起業していることが分かったそうで、増加しているとのことです。３月満

了の方がその後当町にとどまり起業するとしたら、何か応援の手だてなどあるのでし

ょうか。総務省の情報の文言に、協力隊のＯＢ、ＯＧから広く提案を募集して、優れ

たビジネスプランについてはサポートを強化する体制の整備に要する経費なども支援

するとありますが、町としていかがでしょうか、伺います。

〇まちづくり推進課長（沼澤 修二君）

ただいまのご質問にお答えいたします。

44ページ、会計年度任用職員給料180万8,000円は、まずこれはふるさと納税事業の

職員の人件費でございます。

任期満了を迎えた地域おこし協力隊のサポートの件でのご質問でございました。こ

れにつきましては、当町ではこれまで３人地域おこし協力隊を任用しておりまして、

１人は現在町に残って町内の事業所に勤めていると。１人は途中で、３人のうちのも

う一人は、任用途中で退職しております。最後の一人につきましては、３月末で退職

予定ということで、町に残るという話は聞いてございます。そういった意味から申し

上げますと、66.6％が町に残る、３人中２人ということで、そういう数字になってま

いります。起業するかどうかについては、現在のところ将来的にそのようなことを考

えたいというふうな話は聞いてございますが、具体的な起業プランというのは相談が

今のところはない状況でございますので、具体的なサポートというのは現段階では考

えておりませんけれども、起業プランに応じまして、活用できるものがないかどうか

というのは探ってまいりまして、必要に応じてサポートしてまいりたいというふうに

考えておりました。

以上でございます。

（「分かりました」と言う者あり）

〇竹原 義人委員

53ページ、２目の衆議院議員選挙費用でありますが、12節委託料、単純にポスター

掲示設置場所は変わらないのかどうか。多いような気がしますので、変わらないのか
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どうか、単純にお聞かせください。

それから、これも45ページの企画費のところですが、13節、これも単純に、先ほど

聞いたらＡＬＴの公舎であるということでしたが、教育委員会のほうに出てくるのか、

ここの例年の公舎借上料がなくなっておりますので、教育委員会のほうに行ったのか

どうか。

それから、もう一つが46ページの18節の一番下になりますが、ふるさと納税特産品

開発事業費補助金、４件分とうたっていますが、普通であれば開発するための経費に

対する何％の補助とかとなるわけですが、初めから４件分、三戸製品とか三戸名物と

か様々三戸にはある中で、あくまでもふるさと納税の特産品をここで開発するのか。

開発するためには、様々な販売実績とか消費者のアンケートを取るとか、完成するま

でには非常に年月がかかるわけであります。既存の製品をパワーアップするため、商

品のパワーアップのため、完成度を上げるための、そういうものには使われないとい

うふうに言って25万円というふうになると、そうなるわけでありますが、開発するた

めには、先ほど言ったように何割とかなれば大体分かりやすいのですが、100万円で

はとてもではないけれども、新たな開発というのに取り組むとなれば取り組めない、

そう思うわけでありますけれども、４件ともうこれで決まってしまっていますので、

その辺どうなのか聞かせてください。

〇まちづくり推進課長（沼澤 修二君）

竹原委員のご質問にお答えいたします。

まず、昨年度の予算で公舎借上料があったけれども、今年度にはないがというお尋

ねでございます。昨年度の公舎借上料、地域おこし協力隊員が住むための校舎という

ことで、借上料を計上しておりました。今年度は、歳入でも申し上げましたとおり、

現段階では計上を見送っているものでございますので、今回該当箇所には予算を計上

していないということでございます。

２つ目のふるさと納税特産品開発事業費補助金の件でございます。補足説明では説

明を割愛しておりましたが、本補助金では特産品の開発あるいは改良、現在ある商品

に改良を加えていくといった部分にも充てていただけるように考えております。補助

率は、補助対象経費の５分の４以内とするということで、補助限度額25万円というこ

とでございますので、100万円ですから、満額をお使いいただく場合におおむね４件

分ということでご説明申し上げましたので、こういった活用をしていただける事業者

を今年度は募集してまいりたいということで、ふるさと納税のお礼品だけに使うとい

うことではなくて、通常商品として販売していただけるようなということで、ふるさ

と納税の制度がなくなっても、お店で通常販売できるものの開発ということで、当然

そういう商品が開発されれば、ふるさと納税でも採用できるわけでございますので、

そういった形で今回初めてでございますが、こういった事業費用を新たに創設いたし

ます。

充てられる経費といたしましては、デザインですとか材料ですとか、印刷経費とか、

様々考えられると思います。この小さい額で商品開発ができるかというようなご指摘

もあるかと思いますが、まずはこういったものから、幾らでも町として補助をして新

しい商品を開発して、自分の事業を磨き上げていただきたいなというふうに考えての

新たな事業の創設でございます。

以上でございます。

〇総務課長（武士沢 忠正君）
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予算書53ページの衆議院議員選挙費の中の12節委託料のポスター掲示設置撤去委託

料163万4,000円ということでございますけれども、こちらについてはこれまで135か

所に設置をしてございます。今回の選挙においても同様に135か所、同じ場所でとい

うことで予定をしてございます。

以上でございます。

〇竹原 義人委員

ポスターに関しては、設置基準が決まっていればしようがありませんが、必要がな

いようなところにも、何でここにというようなところが相当数あると思っております。

その辺も決まっているとしようがありませんけれども、今は情報化、大きい衆議院議

員ですので、ほとんどの方が知っているといえばあれですが、報道関係でも分かるわ

けですので、その辺減らせればと思って聞かせていただきました。

それから、商品開発のほうですが、今あるののパワーアップのためにも使えるとい

うことになると、大変ありがたいと思います。三戸町の町民の方々には、多くの方々

がそういうパワーアップでなく新しい商品、開発まではいかなくても、思っている方

がたくさんいるわけであります。市場に出るまでとなると、これは相当なるお金がか

かるわけで、それらに本来もっと補助できるような体制というか、それこそ広報等で

ＰＲをしていただければ、あると思います。大きなこと言うと、サプリメントなんか

もつくりたいというような意欲のある方も見受けられます。ただ、販売までとなると、

相当なる手続とご苦労があるわけでありますので、その辺を様々な機会を捉え、こう

いう制度があるのだというだけでも町としては後押しになると思いますので、100万

円でなく、もっとあればよかったなと。新規事業として売り出すときには、やっぱり

目立つようにやっていただければと思っています。今回は100万円で頑張ってもらい

ましょう。オーケー。

〇澤田 道憲委員

私からは、47ページの総務管理費の７目の企画費の18節負担金補助及び交付金のと

ころですが、移住支援金、先ほど休憩時間に聞いたのですけれども、これは東京都内

から地方に移住する限定的なものなようですけれども、移住した場合について、１世

帯当たり幾らの支援金が支払われるのかというのが１つ。それと、２年度の実績は何

件ぐらいあったのか、それと３年度は100万円というのは何件見ているのか、その辺

をお聞きしたいなと思っております。

〇まちづくり推進課長（沼澤 修二君）

澤田委員のご質問にお答えいたします。

移住支援金のこれまでの実績でございますが、令和２年度、今年度はございません。

昨年度もございませんでした。そういう状況でございます。

支援金の金額ということでございますが、２人以上の世帯の場合には最大で100万

円ということで、単身の場合では60万円という上限額がございまして、１世帯分今回

予算で計上しております。

以上でございます。

〇栗谷川 柳子委員

45ページ、２款１項７目12節委託料の11ぴきのねこアプリ保守委託料13万2,000円

なのですが、これのアプリは稼働しているのでしたかという確認と、あとはコンテン
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ツの内容なのですが、城山中心街、道の駅、ぐるっと三戸町の中を周遊したくなるよ

うなコンテンツが盛り込まれているのでしょうか。

もう一点、46ページ、２款１項７目18節負担金の八戸圏域連携中枢都市圏連携事業

負担金の中の、先ほどその他の各種事業30万円という説明があったのですが、これは

ひょっとして第５次総合振興計画の中の観光振興の主要施策５番の八戸地域連携中枢

都市圏構成市町村と連携することで、市町村の枠にとらわれない広い地域を周遊する

観光ルートを開発し、観光のより一層の推進を図る事業になりますか。または、施策

２番の奥州街道をコースの軸とし、町内をゆっくりと散策できる観光モデルコースを

開発する事業ですか。または、４番のグリーンツーリズムを一般の観光客も対象とす

ることで交流人口を増やし、農業と観光の振興を図る事業になりますか。この30万円

の具体的な事業内容、この３つに該当するものがあるのか教えてください。

〇まちづくり推進課長（沼澤 修二君）

栗谷川委員のご質問にお答えいたします。

まず、１点目のアプリ、11ぴきのねこアプリ保守委託料13万2,000円に関してのご

質問でございます。これは、正式に言いますと、11ぴきのねこのまちさんのへエンジ

ョイアプリということで、現在鋭意開発を進めているものでございます。まだ完了前

の状態でございまして、今盛んに最終の詰めを進めておりますが、城山、道の駅、そ

ういったものも取り込んでのルート案内も、コースの一つとしてお示しする内容にな

るのではないかなというふうに考えております。４月本稼働ということで進めている

ものでございます。

また、２点目の八戸圏域連携中枢都市圏事業のその他30万円と申し上げたものでご

ざいますが、その他でお示しした30万円につきましては、先ほど委員るるお示しのあ

った事業には、具体的に予算は充て向けられておりませんで、例えば高齢者福祉合同

研修会の開催のためですとか、障害者福祉合同研修会の開催のため、あと高校生地域

づくり実践プロジェクトのため、あとは八戸圏域公共交通計画推進事業のためといっ

たような細かい事業に、少ないものは5,000円から、多いものは９万9,000円というこ

とで予算が計上されております。これ以外の負担金が発生しないものでも、先ほど例

の中にありました広域観光ルートといったような、観光に関する取組ですとか、あと

は教育委員会がワーキンググループに参加しております歴史の部分ですとかのマップ

づくりとか、そういうウェブ上でのページづくりといったような事業にも職員が参加

して進めておりますので、そういったことでその他30万円ということの説明に代えさ

せていただきます。

以上でございます。

〇栗谷川 柳子委員

せっかくの連携事業ですので、城山公園も核となって、観光の振興を図るチャンス

である年になると思うのですけれども、頂いた表の中に様々広域観光戦略推進事業で

すとか、グリーンツーリズム推進事業ですとか、あとは八戸圏域活性化支援事業、公

共交通による交流促進事業ですとか、様々あるのですけれども、お尋ねしたいのは、

こういったグリーンツーリズムとか奥州街道をコースとしてつなぐとか、そういった

事業は当町だけでなくて、これに加盟している市町村全てにとって非常にふさわしい

内容だと思うので、当町からの強気の企画提案というのはできないものなのでしょう

か。
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〇まちづくり推進課長（沼澤 修二君）

ただいまのご質問にお答えいたします。

まず、奥州街道につきましては、関わってくるところがある程度限られてくるとい

ったようなことがございますので、圏域全体の連携事業としてふさわしいかどうかと

いうところの議論もあるかとは思います。そういった形で、多くの市町村が連携でき

る事業については、連携中枢都市圏の事業として、三戸町からも一つの提案として意

見を言うことはできると思いますので、そういった形で連携中枢都市圏事業の、来年

度で５年を経過して、６年目の新しい計画ができる際に、どういった事業内容にして

いくかという話合いが来年度持たれますので、そういった中でワーキンググループ、

そして担当課長会議、市町村長会議という中で話し合われていくべきものと認識して

おります。

以上でございます。

〇委員長（久慈 聡君）

ほかに質疑ありませんか。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

質疑を終結します。

午後１時30分再開予定をもって休憩いたします。

（午後 零時２５分）

休 憩

（午後 １時３０分）

〇委員長（久慈 聡君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

次に、歳出、３款民生費について説明を求めます。

住民福祉課長。

〇住民福祉課長（中村 正君）

３款民生費の補足説明を申し上げます。

民生費は、乳幼児から高齢者、障害者や各種福祉団体に至るまで、生活や福祉を充

実させ、安心して暮らせるまちづくりのための費用でございます。

令和３年度の住民福祉課の重点事業でございますが、安心して子育てできる環境づ

くりに必要な各種事業を引き続き実施するとともに、４月から中央児童館において、

４年生から６年生までの児童を受け入れることとし、高学年児童の放課後の居場所を

確保することといたします。

55ページをお願いいたします。３款１項１目社会福祉総務費は、職員の人件費と各

種福祉団体に対する補助金や特別会計に対する繰出金が主なものでございます。

56ページをお願いいたします。18節負担金補助及び交付金では、民生委員、児童委

員41人の活動費補助金や町社会福祉協議会の事務局職員６人分の人件費である運営事

業費補助金が主なものでございます。27節繰出金は、国保特別会計の職員人件費や出

産育児一時金などに要する経費を負担するために繰り出しするものでございます。
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２目国民年金事務取扱費は、日本年金機構の委託を受け、国民年金に関する保険料

の減免や厚生年金への移行などの受付業務を行う職員人件費が主なものでございま

す。

57ページ、３目障害者福祉費は、身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉

手帳をお持ちの方の医療費や自立支援に要する経費でございます。２月末現在の手帳

の保持者数は、身体が440人、知的障害が111人、精神が103人の計654人となっており

ます。１節報酬は、新たに設置する三戸町自立支援協議会委員に対する10人分の委員

報酬でございます。この協議会は、地域の障害福祉に関する課題を共有し、関係機関

が連携し、障害者等への支援体制を協議する機関として、新年度の立ち上げを予定し

ています。委員には、医療関係者、障害者福祉団体、障害者福祉施設関係者等を予定

しております。

58ページをお願いいたします。19節扶助費は、障害者や障害児の医療費やサービス

利用に係る費用が主なもので、説明欄中段の就労継続支援給付費8,490万4,000円は、

一般企業等での就労が困難な方に働く場を提供するとともに、知識や能力向上のため

に必要な訓練を行うもので、昨年度より４人増の53人分を見込んでおります。下から

４行目、放課後デイサービス給付費2,837万1,000円は、障害児に対する放課後や長期

休業中の訓練等を継続的に提供するサービスで、昨年度より１人増の９人分を見込ん

でおります。

４目老人医療費は、18節負担金補助及び交付金の青森県後期高齢者医療広域連合へ

の療養給付費負担金と27節繰出金の後期高齢者医療特別会計に対する繰出金でござい

ます。

５目老人福祉対策費は、敬老会や老人福祉施設入所者措置費、介護保険特別会計へ

の繰出金などの経費でございます。７節報償費の報奨金は、来年度に100歳を迎える

お二人のお祝金を見込んだものでございます。10節の食糧費は敬老会に関わるもので、

数え年75歳以上の2,400人のうち580人の参加を見込んだものでございます。18節負担

金補助及び交付金は、老人クラブ連合会と単位老人クラブ19団体への活動補助金と、

独り暮らしの安全を守るための緊急通報装置管理事業費補助金となっております。19

節扶助費は、養護老人ホーム入所者３名分の措置費でございます。27節繰出金は、介

護保険特別会計に対する町負担分でございます。

６目老人福祉センター費と、60ページをお願いいたします、７目総合福祉センター

費は、センターの維持管理に要する経費でございます。老人福祉センター費の14節工

事請負費は、老人福祉センターの屋上防水工事248万9,000円を計上しております。

62ページをお願いいたします。２項１目児童福祉総務費は、委員報酬や職員人件費、

子ども医療費が主なものでございます。１節報酬は、子ども・子育て会議15人分の委

員報酬のほか、病後児保育事業の会計年度任用職員の報酬でございます。

63ページ、18節負担金補助及び交付金の出産祝金ほか各祝金は、４年目を迎える子

育てサポート祝金を見込んだものでございます。毎年10万円を５年間支給する出産祝

金は、新規対象者を10人と見込み、２回目、３回目、４回目の受給者分も合わせ計40

人分を、小学校入学祝金が10人、中学校入学祝金が12人、中学校卒業、高校入学祝金

が８人分を見込んでおります。

64ページをお願いいたします。19節扶助費の独り親家庭医療費は、対象世帯110世

帯、子供161人に、子ども医療費はゼロ歳から18歳までの児童生徒に対し、所得制限

なく医療費の完全無料化を実施するもので、975人分になります。

２目児童措置費は、子育て支援のための委託料と補助金、扶助費が主なものでござ

います。12節委託料は、ＮＰＯ法人子育て支援ネットゆりかごに委託して実施される
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地域子育て支援拠点事業委託料1,060万3,000円が主なものでございます。18節負担金

補助及び交付金の保育士雇用事業費補助金は、中央保育所の閉所に伴い定員を増やし

て受け入れていただいた施設に対し、新規に雇用した保育士の人件費の一部を補助す

るもので、２人分を町単独負担として計上しております。障害児保育補助金90万円は、

昨年途中入所した児童の保育環境の充実と障害児福祉の向上を図るために交付するも

のです。19節の扶助費では、保育園や認定こども園への給付費と児童手当が主なもの

でございます。教育施設型給付費は、昨年度より５人増の23人分、保育施設型給付費

は昨年度より18人増の212人分の入所を見込んでおります。教育・保育施設副食費は、

幼保無償化に伴い、副食費の国の免除基準を満たさない者に対し、町が単独で負担し、

３歳以上児の副食費完全無料を実施するための81人分の経費でございます。児童手

当9,990万円は、令和３年２月末現在、中学３年生までの支給対象児童771人分にかか

るものでございます。

３目絵本とお話の町づくり事業費は、乳児への絵本プレゼントや読み聞かせ、小学

校おはなし会等の実施に係る経費を見込んだものでございます。10節需用費の消耗

品13万円は、主に新生児48人への絵本プレゼントの経費を見込んだものでございます。

４目斗川児童館費から、66ページをお願いいたします、５目中央児童館費までは、

町立児童館の管理運営に要する経費でございます。４月からの入館状況でございます

が、斗川児童館の幼児は新しく１人が入館し６人に、学童は１年生から６年生までの33

人、中央児童館は新年度から高学年の受入れをスタートいたします。従来の１年生か

ら３年生までの78人に高学年20人の受入れを見込んでおります。

以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇委員長（久慈 聡君）

質疑に入ります。

柳雫委員。

〇柳雫 圭太委員

59ページをお願いいたします。３款１項５目13節使用料及び賃借料の避難行動要支

援者管理システム借上料について、お尋ねをいたします。

事業の詳細についてと、このシステムを利用している人数、またはこれについて相

談をしたいとなったときの相談窓口について、教えていただけないでしょうか。

それと、64ページのほうの３款２項２目12節委託料の地域子育て支援拠点事業委託

料について、事業内容についてもう少し詳細が聞きたいというのと、あと金額の内訳

についてお尋ねをいたします。

もう一つがその下にある養育支援訪問事業委託料、こちらの事業についても、もう

少し詳しく教えていただけないでしょうか。

以上、４点についてお尋ねをいたします。

〇健康推進課長（井畑 淳一君）

それでは、１点目の避難行動要支援者管理システムについて、回答させていただき

ます。

まず、事業の詳細でございますが、避難行動要支援者管理システムは、災害時の要

支援者情報、例えば氏名、住所、緊急時の家族等の連絡先、あるいは治療中の病気ま

たは障害名、避難した場合に特に注意すべきこと等々ございます。こちらの情報を登

録することによりまして、災害が発生し、または災害が発生するおそれがある場合に、
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避難することが困難な方が安全に避難することができるよう支援するために、居住地

を地図上に表示するものでございます。このシステムの活用によりまして、対象者の

見守り体制が構築され、平常時及び緊急時の支援活動が迅速に行われるということで

ございます。

次に、登録者でございますけれども、これは令和３年３月時点の状況でございます

が、登録者数は31名となっております。

また、次のお尋ねの窓口ということでございますが、主には地域包括支援センター

が窓口になるものかと思いますけれども、保健センターと一体とした建物ですので、

保健センターにご相談いただければというふうに考えております。

以上でございます。

〇住民福祉課長（中村 正君）

ご質問にお答えいたします。

まず、子育て支援拠点事業の内容というところでございます。これは、先ほど説明

にもありましたように、ＮＰＯ法人ゆりかごのほうに事業委託のほうしまして、総合

福祉センターふくじゅそうのほうで実施していただいているものです。この事業とい

うのは、子育て中の親子の交流とか育児相談、あとは情報提供というのを実施してい

るものでございまして、子育て中の親子の方を集めて、教室とかイベント等を開催し

ていただいて、子育てをする親御さんを応援する事業となってございます。

今年度の委託費のほうが1,060万3,000円計上しておりますが、主にそちらで勤務し

ていただいている職員の方の人件費と、教室とかイベントの経費、あと３階のほうで

は放課後の居場所として放課後ほっとステーションというのを実施してございます。

こちらのほうの経費も含んでおりまして、全部合わせて1,060万3,000円というものに

なってございます。

あと、養育支援訪問事業委託料についてでございますが、これは保護者が障害等を

理由にうまく子育てができない家庭をヘルパーが訪問いたしまして、家事を一緒に行

いながら、育児とか家事を支援するサービスになっております。こちらのほうにつき

ましては、育児が十分でなかったり、虐待のおそれがあるとか疑われるような、機関

連携が必要な子供たちを対象として実施しているものでございまして、現在は１世帯

のほうにサービスを実施してございます。

以上でございます。

〇柳雫 圭太委員

まず、地域子育て支援居宅事業委託料の事業内容と養育支援訪問事業委託料の、そ

れぞれの事業については大方承知いたしました。

それでは、もう一点だけお伺いをいたします。先ほどの59ページのほうの避難行動

要支援者管理システム借上料なのですけれども、ちょっと提案というわけではないの

ですけれども、このシステムというのは今後様々な形で、例えばケーブルテレビであ

ったり、光ファイバーであったりとか、広い形でシステムを活用するというような方

向性というのは、現時点で考えているのかというのがまず１点。要支援者だけでなく

て、生活に不安を抱える方の不安を取り除くために使えないかというのがまず１点。

あとは、先ほどの64ページの地域子育て支援事業の２つの事業なのですけれども、

確認なのですけれども、こちらの相談窓口というのは住民福祉課でよろしいのでしょ

うか。この２点だけ伺います。
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〇健康推進課長（井畑 淳一君）

まず、１点目の避難行動要支援者管理システムについてのお尋ねに回答させていた

だきたいと思います。

まず、限定しないで非常に大きな観点からということで、見守りのようなものはど

うかというご提案だったというふうに理解しておりますけれども、現状のシステムは

あくまでも災害が予見されたり、災害のときに有効に活用するシステムだと考えてお

りますので、現在のところは一般的な見守り用途の活用というのは、現時点では考え

てございません。

また、もう一つですけれども、ケーブルとかネット環境のようなものかなと思いま

すけれども、現状ではこちらの名簿提供を警察、消防、民生委員、民生委員はその民

生委員がお持ちの担当地区の方に限りますけれども、こちらに名簿提供のほうをさせ

ていただいています。そうなりますと、実際に安否確認が必要な場合というのは、そ

の方の居住地の近くで、紙とかを持って住所を確認しながらお願いするといった場面

が想定されますので、現状の紙による名簿提供で、十分その意義は果たすことができ

るものと考えてございます。

以上でございます。

〇住民福祉課長（中村 正君）

相談窓口はどこかというご質問でございますけれども、これは直接ゆりかごのほう

に、利用者のほうのお問合せだとか育児相談等があれば、直接ゆりかごのほうにご相

談をしていただいているところです。もちろんこちらのほうに情報提供とか、あと問

合せ等があれば、紹介はいたしておりますけれども、基本的にはゆりかごの事業、教

室のお問合せ、相談というのは、直接受けていただいております。

以上です。

〇柳雫 圭太委員

まず、要支援者管理システム等については承知いたしました。個人情報というもの

が関わってきますので、町の個人情報の保護条例であったりとか、警察、消防、民生

委員との様々な情報連携というものを図って、多くの方の生活の不安を取り除くよう

なシステム管理であったりとか、運営に引き続きご尽力いただければと思っておりま

す。

また、子育て支援拠点事業というのも、今後多くの方が相談するような事業だとは

思いますので、そういった方が相談しやすいような環境づくりというのが大変かと思

いますので、こちらのほうも引き続きご尽力いただければと思います。

以上です。

〇千葉 有子委員

67ページ、３款２項５目１節と２節について伺います。

職員と会計年度任用職員の数と、それから任用職員の常勤、パートの数と１点。こ

の人数で若干100名ほどの児童に対応する人的環境は整っていますか、十分と考えて

いますか、お聞きいたします。

〇住民福祉課長（中村 正君）

２点お受けいたしました。

まずは、中央児童館の３年度の職員体制というご質問でございますけれども、中央
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児童館の職員といたしましては、町の職員が１名になります。あと、会計年度任用職

員は全部で８名、その内訳は常勤が４名、パートが４名の計８名でございます。３年

度からは高学年の受入れということで、各学年に、１年、２年、３年、高学年、この

４つのクラスに常勤の先生を１人と、あとパートの先生を１人配置するということが

できるかなというふうに考えてございます。ただ、休暇等あった場合には、町の職員

がカバーに入ると。あと、長期休みであれば、朝から晩までの１日勤務になってしま

いますので、その場合は学校のほうでお手伝いいただいておりますチューターさんに

もお手伝いをいただいて、不足分がないようにというふうに実施できるものと考えて

おります。

ただ、今回会計年度の募集をかけて、本来であればパートをもう一人補充したいと

ころではあったのですが、残念ながら応募がなく、あっても辞退という形もありまし

て、予算上の人数までは十分に確保できなかったというところがございまして、これ

は引き続き募集をかけて、現場の負担のほうはなるべく軽減できるように対応してい

きたいと考えております。

以上です。

〇千葉 有子委員

分かりました。平日よりも休み中になると、また時間も子供も多くなると思います

ので、今答弁にもありましたが、現況を見て、先生方にも子供にも余裕のある対応を

お願いしたいと思います。

以上です。

〇竹原 義人委員

56ページの18節三戸町社会福祉協議会運営事業費補助金1,218万5,000円のところで

すが、先ほどは事務局員の人件費６名分という説明を受けましたが、車両に関しての

御礼についての補助金ではないのかということ。現在様々専用の車が使われていると

思いますが、百歳体操とか、様々社会福祉協議会を会場にして行う事業等に使われて

いると思いますが、故障して使えないということで、小さなバスで何往復も、何回か

送迎しているというふうなお話をお聞きしましたが、この補助金はその対象外なのか

どうか、聞かせていただきたいと思います。

〇委員長（久慈 聡君）

暫時休憩いたします。

（午後 １時５７分）

休 憩

（午後 １時５９分）

〇委員長（久慈 聡君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

竹原委員、質問のやり直しをお願いします。

〇竹原 義人委員

失礼いたしました。質問のし直しをします。

この項目で、事務局員の６名分の人件費ということで説明を受けましたが、内訳等
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をちょっと聞かせていただきたいと思います。車両については別な項目であるという

ことですので、そこだけお願いします。

〇住民福祉課長（中村 正君）

では、町社会福祉協議会の運営補助金の内訳についてご説明をいたします。

事務局の職員６人に対しまして、給料、あと各職員手当、法定福利費、退職手当基

金の積立金等の人件費の純粋な人件費のみの補助金でございまして、ここから控除額

といたしまして、社会福祉協議会の収支がございますので、そちらのほうの経費を引

いた残りの分を今年度は1,518万5,000円ということで見込んでございます。

以上でございます。

〇委員長（久慈 聡君）

ほかに質疑ありませんか。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

質疑を終結します。

次に、歳出、４款衛生費について説明を求めます。

健康推進課長。

〇健康推進課長（井畑 淳一君）

４款衛生費について補足説明申し上げます。

69ページをお開き願います。４款１項保健衛生費は、町の健康増進計画であります

健康さんのへ21に基づき、町民の健康づくりに取り組むための予算を計上しておりま

す。

１目保健衛生総務費は、健康推進課における職員人件費、事務的経費等であります。

７節報償費のうちの記念品には、サンカードを利用した健康ポイント事業分の54

万7,000円が含まれております。対象者につきましては、健診受診者、ウオーキング

事業参加者、各地区で行われております通いの場の参加者を対象として実施いたしま

す。

70ページ、71ページをお開き願います。２目予防事業費は、予防接種等の事業に要

する経費で、12節委託料では各種予防接種委託料、合計で6,694万5,000円を計上して

おります。令和３年度におきましては、16歳以上の全町民を対象とした新型コロナウ

イルスワクチン予防接種に要する費用、合わせて4,397万8,000円を新たに計上してお

ります。

72、73ページをお開き願います。３目母子保健事業費は、母子保健法に基づく妊産

婦や乳幼児の健康保持、増進に係る経費であります。７節報償費の謝金101万1,000円

は、乳幼児健康相談等における看護師、管理栄養士、歯科衛生士などへの謝金であり

ます。12節委託料、妊婦健康診査委託料393万2,000円は、妊婦の健康診査を医療機関

へ委託して実施するものであります。

74、75ページをお開き願います。４目健康増進事業費は、がん検診等に要する経費

で、主なものは12節の成人病検診委託料981万6,000円であります。成人病検診委託料

は、各種がん検診や人間ドック等、延べ2,322人分を見込んでおります。

５目環境衛生費は、町内の環境保全に要する経費で、18節負担金補助及び交付金の
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葬祭場負担金4,594万8,000円が主なものでございます。建設中の新葬祭場は、現在試

運転を行っており、令和３年４月１日に供用を開始いたします。令和３年度負担金に

は、現施設の解体費、駐車場整備費、ペット炉の建設費が含まれております。27節の

簡易水道特別会計繰出金は1,170万7,000円であります。

６目病院費は、27節の三戸中央病院特別会計への繰出金５億2,069万8,000円でござ

います。

４款２項１目塵芥処理費は、町内のごみ収集に要する経費であり、12節ごみ収集委

託料4,642万8,000円は、一般家庭ごみの収集運搬に要する経費でございます。18節負

担金補助及び交付金は、ごみ処理施設負担金１億5,892万8,000円、76ページの資源物

集団回収推進事業費補助金が主なものでございます。資源物集団回収推進事業費補助

金は、新規事業としてごみの減量化とリサイクルの促進を図るため、新たに集団回収

を実施しようとする町内会等の団体に対し、回収ステーションの整備費用として、１

団体に20万円を上限に補助しようとするものでございます。

以上で４款衛生費の補足説明を終わります。

〇建設課長（極檀 浩君）

午前中の歳入での説明で、佐々木委員よりご質問のありました浄化槽の実績、こち

らについてご報告いたします。

まず、令和元年度でございます。５人槽が２つ、７人槽が10、10人槽がゼロ、計12

基設置しております。うち町単独の事業で行ったものが、５人槽が１基、７人槽が２

基でございました。令和２年度です。こちら事業終わりましたので、ご報告します。

５人槽が６基、７人槽が７基、10人槽がゼロと、合計13基でございました。うち町単

独の事業は５人槽が３基となっております。

以上でございます。

〇委員長（久慈 聡君）

質疑に入ります。

柳雫委員。

〇柳雫 圭太委員

73ページをお願いいたします。４款１項３目12節委託料、母子健康包括支援センタ

ー業務委託料についてお尋ねをいたします。

こちらの事業内容、また今後の事業展開、または相談窓口、手続の方法等、これは

多分昨年11月に開設されたＳＡＮぽぽのことだとは思うのですけれども、または今後

町民の方に広く使っていただくように、広く周知してもらうために検討してあること

があれば教えてください。

また、75ページのほうに移っていただきまして、４款２項１目12節委託料のごみ収

集委託料についても１点お尋ねをいたします。一般家庭ごみであったりとか、それ以

外にも多くのごみを収集委託しているということですが、当町は田子町、南部町に比

べて、１人当たりのごみの排出量が多いというふうに伺っております。それにごみの

排出量を減らすということで、ごみダイエット大作戦１、２のさんのへ！というふう

に、町長をはじめ各課の皆様もいろいろな策を講じているかとは思いますが、当町の

リサイクル向上に向けて検討している事業というものが資源物回収推進事業以外にあ

れば、教えていただければと思います。

以上、この２点をお願いいたします。
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〇健康推進課長（井畑 淳一君）

お答えしたいと思います。

まず、母子健康包括支援センターの委託内容ということでございますので、そちら

からお答えをさせていただきたいと思います。まず、助産師が業務をしますけれども、

妊娠期及び出産後の母乳ケアとか、育児支援などの産後ケアを実施してございます。

また、産婦の産後健診後のフォローアップをしております。具体的にどのようなフォ

ローアップをしているかということでございますけれども、産後鬱に対する支援とい

うことをしてございます。また、随時の電話相談に対応するというのも業務の一つで

ございます。

また、将来的にどう思うかということのお尋ねですけれども、今年度センターのほ

うが立ち上がりまして、専用の個室ができました。その中で相談をされている方もか

なりお見受けしますので、今までにはない個室によって、時間をゆったり取って相談

していただける環境ということで、悩みとかもいろいろ出てきているのだと思います

ので、そちらの悩みに対応していけるように、またニーズに沿ったように、これから

進むべき方向というのを考えてまいりたいというふうに思ってございます。

もう一つ、手続ということでしたけれども、まずセンター内での相談については、

母子包括のほうにお電話をいただければと思います。時間のほう調整させていただき

たいと思います。また、家庭訪問というものがありますけれども、家庭訪問について

は手続というのは必要ございませんで、こちらから電話なりを差し上げて、日程を調

整させていただいて伺うということになっております。また、相談につきましては、

ネットによる相談、アドレスを持っていますので、そちらのほうも活用していただき

たいと思います。また、これについては今年からの立ち上げですので、今後周知のほ

うをなお一層図ってまいりたいというように考えてございます。

以上でございます。

〇住民福祉課長（中村 正君）

それでは、ごみを減らす対策、どういうのを取っているかというご質問でございま

す。

まず、リサイクル率の向上とかごみの減量化に関しましては、今年度特に行ってき

ました事業といたしましては、小学校の４年生を対象に出前授業をしまして、ごみの

現状と効果について、ごみを減らす効果というものの出前授業を開催しております。

あとは、コロナの影響によりまして、ちょっと回収はできませんでしたが、考えて

いることとすれば、古着の回収のほうを行いたいなと。これは、前の議会でもお答え

しておりましたが、回収業者のほうから、そこから先に売り渡す海外の取引のほうが

止まっているということで、回収を今していないというところがありましたので、再

開された際には、ぜひとも呼びかけをいたしまして、古着の回収で、今まで燃えるご

みに捨てられていた衣服のほうのリサイクルなり、有効活用というものができればい

いかなというふうに考えてございます。

あとは、広報のほうに、先ほど委員もおっしゃっておりましたごみのダイエット大

作戦として、１、２のさんのへ！でごみを減量しましょうねという呼びかけのほうを

毎月掲載してございました。

あと、今年度の新規事業といたしましては、集団回収の実施団体のほうを３団体増

やして、何とかリサイクル向上のほうにつなげていきたいなということで、新規事業

として実施するところでございます。
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以上でございます。

〇柳雫 圭太委員

まず、両方の内容はおおむね承知いたしました。母子包括支援センター等について

は、一応町民から公募した愛着ある組織として、今後も事業展開であったり、まず手

厚く切れ目のない支援のほうを引き続き継続していただきますようお願いを申し上げ

ます。

また、リサイクル率の向上の事業につきましては、いろいろ検討しているというこ

とでありますので、まず一人一人のリサイクルの関心であったりとか、意識を向上し

ていただくために、何か考えていないでしょうかという意味でのご質問であったので、

引き続きそういった事業の展開であったりとか、古着の回収というのも、小規模であ

っても開催できればなとは考えております。

以上で終わります。

〇佐々木 和志委員

75ページの環境衛生費の浄化槽の件で、先ほど建設課長のほうから午前中の回答を

いただいたのですけれども、確認ですけれども、課長のほうから報告があった数字と

いうのは、下水道の計画区域内の数ということでよろしいですか。

〇建設課長（極檀 浩君）

ただいま町単独として報告した数、これが下水道区域内でまだ下水管が来ていない

とか、そういうところにつけた数になります。下水道区域外は、先ほどの合計から引

いた数になりますので、読み上げますが、元年度は５人槽が１基、７人槽８基、２年

度が５人槽３基、７人槽７基となります。こちらは下水道が来ていない区域に対して、

浄化槽をつけた場合の補助が出たものとなります。

〇佐々木 和志委員

また確認になるのですけれども、であれば区域内であっても区域外であっても、年

度中に申請があったものに関しては、みんな対応しているということで理解してよろ

しいですか。

〇建設課長（極檀 浩君）

区域内、外であっても、浄化槽をつけて汚水処理をしていただくという場合には、

補助をしております。ただ、区域外については国、県の補助制度の中で、区域外につ

いては国、県のほうの補助金を使っていいですよという形になっておりますので、補

助の形は町単独と国、県違いますけれども、申請があったもの、これに対しては補助

しているということになります。

〇澤田 道憲委員

私は、74ページの５目の環境衛生費の18節負担金補助及び交付金のところの葬祭場

負担金4,594万8,000円、これについては先ほど説明では、令和３年４月１日から供用

開始ということで、負担金の中にペット炉も含まれておりますということですが、ペ

ット炉はいつ供用開始になるのか。ペット炉となれば小動物、その料金等は知ってい

る範囲内で説明できればと思いますが、いかがなものですか。要するに、ペット炉の

開所はいつになるのか。ペット炉の場合は、一般的には小動物になると思いますので、
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その料金等はどういうふうになるのか、その辺を聞きたい。

〇住民福祉課長（中村 正君）

葬祭場負担金のところでのペット炉ということですが、私もそちらのほうの建設検

討委員として、３町で集まっている一部事務組合の委員として検討しておりましたの

で、お答えできる範囲内でお答えをさせていただきますが、まずペット炉の開設でよ

ろしかったでしょうか。今４月１日に新しい葬祭場ができまして、現在使われている

葬祭場のほうは解体をします。解体をして、舗装をするのが大体夏ぐらいに終わると

いう見込みでございます。それから入札等の手続を経て、年度内にはペット炉のほう

が完成する見込みというところでございます。

あと、料金につきましては、重さによって料金のほうが区分されてございまして、

その料金等につきましては、組合議会のほうで金額の決定がなされるものと考えてご

ざいましたので、ここで詳細についてはちょっと把握してございませんので、よろし

くお願いいたします。

以上です。

〇委員長（久慈 聡君）

ほかに質疑ありませんか。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

質疑を終結します。

次に、歳出、５款労働費について説明を求めます。

教育委員会事務局長。

〇教育委員会事務局長（櫻井 学君）

５款労働費について補足説明申し上げます。

77ページをお願いします。５款１項１目勤労青少年ホーム費の予算総額は、50

万1,000円であります。予算の内訳は、勤労青少年ホームの施設の運営、維持管理に

要する経費として、需用費、役務費及び委託料を計上しております。勤労青少年ホー

ムの利用は、音楽室でのバンドや軽音楽サークルの利用が主なものです。また、体育

室や調理室、図書室等については、障害者の小規模作業施設、憩いの森あすもこっの

活動場所として、年間を通じて使用していただいております。さらに、１階ロビーの

談話室については、社会福祉協議会が高齢者を対象として運営する地域ふれあい交流

サロンの活動場所として使用していただいております。

以上で５款労働費の説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇委員長（久慈 聡君）

質疑に入ります。

竹原委員。

〇竹原 義人委員

款項目、ここは１ページですので、10節の修繕費４万円とありますが、現場を見る

と相当傷んでいるように見えます。トイレとかそれら、非常に傷みがあると思います
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が、修繕費４万円で十分だとお考えですか。

〇教育委員会事務局長（櫻井 学君）

修繕費４万円のところということでございますけれども、４万円というのは、何か

修繕するものが緊急に出てきた、その際の４万円ということでございます。確かにこ

の施設については、昭和53年の建設ということで、42年たっているような建物という

ことで、老朽化も見られているということで、これまでも修繕等を行ってまいりまし

たけれども、今後につきましても、緊急性が高いもの、また快適に使用していただけ

るように修繕等を行っていきたいというふうに考えております。

以上でございます。

〇竹原 義人委員

あそこは警察も今建設されるわけですので、ちょっと狭くなって、イメージとして

は暗くなると思いますので、中だけでも快適にということと、11ぴきのねこのバスも

あそこの前に設置されましたので、たまに見にいっている方もいるみたいです。そう

いうことでも環境整備ということで、しっかりとやっていただきたいと思いますし、

緊急時の４万円だと、現在の修理ということでは賄えないと思いますので、応急の修

繕費だと思いますので、現場の確認をよろしくお願いします。オーケーです。

〇委員長（久慈 聡君）

ほかに質疑ありませんか。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

質疑を終結します。

次に、歳出、６款農林水産業費について説明を求めます。

農林課長。

〇農林課長（貝守 世光君）

６款農林水産業費の令和３年度当初予算案につきまして補足説明を申し上げます。

79ページをお開き願います。６款１項１目農業委員会費は、農業委員会の活動に要

する経費と事務局職員の人件費が主なものであります。１節報酬、委員報酬367万6,000

円は、農業委員14名と農地利用最適化推進委員12名の活動費であります。８節旅費、

研修旅費222万円のうち194万5,000円は、令和元年９月に改選されました農業委員と

農地利用最適化推進委員の視察研修に要する経費であり、視察先につきましては今後

検討してまいります。

80ページ、81ページをお開き願います。２目農業総務費は、農林課職員の人件費、

各集会施設の維持管理費が主なものであります。10節需用費から13節使用料及び賃借

料は、各地域にあります９つの集会施設のほか、ＳＡＮ・ＳＵＮ産直ひろば研修館及

び農産物加工センターの維持管理に要する経費であります。10節需用費では、各集会

施設の光熱水費、修繕費等に703万8,000円を計上しております。

３目農業振興費は、当町の農業振興に要する経費であります。12節委託料、農作物

活性化検証委託料30万円は、農作物の病害予防や成長促進効果などが見込まれるあお

もり藍の活性化効果を検証するための経費であります。17節備品購入費、貸出用農作
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業アシスト機購入費75万9,000円は、農作業の負担や疲労を軽減する上腕アシスト装

置６台を購入して一定期間貸し出すことで、それぞれの営農に適したスマート農業の

取組を推進するものであります。

82、83ページをお願いいたします。18節負担金補助及び交付金の中段以降になりま

すが、補助金について主な事業の説明をさせていただきます。葉たばこ生産環境改善

事業費補助金700万円は、病害虫の防除薬剤の購入費と、省力化のための生分解マル

チの購入費の一部を補助するものであり、補助対象経費約4,800万円を見込んでおり

ます。農業レベルアップ事業費補助金100万円は、農業者の創意工夫による自発的な

提案や取組を支援し、農業経営に意欲的に取り組む農業者を育成するための補助金で

あり、高品質化、生産コストの低減に向けた取組に要する経費の一部を補助するもの

であります。鳥獣対策総合事業費補助金295万8,000円は、鳥獣被害対策実施隊員が行

う追い払いや捕獲活動に対して、１人１日当たり7,000円を上限に支給する手当や、

実施隊員の増員を図るために行う狩猟免許の取得費用に対する補助、農業者の自衛対

策を促すために行う捕獲わなの購入費や、防護柵の設置経費の一部を補助するもので

あります。農業次世代人材投資事業費補助金525万円は、交付要件を満たす50歳未満

の新規就農希望者に対し、経営が安定するまでの５年間について、１年目から３年目

までは年間最大150万円を、４年目から５年目までは年間最大120万円を交付する事業

であり、新規見込み分として個人２名と夫婦１組分の補助金を計上しております。

83ページに入りまして、農業経営発展支援事業費補助金370万円は、新規就農者の

定着促進と経営の発展のための取組に対する補助であり、１人当たり10万円を交付す

る就農準備資金、家賃の一部を補助する農業従事者家賃補助、農地賃借料の一部を補

助する農地賃借料補助、認定新規就農者になった者に対する就農支援金、青年就農計

画の達成のための取組に要する経費の一部を補助する新規就農者定着化支援事業費補

助金で構成されております。中山間地域直接支払交付金１億948万5,000円と、多面的

機能支払交付金891万7,000円は、耕作放棄地の発生防止のために行う農地や農道の管

理などの営農活動や、国土保全機能、水源涵養機能など、多面的な機能を持つ農業を

将来にわたって維持していくために行うのり面の草刈りや水路の泥上げなどの地域活

動に対する交付金であります。交付金の負担割合は、国が２分の１、県と市町村がそ

れぞれ４の１となっております。

４目果樹生産振興対策費は、果樹の生産振興に要する経費であり、負担金補助及び

交付金が主なものであります。果樹生産省力化設備整備事業費補助金250万円は、果

樹生産の省力化を推進するために共同防除組合が導入するスピードスプレイヤー１台

の購入に対する補助であります。

５目畜産費は、畜産振興に要する経費が主なものであります。10節需用費、肥料代250

万円は、町が管理する町営牧野において、優良な牧草を安定的に供給する生産力を維

持するために散布する草地用複合肥料と苦土石灰の購入費であります。

84、85ページを御覧ください。６目土地改良総務費は、農道及び水路の維持管理に

要する経費であり、13節使用料及び賃借料、重機借上料100万円が主なものでありま

す。

７目県営土地改良事業費は、青森県が実施する土地改良事業に要する経費であり、18

節負担金補助及び交付金が主なものであります。初めに、中山間地域総合整備事業で

ありますが、平成26年度から令和５年度までを計画期間とし、農業用排水路や農道な

どの農村地域の基盤整備や、農業集落道や営農飲雑用水など、生活環境を整備するも

のであります。次に、ため池等整備事業でありますが、令和元年度から令和４年度を

計画期間とし、三戸土地改良区の管理施設である同心町地区の用水路を改修するもの



- 40 -

であります。13節使用料及び賃借料の238万3,000円は、中山間地域総合整備事業で使

用する標準積算システム使用料38万3,000円と、大平地区、杉沢地区ほかの農業用排

水整備等に係る土地借上料200万円であります。16節公有財産購入費470万円は、清座

久保、荒田地区ほか４地区の集落道整備等に係る用地購入費であります。18節負担金

補助及び交付金3,180万円のうち、中山間地域総合整備事業負担金2,850万円は、留ケ

崎地区ほか６地区の集落道整備等に要する負担金であります。ため池等整備事業負担

金330万円は、同心町地区の用水路改修工事等に要する負担金であります。21節補償

補填及び賠償金の農道等改良舗装工事支障物件補償費1,430万円は、清座久保、荒田

地区、梅内地区ほか４地区の農道整備に係る用地補償費であります。

８目農村環境改善センター費と、86ページの９目基幹集落センターは、両施設の維

持管理に要する経費が主なものであります。８目14節工事請負費、空調設備設置工事

請負費70万1,000円は、施設内の和室に換気機能つきエアコン１台を設置するもので

あります。

87ページを御覧ください。２項林業費は、森林の有する機能を持続的に発揮できる

よう、適切な森林整備と森林資源の維持造成に要する経費であります。

１目林業総務費は、農林課職員の人件費と町有林の整備及び維持管理に要する経費

が主なものであります。12節委託料、町有林整備事業委託料761万3,000円は、令和元

年度から令和10年度までの10年間を計画期間とした町有林整備事業計画に基づき、伐

採に適した時期を超えた町有林について、健全で管理コストの低い森林に誘導するた

めに行う伐採、下刈り等に要する経費であります。

88、89ページをお願いいたします。２目林業振興費は、民有林の整備を推進するた

めの経費であります。13節使用料及び賃借料、重機借上料200万円は、民有林の森林

整備を効率的かつ効果的に推進するために必要な林道の維持管理に要する経費であり

ます。18節負担金補助及び交付金、森林整備事業費補助金200万円は、優良な木材の

生産と健全な森林の維持造成を図るために行う間伐、造林、枝払い等の経費に対して

補助するものであります。木の駅プロジェクト事業費補助金30万円は、民有林の整備

と地域経済の活性化を目的として、木の駅プロジェクト実行委員会が実施する事業に

対する補助であります。

３項水産業費は、熊原川等の適正な漁場管理と資源増強を図るために要する経費で

あります。

１目水産業振興費は、水産振興に要する経費であり、18節負担金補助及び交付金の

稚魚放流事業費補助金30万円は、河川の資源増強を図るために行う稚魚放流事業に対

する補助金であります。

以上で６款農林水産業費の補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇委員長（久慈 聡君）

質疑に入ります。

柳雫委員。

〇柳雫 圭太委員

81ページをお願いいたします。６款１項３目17節備品購入費、貸出し用農作業アシ

スト機購入費についてお尋ねをいたします。

まず、こちらを購入する、ないしは借りるに当たってですが、一定期間というのが

どれくらいの期間なのか。それを相談するに当たっての窓口であったりとか手続の方

法、また今後それを貸し出すというふうな形なのですけれども、それを町民に周知す
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る方法について、教えていただきたいと思っております。

そして、83ページをお願いいたします。６款１項３目18節負担金補助及び交付金か

ら、農業経営発展支援事業費補助金についてをお尋ねいたします。先ほどのご説明で

は、５つの就農支援について、具体的にこちらの金額をもう一度ご説明お願いいたし

ます。また、支援事業を最大限に活用した際に受けられる補助金というのが幾らにな

るか、教えていただけないでしょうか。

以上です。

〇農林課長（貝守 世光君）

81ページの貸出し用農作業アシスト機購入費についてであります。

こちらの申込み窓口は、農林課となります。事務手続等につきましては、これから

ルール等決めていくことになりますが、農林課のほうに申請書を提出いただくと。そ

して、貸出しを行い、返却時には使用した実感であるとか、使ってみてこの辺をもっ

と改良したほうがいいというような意見を記載する報告書の提出をお願いしたいと考

えてございます。あと、レンタル期間につきましては、１週間になるか、10日程度に

なるか、アシスト装置の効果を体感できる期間を確保するような期間で設定したいと

思います。

また、周知方法につきましては、チラシによる周知を中心に、町のホームページ等

にも掲載して周知を図りたいと考えております。

あと、83ページの農業経営発展支援事業費補助金370万円についてでございますが、

こちら令和３年度新規事業でございまして、新規就農者の定着促進と経営の発展のた

めの活動に対する補助であります。５つの施策で構成されております。まず一つは、

就農準備資金、こちらは新規就農者に対して就農準備資金として交付するもので、１

人10万円を計上し、５人で50万円を予算化しております。

２つ目、農業従事者家賃補助、こちらは新規就農から５年以内の者に対して、家賃

補助を行います。補助率は２分の１以内、上限は月２万円、最長３年間補助する計画

でございます。上限額２万円掛ける12か月掛ける３人分、72万円を計上しております。

次に、農地賃借料補助、こちらも新規就農から５年以内の者に対しまして、新たに

借り入れる農地の賃借料実費、または三戸町の農地賃借料情報の平均額のいずれか低

い額の２分の１を３年間補助する予定でございます。平均額10アール当たり8,700円

を引用しまして、30アールを借りるということで、こちらの２分の１を５人の方に補

助するというふうに考えておりまして、６万5,000円ほどになります。

４つ目として、就農支援金、こちらは青年就農計画を作成し、認定新規就農者にな

った者に対する支援金で、就農１年目は50万円、２年目は30万円、３年目は10万円を

交付する事業であります。今年度は50万円を３人想定しておりまして、150万円を計

上しております。

５つ目として、新規就農者定着化支援事業費補助金、こちらは青年就農計画を作成

し、その達成のために行う取組に対する補助であります。補助率は３分の２以内、上

限を30万円に設定しており、令和３年度は３人を予定し、90万円を予算計上しており

ます。これが370万円の内訳となります。

そして、最大幾ら交付されるかということでございますが、１年目でありますと、

まず就農準備金10万円、農業従事者家賃補助上限の24万円、農地賃借料補助、30アー

ルを借りたと想定し１万3,000円、就農支援金50万円、そして新規就農者定着化支援

事業費補助金を上限30万円の交付を受けたとして、１年目は最大約115万円となりま

す。
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〇柳雫 圭太委員

承知をいたしました。新規就農者というのは、初期投資が非常にかかったりするも

ので、そういった部分では背中を押す一歩にもなるのかなとは思っております。

先ほどのアシスト機について、もう一点だけ伺いたいと思っております。まず、機

械ということでございますので、万が一ということもございます。要は作業中に故障

であったりとか、壊れたということを想定した際の書類に保険であったりとか、保証

という手続があるのかどうか、それも検討しているのかということが１点。

農業支援事業の補助金については、これは長期的支援ということで考えているので、

こちらは引き続き移住、定住も含めているので、これは事業継続をお願いしたいと思

っているので、では保証について検討しているのか、こちらを１点お伺いいたします。

〇農林課長（貝守 世光君）

貸出し用農作業アシスト機購入費につきまして、答弁をいたします。

まず、利用者の責任によりまして紛失したり、壊してしまったりという場合には、

利用者が責任を負う方向で検討していきたいと考えてございます。ただ、突発的な事

故というか、利用者の責任によらない故障も発生する可能性がございますので、そう

した事故に対する保険がないか情報を収集しまして、保険加入を条件として貸し出す

方向で検討していきたいと考えてございます。

〇柳雫 圭太委員

当然農家の作業というのは、私も全て知っているわけではないのですけれども、い

ろいろな作業というのが想定されるとは思います。そうした作業を想定しつつ、ただ

当然高齢化であったり、人材不足、人手不足というものもあるので、そうした問題を

解決するための一つの策であったりとか、新規就農につなげるためにも、こうした策

というのをぜひ成功させていただきたいと思っております。ぜひよろしくお願いいた

します。

以上になります。

〇竹原 義人委員

87ページの６款２項１目12節委託料でありますが、森林は町の約７割を占め、水源

の涵養機能をはじめとして、防災機能、様々役目を果たしているわけでありまして、

山が荒れるということは非常に大変なことで、貝守の町有林の整備を委託したという

ことで、761万3,000円、10年間ということで、２年目ですか。伐採した木は1,218万

円に、これは収入として入るわけですので、非常にあれですが、管理委託料ですよね。

全部木を切るというのではないと思いますが、その辺も少し詳しく聞きたいのと、そ

れから81ページの１項３目12節、これも委託料ですが、農産物活性化検証委託料、さ

っき説明を聞くときに、あおもり藍のことであると聞きましたけれども、あおもり藍

についてはもう検証が済んでいると私は認識しています。わざわざここで委託料を払

ってまで検証する必要があるのか。さきほどの説明では、三戸のものとというような

ニュアンスがありましたけれども、例えば三戸の農作物への農薬等での検証なのか、

その辺の説明がなかったので、一応あおもり藍はコロナにも大変有効だというような

実績が発表になっていますので、三戸独特の使い方を検証するのであろうと思います

けれども、その辺もお聞きします。

それから、85ページの７目13節、16節のところで大平地区の水路というような説明
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でありましたが、防災ダムの下の河川のことなのか、あそこは大きな被害を受けたわ

けですけれども、そのことなのか、別なところなのか、確認をここはさせてもらいた

いと思います。

〇農林課長（貝守 世光君）

まず、81ページの農作物活性化検証委託料30万円でございます。こちらは委員おっ

しゃったとおり、あおもり藍を活用した検証でありますが、現在様々研究が進んでい

るところでありますけれども、病害予防の分野であるとか、作物の成長促進効果があ

るかといったものが、まだデータが少ないということで伺っておりまして、また県南

地方ではどこでも検証を行っていないという話もありましたので、ぜひ県南地方でも

そういった検証を行って、農薬に代わる可能性を秘めておりますので、ぜひとも進め

ていきたいというふうに考えてございます。また、30万円の委託料でございますが、

業者等に支払うのではなく、様々な作物を生産している農家の方に、こちらの指定し

た希釈で散布していただきます。もしかすると生産量が減るとかということもあるか

もしれないので、そういったことも含めて、農家の方に試験的にまいてもらうという

ことを委託する、そちらに対する委託料でございまして、５万円で６品目を現時点で

は想定してございます。

次に、87ページの町有林整備事業委託料761万3,000円でございます。こちらは、42

ヘクタールの作業を想定してございます。まず、42ヘクタールの伐採を行います。そ

れに対する経費が3,000万円で、その木を売ることによる収入が5,000万円。その5,000

万円から3,000万円を差し引いた経費を使いまして、造林、植林を行います。また、

管理経費等もかかりまして、5,000万円の立木を売るのですが、支出としましては4,500

万円を想定しているということでございます。基本的には、町の持ち出しがなく、伐

採した立木を売った収入を原資として植林、間伐、下刈り等を実施していくと。10年

間計画を進めていくというものでございます。10年間の総体として、立木の売払収

入2,400万円を見込んでおりまして、先ほど言いました伐採経費、植林経費、管理経

費等で支出が1,400万円を想定してございます。

〇建設課長（極檀 浩君）

ただいまの竹原委員の経営土地改良事業費の土地借上料、こちらについてお答えし

ます。

これは、大平地区、杉沢地区の農業用用排水、こちらを整備するときに、工事用の

土地ということもありまして、借上料が200万円ということになります。防災ダムと

かとは関係ないという、用排水路の整備に係るものでございます。

以上です。

〇竹原 義人委員

県南地方では、まだ検証がされていないということで、津軽地方ではもう既に相当

効果があるというふうな検証がされていますので、まさか津軽地方で効いたのが県南

では駄目だというふうな、ないと思います。ただ、農業製品の場合は食べ物ですので、

その辺をしっかりと検証してからという、使ってもらうということに関しては、害が

ないということで、これを使った作物であるというようなことで付加価値がつくと思

いますので、６品目、増やしていければと思っております。

それから私は、町有林のほうは間伐整備だと思って今質問しましたけれども、間伐

でなく植林もするのだということで、ご苦労さまです。大変10年間をかけて、三戸の
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町有林は一応有名ですので、しっかりと完了してもらいたいと思います。

それから、防災ダムのほうは、では別な災害のほうで聞けばよかったと思いますの

で、オーケーです。

〇澤田 道憲委員

私は、82ページの３目農業振興費の18節負担金補助及び交付金のところの鳥獣対策

総合事業補助金295万8,000円とあるのですけれども、これは幾らの団体があるのか、

人数は、それと事業の補助金を出すのに当たっては、いわゆる事業計画、安全に鳥獣

を駆除するためには、事故のないようにしていただきたいわけなのです。というのは、

狩猟とかわなでもけがしたりとか、そういった講習会などがそれに含まれているのか

どうか、その辺の内容を把握しているのかどうか、その辺を聞きたいのですけれども、

どんなものですか。

〇農林課長（貝守 世光君）

82ページの鳥獣対策総合事業費補助金についてでございます。

こちらの事業は、町の鳥獣被害防止計画に基づきまして活動する取組に補助するも

ので、交付先は有害鳥獣被害対策協議会に交付いたします。こちらには、狩猟免許、

わな免許等を持った方が23名登録されておりますので、その方々の巡回であったり追

い払い、捕獲活動に対して払う事業と、あとこの方々の負担を少しでも減らしたいと

いうことで、新たな免許を持った方の掘り起こしをしたいということで、狩猟免許の

取得経費を補助すると。そしてもう一つは、農業者の方々にも自らの農作物を守ると

いう意識を持ってもらうために、農家の方が設置する電気柵であったりとか、捕獲わ

なの購入費の補助をするという３本立てで鳥獣被害対策を講じてまいりたいと考えて

ございます。

先日もニュースで流れておりましたが、鉄砲も使いますし、熊等の捕獲、わなも使

いますし、そういった安全講習につきましては、隊員の方々は定期的に研修等受けて

おりますので、何とか事故がないような形で鳥獣被害対策を進めてまいりたいと考え

てございます。

〇澤田 道憲委員

先ほども聞きましたけれども、事業の内容とか、１年終わった後の報告はなされて

いるものかどうか、その辺はどうなのですか。

〇農林課長（貝守 世光君）

まず、年度初めに補助金の交付申請ということで、年間の計画を出していただきま

す。また、３月末で年度が切れるわけですが、それ以降その年度に、例えば有害鳥獣、

熊を何頭捕獲しましたとかというものを報告していただいてございます。

〇澤田 道憲委員

くれぐれも事故のないように、農林課のほうからも23名の方々にご指導くださるよ

うにお願いして終わります。了解しました。

〇藤原 文雄委員

88ページ、６款２項２目農林振興費についてですが、先ほどの説明では、ここの部

分は主に民有林に対する振興費ということでお聞きしましたけれども、18節の負担金
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補助及び交付金のところで、森林整備事業費の補助金が200万円、さらには林業作業

道整備事業費の補助で200万円ということで、ざくっとした金額が取られていますけ

れども、令和２年度たしか山林の所有者に対してアンケートが取られたかと思います。

自力で管理できない方のために、将来的にどうするかというようなアンケートを取っ

たかと思いますけれども、それに対する事業ということで、森林整備事業費というこ

となのかというのが第１点。もしそうであれば、具体的に何名の方が委託という申込

みがあったのかというところについて伺います。

〇農林課長（貝守 世光君）

まず、88ページの森林整備事業費補助金でありますが、これはこれまでも何年間か

継続して実施しているものでありまして、令和２年度は150万円を予算化してござい

ました。今回50万円アップして200万円としているものでありますが、これは民有林

の造林であるとか下刈り、あと保育間伐など、県の事業であります民有林野造林事業、

こちらに取り組む事業について、町がかさ上げ補助をするというものでございます。

補助対象は、県知事が定める標準経費の３分の１以内ということで、県の補助事業に

上乗せする形で三八地方森林組合に補助いたします。来年度は、60ヘクタールについ

て森林整備を進めるということで、要望をいただいておりまして、こちらを予算化さ

せていただきました。

そして、同じく88ページの林業作業道整備事業費補助金でございますが、これは令

和３年度の新規事業でございます。先ほどあったように、令和２年度に森林の所有者

にアンケートを行いました。現在どれぐらい、どこに自分の山があるのか分かってい

るかとか、手入れをしていますかとか、様々アンケートさせてもらったのですが、木

材の価格が低迷しているということもあって、作業はどうしても入っていけないと。

経費を少しでも減らすために、作業道の整備、例えば掘れているとか、枝が出てきて

いて通れないといったものを、町がそこの部分を解消すると。そうすると、林業事業

体はそこに事業展開しても、ある程度の利益が上がるということになれば、事業者も

入りやすいですし、所有者も経費を抑えた形で発注できるのではないかということで、

町としては道路を整備して、民間の事業者が作業しやすいような環境をつくっていき

たいということで、令和３年度新規事業として立ち上げてございます。ですので、ア

ンケートと全くリンクしていないわけでもないのですが、そういった所有者の方の森

林整備が進むように環境整備をしていきたいというふうに計上したものでございま

す。

（「分かりました」と言う者あり）

〇越後 貞男委員

83ページの１項４目の12節委託料のりんご産業基幹青年養成委託料37万4,000円と

ありますが、これは何名分ですか。そしてまた、同じところの18節の果樹生産省力化

設備整備事業費補助金250万円、これは先ほどの説明にもありましたように、防除組

合で買うスプレイヤーの補助金ということですが、これは前から本体の、スプレイヤ

ーの３分１もしくは250万円を超えない範囲という規定があるわけですが、これはい

つから３分の１の250万円というのはできたのですか。そこを聞かせていただきたい。

〇農林課長（貝守 世光君）

まず、83ページのりんご産業基幹青年養成委託料でございますが、これはリンゴの



- 46 -

生産技術であるとか一般教養について学んでもらって、地域の中核的な担い手として

役割を果たしていただく青年を養成する事業でございまして、県のりんご協会に委託

をしてございます。委託をお願いしている人員ですが、２名になっております。養成

期間は２年間を要しまして、１年で25日程度青森のほうに行って、座学であったりと

か、現場で研修を行うという制度になってございますので、現在２名となっておりま

す。

あともう一点が、同じ83ページの果樹生産省力化設備整備事業費補助金250万円で

ございますが、こちらは果樹栽培の省力化を図るために導入するスピードスプレイヤ

ーの導入ということで説明をさせていただきまして、３分の１以内、上限250万円、

いつからかということですが、私の記憶ではずっと３分の１のような気がするのです

が、今調べて報告をさせていただきたいと思います。

〇番屋 博光委員

82ページの１項３目の、先ほどの澤田委員と同じことにちょっと付け加えて、補助

金の上のところの捕獲わな監視システム、これ多分カメラのことだと思いますけれど

も、カメラが今何台あるのか、それと補助金の下のほうの鳥獣対策総合事業補助金、

これ熊のわな何個あるのか。それと加えて、去年の捕獲頭数が幾つあるのか。それと、

ニホンジカ、イノシシの被害状況、どれぐらいのあれが役場に届けているのか、その

辺教えていただきたいと思います。

〇農林課長（貝守 世光君）

まず、82ページの捕獲わな監視システム管理費負担金でございますが、これは捕獲

わなを設置した後、作動状況を監視するシステムの管理費でございます。親機１台を

田子町に設置しておりまして、子機30台ございます。半分ずつ管理してございますの

で、管理費は田子町と折半ということになってございます。

あと、熊のわなの台数、令和２年度の捕獲状況につきましては、確認しまして後で

報告をさせていただきたいと思います。また、ニホンジカ、イノシシ等の被害につき

ましては、ニホンジカについては確かに写真等に写っておりまして、リンゴの花芽を

食べたりという被害が報告されてございます。また、イノシシについても、田子町で

相当数の頭数が捕獲されていることを考えますと、三戸町にも入ってきているという

ふうに考えておりますが、まだイノシシによる被害というのは特に報告されてはいな

いというふうに認識してございます。

以上でございます。

〇番屋 博光委員

ニホンジカに関しては、令和元年のあたりは町営牧場、うちのほうの三戸牧野組合、

物すごく頭数が多くて、６つの群れが存在していました。それがそこから今新郷のほ

うに移っていまして、木の皮、木の芽、結構やられています。それの捕獲に関しては、

見つけた場合はすぐ駆除できるというふうに私は認識しておりますけれども、その辺

もう一度確認したいと思います。

それと、イノシシに関しては、田子町の川代、あの辺付近がものすごく多くて、そ

こから三戸、秋田のほうに今流れています。昨年もイノシシのほうが老久保、それか

ら杉沢地区で発見されています。今のところは大きく被害は出ていませんけれども、

そういう発見したときの駆除方法、すぐ猟友会を頼んで駆除できるのか、その辺。た

しか前回のお話では、町長の許可があればいつでも駆除できる話をしたような、私も
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聞いたような気がしましたけれども、そこを確認したいと思います。

〇農林課長（貝守 世光君）

牧野組合の管理する牧場にニホンジカが出ているということで、牧草に被害があれ

ば捕獲するという形になってございます。まず、農作物に被害を与える有害鳥獣を駆

除するというのが私どもの仕事でございますので、町営牧野に出没するニホンジカが

牧草を食べて困るというのであれば、実施隊の方々と相談をして、時期であるとか、

場所であるとか、どういった時期にわなをかけるのがいいのかというのを相談しなが

ら、対応させていただきたいと思います。

また、イノシシの捕獲につきましても、委員おっしゃるとおり、三戸町のほうにも

恐らく出てくると。また、農作物の被害も心配されます。そういったところは、実施

隊員の方々、猟友会の方々と認識を共有してございます。ただ、イノシシの捕獲の経

験が少ないというのもございまして、様々研修を受けながら、どういった捕獲方法が

いいものなのか、そういったものを関係機関と協議して、被害の防止に努めてまいり

たいと考えてございます。

〇委員長（久慈 聡君）

ほかに質疑ありませんか。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

質疑を終結します。

３時半再開予定をもって休憩いたします。

（午後 ３時１８分）

休 憩

（午後 ３時３０分）

〇委員長（久慈 聡君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

〇農林課長（貝守 世光君）

先ほどのご質問にお答えをしたいと思います。

まず最初に、83ページの果樹生産省力化設備整備事業費補助金、スピードスプレイ

ヤーの導入に関してでございます。調べた範囲でお答えをさせていただきたいと思い

ますが、平成25年、この年度には補助率が２分の１、上限が230万円、平成26年度、

こちらも補助率は２分の１で上限が200万円、平成28年から現在と同じような３分の

１以内になりまして、上限を250万円に設定させていただいております。

あと、熊の箱わなの個数でございますが、現在町で所有しているツキノワグマ用の

箱わなは５基ございます。また、令和２年度現時点での捕獲数でございますが、ツキ

ノワグマを６頭捕獲してございます。あと、カラスが47羽、カワウが３羽、ニホンジ

カが１頭、本年度捕獲してございます。

以上でございます。
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〇委員長（久慈 聡君）

両委員、よろしいでしょうか。

（「はい」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

次に、歳出、７款商工費について説明を求めます。

まちづくり推進課長。

〇まちづくり推進課長（沼澤 修二君）

７款商工費について補足説明申し上げます。

91ページをお願いいたします。１項１目商工業振興費は、商工業の振興に要する経

費でございます。12節委託料の買物弱者対策支援事業委託料130万円は、買物弱者を

支援するための商品宅配事業の委託に要する経費でございます。宅配を希望するお宅

を月２回程度訪問し、希望商品を伺い後日配達するもので、40人程度の利用を見込ん

でおります。次の飲食店ポータルサイト保守業務委託料24万5,000円は、新型コロナ

の影響を受けて利用が低迷している町内飲食店の利用の促進を図るため、昨年11月に

開設した三戸町飲食店ポータルサイト、さんのへごはんの保守に係る経費でございま

す。

次のページをお願いいたします。三戸町商工振興事業費補助金450万円は、商工会

が行う小規模事業者の経営改善等支援事業及び商工業振興事業に係る経費に対する補

助金で、前年度と同額でございます。次の商店街にぎわいづくり事業費補助金130万

円は、まちの楽校が行う中心市街地活性化及び高齢者支援等のための達人工房事

業、100縁勝店街事業、高齢者支援事業、休憩場所提供事業の実施に対する補助金で

ございます。次の中小企業特別保証融資制度保証料補助金320万円は、県との連携で

実施する特別保証融資制度に基づく融資の信用保証料の補助に係る経費でございま

す。令和３年度は、新型コロナ関連の災害枠としての経営安定化サポート資金につい

ての保証を行うため、前年度比300万円増としております。次のプレミアム商品券発

行事業費補助金500万円は、三戸町商工会が発行するプレミアム商品券のプレミアム

分に対する補助に係る経費でございます。プレミアム分1,000円を含んだ6,000円分の

商品券を5,000円で5,000セット発行する予定で、経済効果は3,000万円を見込んでお

ります。補助金欄下から４行目の三町食べ歩きスタンプラリー事業費補助金108

万1,000円は、新型コロナウイルスの影響を受けて利用が低迷している当町、田子町

及び南部町の３町の飲食店の利用の促進を図るため、３町及び３町商工会で組織する

実行委員会が実施するスタンプラリー事業に対する補助金でございます。500円以上

の利用で各町２店舗、３町合計６店舗分のスタンプで1,000円分のクーポン券となる

もので、2,000枚の交付を見込んでおります。なお、今年度10月から同様の事業を実

施しており、本事業においては814枚の交付実績がございました。次の商工業パワー

アップ事業費補助金100万円は、商工事業者の皆様に自らの事業をパワーアップして

いただくための補助に係る経費でございます。令和２年度の地域産業担い手キャリア

アップ事業費補助金、商店街元気事業費補助金を廃止し、新たに創設する補助率３分

の２の補助金で、店舗改修、販路開拓など、事業者自らが取り組む事業に幅広く活用

されるよう制度運営してまいります。

２目観光費は、町の観光振興に要する経費でございます。城山公園、金洗沢公園、

関根ふれあい公園、おまつり広場、藤子ふれあい公園の整備や管理運営に要する経費
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が主なるものでございます。

93ページをお願いいたします。12節委託料の業務委託料975万5,000円は、城山公園

はじめ当課で所管しております５つの公園の管理について、三戸町社会福祉協議会へ

の委託によって行うための経費でございます。２行下の設計委託料171万6,000円は、

関根ふれあい公園トイレの新設のための設計監理に係る経費でございます。同じく委

託料の城山公園清掃委託料105万5,000円は、三戸町春まつり開催前の城山公園の清掃

について、シルバー人材センターへの委託によって行うための経費でございます。14

節工事請負費のおまつり広場改修工事請負費1,000万円は、おまつり広場の舗装の張

り替え、ステージの修繕に要する経費でございます。次のふれあい公園トイレ整備工

事請負費1,828万4,000円は、関根ふれあい公園内の既設トイレを撤去し、新設するた

めの経費でございます。公園利用者の皆様に安全安心かつ快適にご利用いただけるよ

う進めてまいります。

次のページをお願いいたします。18節負担金補助及び交付金の三町観光推進事業負

担金13万1,000円は、当町、田子町及び南部町の３町合同で設置している観光案内看

板の情報更新に係る経費でございます。次の補助金の観光推進事業費補助金780万円

は、三戸町観光協会が事業推進体制の強化を図るとともに、春まつり、秋まつりの開

催等に要する経費に対する補助金で、前年度と同額でございます。

３目道の駅管理費は、道の駅さんのへの管理運営に要する経費でございます。12節

道の駅さんのへ指定管理料666万8,000円は、指定管理者である道の駅さんのへ共同事

業体に対する管理委託料でございます。なお、指定管理期間は2024年３月31日までと

なっております。

以上で７款商工費の補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇委員長（久慈 聡君）

質疑に入ります。

栗谷川委員。

〇栗谷川 柳子委員

先日議員全員で当初予算案に関する議員間討議を行ったところ、第５次三戸町総合

振興計画にある観光の振興の主要施策に充当させるような予算を探すことができませ

んでした。城山公園を含む観光産業化については、議員全員から成る三戸町活性化対

策特別委員会でも、令和２年度の重点テーマとして調査研究をしていることもあり、

代表して確認させていただきます。

主に93ページ、１項２目観光費について確認いたします。まず、第５次三戸町総合

振興計画、この46ページ、47ページにあります観光の振興の主要施策についてですが、

以下の５点が掲げられています。この５点についての項目を確認したいということで

す。１番目の施策で、三戸城跡城山公園の整備を核にした通年観光の開発と推進を図

るとおっしゃっています。

２番目に、奥州街道をコースの軸とし、町内をゆっくりと散策できる観光モデルコ

ースを開発すると示しています。

３つ目、インバウンド観光やユニバーサルデザインに配慮しながら、観光案内標識

やパンフレットなどの整備、Ｗi―Ｆi環境の充実を図るとなっています。

４つ目、グリーンツーリズムを一般の観光客にも対象とすることで、交流人口を増

やし、農業と観光の振興を図ると。

５つ目、八戸地域連携中枢都市圏構成市町村と連携することで、市町村の枠にとら
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われない広い地域を周遊する観光ルートを開発し、観光のより一層の推進を図るとい

うすばらしい計画が、きちんと目標数値入りで立てられているのを確認しております。

これを踏まえて、これら５点の施策の充当させると思われる予算について確認しま

す。93ページ、７款１項２目観光費、12節の委託料ですが、令和２年度予算では1,150

万円、決算は分かりませんが、令和３年度案では975万円と減っているということは、

やはり通年観光の開発と推進を図るということは、令和３年度中にはまだ難しいとい

うことでしょうか。

２点目です。同じく14節の工事請負費、観光看板等整備工事請負費43万7,000円、

令和２年度の予算は調べたところ21万7,000円、22万円増なのは、例えば第５次計画

の主要施策３のインバウンド観光やユニバーサルデザインに配慮しながら、観光案内

標識を整備するための22万円増なのでしょうか。もしそうではない場合は、どれがこ

のユニバーサルデザインやインバウンドに対応した観光案内標識を整備するものに用

意している予算なのでしょうか。

３点目、18節負担金の三町観光推進事業費13万1,000円ですが、これは先ほど観光

案内看板の設置事業というふうにお聞きしましたが、同じく第５次総合振興計画、観

光の振興の主要施策２の奥州街道のコースの看板を一緒に作るだけではなく、一緒に

コースを開発したりとか、一緒にグリーンツーリズムの開発をしようだとか、あとは

インバウンドの看板を一緒に作ろうだとか、パンフレットも一緒に作ろうだとか、そ

ういったことをしている事業なのでしょうか。もしそうではない場合は、これらに充

てる予算というのはどこにあるのでしょうか。

次の質問です。18節負担金、ＶＩＳＩＴはちのへ圏域町村負担金43万円ですが、こ

れは先ほどの説明で、有楽町にできた８ｂａｓｅに関しては、非常にプロモーション

事業ですとか、ファンミーティングですとか、そういったことに実際に活用されてい

る様子が伺えました。ユートリーのほうでも、恐らく出品等活用していると思うので

すが、同じく第５次総合振興計画観光振興の中のグリーンツーリズムを一般の観光客

も対象にするということのための仕掛けは、何かこの施設、ユートリーや８ｂａｓｅ

を使って仕掛けをしているのでしょうか。

次です。18節負担金、県観光連盟負担金18万円ですが、これは負担金の中でどうい

った事業がなされているのでしょうか。これも第５次総合振興計画、観光の振興の中

のインバウンド観光やユニバーサルデザインに配慮した圏内共有のパンフレット等制

作などもしている事業なのでしょうか。もしこの県観光連盟負担金で、こういったパ

ンフレット等の制作もしているのではない場合は、このインバウンド観光やユニバー

サルデザインに配慮したパンフレット等の制作に充てる予算はどちらにあるのでしょ

うか。

質問多くなりましたが、よろしくお願いします。

〇委員長（久慈 聡君）

暫時休憩いたします。

（午後 ３時４７分）

休 憩

（午後 ３時５７分）

〇委員長（久慈 聡君）

休憩前に引き続き会議を開きます。
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まちづくり推進課長。

〇まちづくり推進課長（沼澤 修二君）

ただいまの栗谷川委員の５点のご質問にお答えいたします。

まず、第５次三戸町総合振興計画の47ページに観光の振興の主要施策ということで、

５本掲げてございます。こちら主要施策につきましては、基本計画ということで、５

年間をかけて順次進めていくということで、総合振興計画内のいずれの施策も、そう

いった５年間という実施計画を掲げて進めていくものとなっております。その上で、

今回の観光につきましては、実際に５本の主要施策にどういった予算が張りつけられ

ているのかというご質問だと思います。順次１点目からお答えしてまいります。

まず、７款１項２目観光費の12節委託料975万5,000円でございます。令和２年度予

算では1,150万円ということであったが、この差は何かというご質問でございます。

まず、委託料でございますが、先ほど説明で申し上げましたとおり、社会福祉協議会

への委託によって、当課で管理しております５つの施設の管理を実施しております。

その1,150万2,000円の予算でございましたけれども、令和２年度の実績は997万円と

いう見込みとなっております。これで実績に基づきまして、令和３年度975万5,000円

というふうな予算をお願いするものでございます。これは、四季を通した観光の開発

と推進というところにもつながってくる部分でございます。

次に、２点目の14節工事請負費、観光看板等整備工事請負費43万7,000円という部

分でございます。令和２年度は21万7,000円ということでございました。令和２年度

におきましては、城山公園の案内表示の看板を設置するということで、今月看板の設

置を旧マルキンのところに考えてございます。これを完了して、城山公園までスムー

ズにたどり着けるようにということで進めてまいります。令和３年度につきましては、

城山公園内の駐車場に大型看板がございますが、これが大分情報が古くなっておりま

す。老朽化もしておりますので、この看板の更新ということで、これにつきましても

四季を通した観光の開発というか、推進ということで、該当してくるのではないかと

考えておりました。

３点目でございます。18節負担金、三町観光推進事業費13万1,000円についてのご

質問でございます。こちらの看板ですが、説明で申し上げましたとおり、田子町、南

部町と同じ記載の内容の看板を作って、三戸町では道の駅さんのへに設置しておりま

す。この記載内容の情報が古くなっている部分があるということで、更新をするとい

うものでございまして、この看板の中に奥州街道の表示だとか、そういった部分がで

きるかどうかにつきましては、やはり田子町とか入ってございますので、奥州街道で

あれば南部町、五戸町とか、そういった町との連携であれば調うのかなと思っており

ましたが、いろいろせっかく情報更新しますので、なるべくいいものにできればいい

なというふうに考えておりました。

４つ目、18節負担金のＶＩＳＩＴはちのへ圏域町村負担金43万円ということでござ

います。この予算がグリーンツーリズムを進めることによって交流人口を増やして、

農業と観光の振興を図るための仕掛けになっているかというお尋ねでございました。

ＶＩＳＩＴはちのへにつきましては、これまでＶＩＳＩＴはちのへ設立前までにユー

トリーと、あと八戸広域観光推進協議会、そういったものがございまして、それらを

統合して新しくできた組織でございます。この中で、観光ＤＭＯという形で進めてい

るところでございます。ＶＩＳＩＴの中で、グリーンツーリズムという直接的な事業

は今示されておりませんけれども、こういった分野の事業にもＶＩＳＩＴ自体が取り

組んでいくということは確認しておりますので、今後そういった形で三戸町で提供で
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きるメニューとか、そういったものを示して取り入れていただくということになって

ございます。総合振興計画の中にグリーンツーリズムのさらなる振興ということで、

これは広域連携しなくても当町だけで、例えば今ふるさと納税のお礼品として、ニン

ニクの収穫体験のお礼品というのを今月募集開始することとなっておりますので、こ

れもグリーンツーリズムにつながってくるものだと考えております。こういった取組

がまた果樹とか、そういった部分の収穫体験につながるということで、現在はグリー

ンツーリズムといえば、修学旅行生が農家民泊してということでやっておりますけれ

ども、一般の方々も対象とすることで、交流人口につなげていくという事業になって

いくのではないかなと思っておりました。

５点目の県観光連盟負担金18万円ということで、こちらがインバウンド観光とか、

そういった関連につながってくるのかということでございます。県観光連盟につきま

しては、通年使えるパンフレット、膨大な情報量のパンフレットを年２回発行してお

ります。この中で、三戸町も取り上げていただいて、そういった形で町の観光推進に

寄与しているということでございまして、これも広域観光の推進という部分につなが

ってくるのではないかなと思っておりました。

直接的に今回総合振興計画の５つの柱に予算が具体的に張りついていないというご

指摘だと思いますけれども、それぞれ予算をかけないで、例えば奥州街道を生かした

観光ルートづくりであれば、今は予算を投じておりませんけれども、将来的に南部町、

五戸町と連携するですとか、あとは広域観光の推進であれば、三八地域県民局と連携

して、今三八地域の歴史観光モニターツアーの実施をしたり、現在歴史を紡ぐ三八地

域広域観光パンフレット、こちらも作成しております。こういった形で進めていける

ということになってございました。いずれにいたしましても、様々観光にもっと力を

入れてほしいという激励だと思いますので、そういうお声を受け止めまして、皆様と

ともに事業化できるものは事業化に向けて取り組んでいきたいと思っております。

以上でございます。

〇栗谷川 柳子委員

私どものほうでも、やはり課長おっしゃられたように、振興計画がきちんと用意さ

れていて、予算委員会ですので、それにきちんと十分な予算が取られているかという

ことは確認しなければいけないと思って確認しました。何でかというと、やはり予定

どおりいけば、城山公園が今年度中に国の指定史跡になるという希望の光だと思って、

私どもは城山を捉えております。それに対して、こうやってしっかりとした総合振興

計画の観光の部分を計画立てられているのに、もしまだ特に手がけていることがない

のであれば、それは非常に残念なことだと思いますし、どれくらい取組を始められて

いるのかというのを確認したかったという意味合いがあります。やはり城山公園は、

歴史的価値とレジャー的な価値と混在している場所になりますので、当然私どもとし

ても、国指定史跡の保存や調査に関する部分は、正式に登録が完了してからでないと

計画を進めることはできないというのは承知しています。

しかし、レジャー、観光振興に関するソフト的な準備、お客様をおもてなしするだ

とか、当町に来たお客さんが城山史跡を見に来たのだけれども、商店街にも寄ってみ

たら、お店がいっぱい活気づいていてすごく楽しかった、道の駅に行って、パークゴ

ルフもやって、お土産買って帰った、また三戸に行きたいなというルートをつくりた

いと振興計画にも書いてありますので、本当に実現していただきたいという思いを持

っています。ですので、できれば、先ほどのお話では、お金をかけなくても、お金を

かけないやり方で、将来的に三戸、五戸、南部、田子と連携して、奥州街道のルート
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もつくれるよというふうにおっしゃっていたのですけれども、パンフレットも歴史に

関して共有するパンフレットを作る計画はあるよとおっしゃっていたのですけれど

も、なるべく早くしっかりしたものを作って、史跡登録に合わせて、たくさんのお客

さんを満足して帰せるようにやっていってほしいなと。それには、やはり担当課、教

育委員会とまち課と、あと関連する団体だとか、しっかりとグランドデザインをつく

ってやっていただきたいなというふうに、総意で思った次第であります。ですので、

予算がもし足りなくて進められない施策があるのであれば、きちっとそれは補正を組

んででも、攻めの姿勢で取り組んでいただきたいというのを申し上げたかったという

ことです。よろしくお願いします。

〇千葉 有子委員

91ページ、７款１項１目12節委託料の買物弱者対策支援事業について伺います。

委託先を打診していると聞いていますが、委託先は決定されたのでしょうか。そこ

１点と、93ページ、７款１項２目14節ふれあい公園トイレ整備工事請負費について伺

います。トイレ整備について、この請負費での現段階での構想、概要についてお知ら

せください。あともう一つです。今後トイレ整備に関して、もちろん費用の中で可能

なことですが、提案や要望など、聞き合わせがあれば伝えることができるのか、可能

ならいつまでか。

以上、お知らせください。

〇まちづくり推進課長（沼澤 修二君）

千葉委員の２点のご質問にお答え申し上げます。

まず、買物弱者支援事業について、委託先は決定しているのかということでござい

ます。現在予算を審議していただいている最中でございまして、決定しているという

ことはございません。こういった事業をどういったところが受けていただけるのかと

いう話は、対象となるような事業者とはしております。現在は、まちの楽校でやって

いただいているという部分でございますが、例えばこの事業については買物弱者とい

うことで、お車がないとか、そういった方々が多かったりします。あとは、お体の不

自由な方が利用者でございます。そういった意味から言えば、やっぱり見守りという

視点も加えて事業を実施できれば、またさらにいい事業になるのではないかと考えて

おりまして、そういった意味で三戸町社会福祉協議会と意見交換をしたということは

ございますけれども、現段階において決めて予算をお願いしているということではご

ざいませんので、改めて４月に可能性のある事業者とお話をした上で、決定してまい

りたいというふうに考えております。

また、２点目の関根ふれあい公園のトイレの件でございますが、面積的には８坪程

度で考えております。冬場も使用できるタイプで、もちろん男女別々、中央にはバリ

アフリートイレのようなものを設置できればというふうに考えております。ご意見等、

案、もし何かあれば、いつでもお聞かせいただければと思いますけれども、事業の着

手の関係から、いつまでということは今お示しはできませんけれども、後でご提案が

あればお聞かせいただければと思います。

以上でございます。

〇千葉 有子委員

91ページの買物弱者対策支援事業のことについて、もう一点。

先ほど課長の答弁にもありましたように、今まではまちの楽校で行っていたのです
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が、お話にあったように、ただ配達だけではなくて、これまでまちの楽校では１週間

に２回御用聞きに行って、１週間に２回の配達をしていたように聞いています。もち

ろん買物に支障を来している方はもちろんですけれども、商店街の方々の売上げにも

効果があったものと考えます。何よりも、御用聞きと配達により、週４回安否確認が

できていました。商店街の中にあるまちの楽校は、利用する方が時折寄ったりと、ど

こでやってもやっているうちに信頼関係が構築されると思うのですが、社協に打診し

ていて、まだはっきりもらえていないということですが、今後これまでのまちの楽校

の事業内容と同等か、それ以上のサービスを期待できるのか、これからの交渉だとい

うことで、この質問はちょっと難しいのかもしれませんけれども、４月からの事業に

なると思うので、待っている方もいらっしゃいますし、安否確認という要素も含んで

いるので、そこについてもう一度お聞きしたいと思います。

それから、ふれあい公園ですが、概要はお聞きしましたが、前回防犯カメラとかと

いう提案も出ていたのですが、そういうことも含まれていたのでしょうか。可能であ

れば、手洗い器具もしっかり整備してもらいたいと思うのですが、そこもお考えでし

ょうか。

この２点、お願いいたします。

〇まちづくり推進課長（沼澤 修二君）

ただいまのご質問にお答えいたします。

買物弱者支援事業につきましては、現段階におきましては、三戸町社会福祉協議会

様のほうでも、今現在行われている事業の内容であれば、十分できる見込みはあると

いうお返事はいただいておりますが、これは現在まちの楽校で行っておりますので、

現在の段階でその話をもって社会福祉協議会に決定したということはございませんの

で、それは４月のスタートに向けていろいろ話を進めていくということでございます。

また、関根ふれあい公園のトイレにつきましては、防犯カメラの設置をするのかど

うかということで、これは前にもご質問いただいたと思っておりまして、そのような

防犯対策は必要だと認識しておりますので、設置の方向で検討してまいりたいと考え

ております。

以上でございます。

（何事か言う者あり）

〇まちづくり推進課長（沼澤 修二君）

手洗いの関係でございましたが、当然ながら設置するということで考えております。

以上でございます。

〇佐々木 和志委員

93ページ、観光費について、私も先ほどの栗谷川委員と同じ趣旨の質問でございま

す。先ほどのやり取りを聞いておりましたが、かなり苦しい答弁であったなというふ

うに感じております。今の段階では、精いっぱいの答弁だったのだろうなというふう

に思いますけれども、どうしても１点確認というか、言っておきたいのは、これから

の三戸町の城山公園の在り方、捉え方として、やはり観光が一番のポイントになるだ

ろうと。その中で、今年城山城趾が国の史跡認定を受けるということがどれだけ大き

なきっかけになるのかということに対して、委員全員が期待を持っております。

その中で、令和３年度の当初予算の観光費の中身が前年と大して変わっていないと



- 55 -

いうことに対して、もっと観光に力を入れるべきだということ、そういう趣旨での先

ほどの質問だったと私も思います。今年度国の史跡指定があった後、町として具体的

な計画の作成に取りかかるということは、以前伺っておりましたけれども、そこで議

会との認識が違うのは、やはりスピード感であろうというところで、具体的な計画は

そのとおり、認定の後ということでも、これは事務的な手続上しようがないのかもし

れませんけれども、その前に町の基本的な考え方、方向性という部分に関しては、最

低限話し合って、スムーズに史跡認定が取れた後、計画の作成に取りかかれるような

状態をつくるというのは、やはり必要ではないかなというふうに感じています。

本年度この予算書のとおりやって、史跡の認定が取れた後、では令和４年度は城山

はじめ三戸町の観光振興に対して、期待のできる予算を組んでいただけるのかと、そ

れを期待していいのかというところを１点お願いしたいと思います。

〇まちづくり推進課長（沼澤 修二君）

ただいまのご質問にお答えいたします。

観光費について、予算が前年度とあまり変わっていないというご指摘でございまし

た。令和４年度については、充実させるのかというご質問だと思います。まず、観光

費の予算につきましては、町の観光全体で見れば、観光費の予算の数字だけ見れば、

予算額は前年度と変わっていないということはご指摘のとおりだと思います。ただ、11

ぴきのねこのまちづくりですとか、観光に資する部分は企画費に盛っていたり、そう

いった全体で見れば、観光にかけているお金はもっと大きいというふうに考えており

ました。観光費だけに着目するのではなくて、そちらのほうも勘案していただければ

というふうに思ってございます。

今年度も昨年度の当初予算でなかった部分に関して、補正予算で対応して、かなり

公園内の整備にお金をかけているところでもございます。今しっかりと園内のベンチ

等の修繕だとか、あとはトイレの改修も行いますし、ステージの改修も行うというこ

とで、皆さん来ていただけるときの準備は進めているというふうに思っております。

役場内での教育委員会あるいは建設課等と連携した意見交換も、史跡の指定に向け

て、できる事業の可能性調査とか意見交換をしておりまして、これは今後も密接に連

携を図りながら話をして、令和４年度以降、予算でお願いできる部分があれば、お願

いする方向で取り組んでいきたいと思います。現段階では、何かハード的なものを整

備するとか、そういった段階ではございませんので、大きな予算はお願いしてござい

ませんけれども、細かいところの整備は史跡指定を視野に入れて、様々考えていくと

いうことでございますので、令和４年度につきまして、どういった部分ができるか、

事業で予算をお願いできるかどうかは、またしっかりと今年度内部で話を整えて、予

算で必要なものはお願いしてまいりたいと考えております。

以上でございます。

〇佐々木 和志委員

繰り返しになるかもしれないですけれども、遅くとも来年の当初予算には、城山公

園を中心とした観光振興に大々的に取り組めるように、今年度中に関係部署とも連携

を取って、最終的には町が城山公園をどのように活用していくのだというような明確

な方向性を示すべきだと私は思います。今の課長の答弁は、それを受けて了解してく

れたものだと思いますので、それに関しては答弁はもうもらいません。

ただ、今回この質問、町の観光振興、将来の観光振興に対しての質問に関しては、

先ほど栗谷川委員が申し上げたとおり、議員間討議の中で議員全員の同意を得られ、



- 56 -

これを質問するべきだということでありますので、そこの点に関しては重く受け止め

ていただきたいというふうに思います。まず、将来のまちづくりに対して、城山をど

のように活用していけるかというところを真剣に考えていただいて、今生きている我

々だけではなくて、我々の次の子供、孫の世代のことも考えて、今取りかかるという

ことを考えていただきたいと思います。答弁いいです。

〇竹原 義人委員

他の委員からも出尽くしたような感じもありますけれども、私も似たような質問に

なりますけれども、やっぱり三戸町総合振興計画、これにのっとって我々が予算書を

見るのは当たり前だと思います。例えば観光でいきますと、四季を通した観光の開発、

推進、通年観光の開発をしますよとうたっていますが、城山公園、どこかといえば93

ページになりますけれども、12節の委託料、業務委託料と城山公園清掃委託料ござい

ます。これは、いつからいつまでなのかというふうなこと。先般３月11日に糠部神社

で東日本大震災の復活祈願祭というふうなのが執り行われて、私も登りました。ちょ

っと回ってみたのですが、トイレが全部閉まっているというような状況です。よその

既に、観光というべきかどうなのかは分かりませんが、ちらほら登っているわけです。

３月になってから相当、少人数ではありますけれども、人は見えている。そういう状

況のときに、通年観光をうたっている城山公園のトイレが開いていないというような、

どこかが、温故館のところ、資料館のところだけでも、やはり開けておくべきでない

のかなという感じを持ちました。ですから、この業務委託料はいつからいつまでやっ

ているのか。

それから、92ページの空き店舗活用補助でありますが、これも要するに総合振興計

画のほうでいけば、新規就業者を23年までに５人とあるわけです。そうなりますと、

１年に１人の割合でやっていくと、目標達成だなと単純に割るわけですが、ところが

やめる店もあるわけです。もう既に同心町の１件閉めました。それから、二日町のほ

うでも閉める予定があると、そういうふうに閉める、空き店舗になる、そういうふう

な状況にある中で、では１人ずつでも確実に見つけているのかというところが、見つ

けるというか、努力をしているのか、その努力が予算に反映されているのかどうかと

いうのを先ほど来聞いていると私は思います。

精神論だけではとても進めないわけでありますので、現場のトイレの件と空き店舗

の件、あと93ページの日本さくらの会賛助会費、この賛助会費というのはどういう会

費になっているのか、説明願います。

〇財政指導監（下村 太平君）

竹原委員の１点目の質問にお答えいたします。

城山公園、金洗沢公園の整備業務等仕様書によりますと、城山公園の管理は２期に

分かれておりまして、４月から11月までは毎月25日以内で、管理する者が城山のほう

で公園の美観整備、動物への餌やり等を行ってございます。２期目の12月から翌年１

月までは、毎月15日整備を行っているということになります。期間におきましては、

通年ということになっておりますが、２月、３月については、ちょっと手元に記載が

ございませんので、後で調べてお知らせいたします。

〇まちづくり推進課長（沼澤 修二君）

竹原委員の２点目の空き店舗活用の事業費の件について、お答えいたします。

空き店舗の活用によって新規創業したという実績は、2019年度に１件ございまし



- 57 -

た。2020年度については、今補正予算もお願いしましたので、今年度は２件という実

績が出ます。2021年度、今回新年度予算でお願いしている分は１件分ということで、

総合振興計画に目標値として掲げた５人を着実に達成できるような見込みとなってご

ざいますので、引き続き活用をしていただけるように進めてまいりたいというふうに

考えてございます。

また、日本さくらの会賛助会費ということで、この会がどういった会なのかという

ことでございます。これは、桜の植樹、愛護、あとは名所の保全、名木・巨木の保存、

また桜を通じた国際親善活動を行っている会でございます。さくらの日の制定ですと

か、さくら功労者の表彰、そういったものの開催をしておりまして、町にもこういっ

た情報を毎年お寄せくださるということで、引き続き入会しているものでございます。

以上でございます。

〇竹原 義人委員

さくらの会の会費、三戸町のＰＲになっているというのであれば、大いに結構であ

ろうと思っております。こういうのにどんどん入って、三戸町のＰＲ、青森県県南随

一のというふうな、青森県内では随一でありますので、どんどんＰＲしてきてもらう

というふうにお願いをしたいと思います。

トイレの件ですが、２月から３月は今分からないということでありますが、月何回

かの管理というふうな感じだと、行く方はその日に行くというわけではありませんの

で、雪があっても登る方もいますので、やはり町民であれば、まだその情報を分かっ

て登りますので、まずそれはいいかも分かりませんが、そうでない方、通りすがりの

観光客、寄ってみようかという方々は、情報を持たないで登りますから、何だこれは

と。そういう風評被害というか、そういうふうに言われると、私たちもがっかりなわ

けです。三戸町民としてがっかりしますので、やはり通年、通して観光を目指すのだ

というふうなことであれば、そういう配慮というものをしっかりとしていただきたい、

そう思います。

新規就業者、あるのだということで安心しますが、とにかく増やさなければなりま

せんので、現状維持も大変ですけれども、よく言えば連携をしている、私たちは連携

をしているという答弁をもらうと、思いというものは言っているほう以上に強く感じ

るわけです。もう一回、どのような連携なのか答えていただきたいと思います。

〇まちづくり推進課長（沼澤 修二君）

創業の件に関することで、商工会と連携しているかどうかというお尋ねでお答えい

たします。

創業に関するご相談があれば、町にあったもののみならず、商工会にあった場合で

も、そういった事業、制度をその方にご紹介できるのかという部分で、お互いにやり

取りはしてございます。個別に町に相談があって、町の事業の制度では、よりよいも

のが受けられないというときには、商工会だけではなくて、県の創業支援事業だとか、

そういったものも活用できるのかどうかも調べて、県とも情報交換しながらという形

で進めているところでございます。いずれにいたしましても、創業のご相談に来られ

た方にとって一番いい方向になるように、ご案内できるように、常日頃取り組んでい

るところでございます。

また、先ほど城山公園のトイレについてのお尋ねがありました。現在11月からは、

トイレのほう凍結問題がございますので、なかなかご利用いただけないという形には

なっておりますけれども、３月に入りまして使えるのかどうか、その辺もしっかりと
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確認しながら、ご利用いただけるようなことがあれば、管理人も毎日はおりませんけ

れども、しっかりと山で待機しております日もございますので、開けられるのかどう

か、その辺の可能性も探ってまいりたいというふうに考えております。

以上でございます。

〇竹原 義人委員

ありがとうございます。

最後に、94ページの観光費の18節補助金、観光推進事業補助金780万円、これ先ほ

ど説明はいただきましたが、去年は春まつり中止になりました。今年度はどうなるの

でしょうか。

〇まちづくり推進課長（沼澤 修二君）

ただいまのご質問にお答えいたします。

令和３年の春まつりということになろうかと思います。令和３年につきましては、

観光協会ともしっかりと話をしておりまして、開催をすると。町のほうも町長、副町

長、私、担当者でしっかりと話をして、観光協会と連携して春まつりは開催しましょ

うということで、今考えております。

ただ、イベントにつきましては、人を呼び寄せるということにもなりますので、次

の春まつりにつきましては、サイレントなお花見ということで、人を集めてその方々

が交流、あまり密にならないような形でという意味で、イベントの開催はしない方向

でというふうな形になりますけれども、しっかりとお花を楽しんでいただくというこ

とで、園内での感染対策とか、そういったものを十分に取りながら、今シーズンは見

ていただきますということで、話は調っておりますので、近々観光協会のほうからも

開催のご案内ということで、４月20日からということで、今ポスター等も作るようで

ございますので、皆さんも山に上がって見ていただければと思います。よろしくお願

いいたします。

〇委員長（久慈 聡君）

ほかに質疑ありませんか。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

質疑を終結します。

特別委員会では、会議時間の延長を諮る必要はありませんが、三戸町議会では慣例

で特別委員会に諮り時間延長し、予算議案の審査をしております。委員各位のご理解

の上、延長をお諮りいたします。

お諮りします。本日の会議時間は、予算審査の都合により、この際あらかじめ延長

したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

異議なしと認めます。

よって、本日の会議時間は延長することに決定いたしました。
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次に、歳出、８款土木費について説明を求めます。

建設課長。

〇建設課長（極檀 浩君）

８款土木費につきまして補足説明申し上げます。

本予算は、町民の皆様の生活基盤に密着している予算であります。町で管理する町

道、農道、林道等の道路施設のほか、公園施設などの公共施設のインフラ整備並びに

その維持管理についての経費、そして町内に12団地あります町営住宅の維持管理に要

する経費等を計上しております。

土木費の令和３年度予算総額は、歳出４億4,980万5,000円であります。

95ページをお開き願います。歳出、８款１項１目道路河川総務費の２節から４節は、

職員の人件費を計上しております。12節委託料、システム保守委託料52万6,000円と13

節使用料及び賃借料、土木積算システム借上料45万3,000円は、土木工事の設計、積

算に伴う電算システム等保守に要する委託料と借上料であります。18節負担金補助及

び交付金では、道路整備並びに河川整備に係る県、市町村関係の期成同盟会等に対す

る負担金であります。町内を含め、県内の国道、県道等の整備促進に係る要望活動へ

の負担金であり、また馬淵川水系の馬淵川や熊原川の河川整備に関わる馬淵川ととも

に生きる期成同盟会への負担金などであります。急傾斜地崩落対策事業費負担金は、

現在県が施行しております鬢田地区における整備事業費１億円に対する町負担金500

万円を計上しております。令和４年度の完成を見込んでおります。

96、97ページをお開き願います。防災ダム整備事業負担金は、築造後53年が経過し、

ゲート設備の動作不良や水管理制御装置の老朽化により、防災機能の低下した夏坂ダ

ムの整備に係る負担金であり、総事業費１億5,400万円に対する町の負担金84万3,000

円を計上しております。令和８年度の完成を見込んでおります。

次に、２目道路維持費についてであります。この目では、道路施設等の主に道路、

防犯灯、橋梁施設の維持管理に要する経費について計上しております。町道等では393

路線、総延長約340キロメートルある町道をはじめとして、農道、林道、公衆用道路

の道路維持補修や防犯灯の維持管理に要する経費、橋梁の長寿命化修繕事業による橋

梁補修に関係する経費、そして道路舗装補修事業、除雪作業、車両管理等に要する経

費となっております。10節需用費、消耗品費223万6,000円は、融雪剤購入及び除雪機

や公用車の維持管理に必要な消耗品の購入に係る経費であります。電気料862万9,000

円は、町内約2,900灯の防犯灯の電気料であります。また、修繕費97万円は、公用車

等の車検整備費用並びに防犯灯修理に要する経費を計上しております。12節委託料、

樹木伐採委託料268万4,000円は、県が実施する関根川原地区の熊原川沿いの堤防かさ

上げ工事に際し、桜を伐採する委託料、道路維持作業委託料100万円は、町道の除草

作業及び支障木伐採等に係る委託料、道路台帳等電子化業務委託料3,960万円は、現

在紙ベースで管理している道路台帳の電子化を図るための委託料であります。13節使

用料及び賃借料の重機借上料700万円は、道路補修等に要する重機借上料であります。

ＬＥＤ街路灯借上料は、平成29年度から10年間でのリース契約による返済額、年

額1,019万2,000円を計上しております。除雪機械借上料は4,500万円を計上しており

ます。業者13社、除雪機28台による除雪作業委託を行い、町道等延長約340キロメー

トルのうち約227キロメートル、393路線のうち330路線の除雪作業を行っておりま

す。14節工事請負費9,981万1,000円は、町内における道路等の維持補修工事分の1,650

万円と、防犯灯設置工事費30万円、久保１号橋、杉東橋、貝守北向橋の橋梁補修工事

請負費8,301万1,000円を計上しております。15節原材料費200万円は、道路補修用採
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石等の購入費であります。17節備品300万円2,000円は、道路巡回用自動車１台の購入

費230万2,000円と、電動式チェーンソー１台、遠赤外線融雪装置１台等の購入費70万

円を計上しております。負担金補助及び交付金では、研修受講負担金９万円と、町道

等の道路について冬期間の交通の安全を図るため、自主的に除雪活動に取り組む団体

等に報償金を支払う道路除雪活動保証金50万円を計上しております。

次に、３目道路新設改良費についてでありますが、この目では町の過疎地域自立促

進計画に基づく整備計画の中で、交通通信体系、地域間交流の促進に計画づけられる

道路整備について計画し、改良舗装等工事を実施して整備するものであります。これ

まで計画箇所について、緊急度、住居数、地域性、整備効果等を考慮して、順次計画

して進めてきております。令和３年度は、関根１号線の拡幅工事と用地確保を実施予

定であります。14節工事請負費の2,200万円は、関根１号線の拡幅工事を実施するも

のであります。21節金補償補てん及び賠償金の600万円は、関根１号線の拡幅に係る

土地購入費と支障物件補償費であります。

８款２項１目都市計画総務費では、三戸都市計画1,779ヘクタール、用途区域220ヘ

クタールの都市計画施設についての維持管理に要する経費を計上しております。

98、99ページをお開き願います。10節需用費、修繕費では、ラジコン公園の操作台、

沖中児童公園遊具等の修繕で33万9,000円を計上しております。12節委託料では、沖

中児童公園の管理委託料５万円を計上しており、管理は地元元木平町内会へお願いし

ております。14節工事請負費82万5,000円は、袴田農村公園の遊具撤去工事費として

計上しております。27節繰出金は、下水道特別会計予算への繰出金といたしまして、

１億2,325万円を計上しております。

８款３項１目住宅管理費では、12団地203戸の町営住宅の維持管理に要する経費を

計上しております。２節から４節までは、職員の人件費を計上しております。10節需

用費、修繕費240万円は、住宅修理に係る経費を計上しております。11節役務費、火

災保険料では22万3,000円を計上しております。町営住宅12団地203戸分の公営住宅火

災共済機構への保険金であります。12節委託料では、建築物耐震診断業務委託料13

万6,000円を計上しております。令和３年度は、１件分の診断に対する業務委託料と

して計上するものであります。この制度は、昭和56年度以前に建築された民間木造住

宅の耐震診断に要する費用の一部を国、県、町で補助をしていくものであります。建

築物の耐震性の確認と耐震改修の意識開発を図り、震災に強いまちづくりを推進する

ことを目的としている事業であります。13節使用料及び賃借料では、町営住宅内の道

路補修等重機借上料15万円を計上しております。14節工事請負費は、老朽化した町営

住宅の解体工事費120万円を計上しております。負担金補助及び交付金では、木造住

宅耐震改修事業１件分の補助金100万4,000円と、ブロック塀等耐震改修促進推進事業

５件分の補助金60万円を計上しております。木造住宅耐震改修事業は、建築物耐震診

断を実施した住宅の改修工事に対する補助金、ブロック塀耐震改修事業は避難路等の

沿道にあるブロック塀の耐震工事または建て替え工事に対する補助金であります。

以上で８款土木費予算の補足説明を終わります。どうぞよろしくお願いいたします。

〇委員長（久慈 聡君）

質疑に入ります。

竹原委員。

〇竹原 義人委員

99ページ、住宅管理費、14節工事請負費でありますが、町営住宅解体工事請負費120
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万円ですが、これどんどん増えると思いますが、今回は何棟解体するのか。それから、

この質問が外れるかも分かりませんが、空き家バンクの空き家がどんどん出ている。

建築のほうはなかったか、住宅建築は……なかった。では、建築のほうは後で。では、

解体のだけ詳しく聞きます、どこの住宅なのか。

〇建設課長（極檀 浩君）

ただいまの竹原委員のご質問です。

住宅解体ですが、もちろんこれからどんどん増えてはいきますが、順次できる範囲

ということで、来年度は一応２棟を考えております。場所としては、老朽化の激しい

ところを見ていますけれども、東松原もしくは遙迎寺長根とか箸木山、そちらのほう

でもう建っているのもつらいというような建物、こちらのほうを選定していきたいと

思っています。２棟です。

〇委員長（久慈 聡君）

よろしいですか。

（「はい」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

質疑を終結します。

次に、歳出、９款消防費について説明を求めます。

総務課長。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

９款消防費につきまして補足説明申し上げます。

101ページをお願いいたします。９款１項１目常備消防費でありますが、18節負担

金補助及び交付金の八戸地域広域市町村圏事務組合負担金１億7,020万8,000円は、八

戸広域消防事務組合の職員人件費と消防施設の維持管理に対する負担金であります。

職員数は、広域全体で427名、三戸消防署は30名が配属されております。令和２年の

三戸消防署の町内出動件数は、火災が前年から１件増の４件、救急395件、うちドク

ターヘリは13件でありました。

２目非常備消防費でありますが、三戸町消防団の団員報酬、出動手当、消防施設の

維持管理等に要する経費であります。８節旅費の費用弁償650万円は、火災、風水害、

警戒、訓練などの出動に要する手当であります。令和３年度の団員数は、前年から９

名減の418人となる予定であります。令和２年度上半期の出動回数は、火災４回、警

戒204回、予防広報９回、訓練15回、その他27回の合計259回で、延べ1,788人が出動

しております。10節需用費の電気料110万円は、消防団屯所19か所の電気料でありま

す。修繕費217万5,000円は、消防団車両、屯所、防火水槽などの修繕に係る経費であ

ります。

102、103ページをお願いいたします。17節備品購入費の消防資機材購入費の187万

円は、団員被服費、ヘルメット、防火衣、消防ホースなどの購入費であります。

３目災害対策費は、災害時に備えた総合防災訓練の経費や避難所用備蓄品等購入に

要する経費であります。17節備品購入費の無人航空機購入費151万1,000円は、カメラ

つきのドローン３機の購入費であり、18節負担金の研修受講負担金36万7,000円は、

無人航空機操作の認定に要する経費であります。
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４目消防施設費は、第14分団屯所について、既存の車庫部分を残し、詰所部分を改

築するための費用であります。12節設計監理委託料165万円、14節工事請負費1,540万

円が主なものであります。

以上で９款消防費の補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇委員長（久慈 聡君）

質疑に入ります。

竹原委員。

〇竹原 義人委員

101ページの２目、今消防団員数の説明418人と伺いましたが、これも総合計画では

現状が、この計画ではですよ、437人、これは2019年４月です。目標値の2023年４月

が470人となっております。現在418人と、ぐっと下がっていますけれども、この前条

例の一部改正をして、定年を延ばすというふうなことで、団員を少しでも減らないよ

うにするというような説明で、条例改正しましたが、それ以外で団員数を目標値に近

づけるような案というか、どのような施策を持っているのか伺いたいと思います。

〇防災危機管理室長（多賀 昭宏君）

ただいまの竹原委員のご質問についてお答えを申し上げます。

まず、消防団の団員を増やすためにはどのような活動をしているか、またそのほか

に案があるのかということでございますけれども、まず一つといたしましては、今年

度八戸の圏域８市町村で取り組んでおります国土強靱化計画の中にもあるのですけれ

ども、圏域で消防団応援の店というものを募集というか、そういった形で店のほうを

募集させていただいて、それをＰＲして団員のほうの増員を目指すということも一つ

の案の中にはなってございます。

そのほかといたしましては、やはり地元であります各分団の皆さんに若い方に声を

かけていただいて、地道に歩いていただくとか、あと町のほうでは広報紙、またホー

ムページを使って、引き続き団員の募集のほうを図ってまいりたいと考えてございま

す。

以上でございます。

〇竹原 義人委員

団員報酬の値上げ等は考えていないわけですね。

〇防災危機管理室長（多賀 昭宏君）

現在のところ、値上げ等は考えてはございません。

以上でございます。

〇柳雫 圭太委員

102ページ、９款１項３目17節備品購入費、無人航空機購入費についてお尋ねをい

たします。

こちらドローンの購入ということで、カメラつきドローンということで、先ほどご

説明をいただきましたが、このカメラつきドローンというのは、それぞれ同じ性能を

持ったものなのか、前回のご答弁ですと、１機は夜間でも対応できるような性能だと

いうふうなご説明だったのですが、となればそれぞれ金額に差が生じてくると思いま
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す。その点について１点。

そして、次のページ、103ページ、９款１項３目18節の負担金、研修受講負担金に

ついて、まずドローンの資格取得についての費用だというふうに思いますが、ではカ

メラつきドローン３機について、３人分の負担というのが果たして適正なのか、そし

て資格内容であったり、スケジュールというものが現在どのように進んでいるのか、

お答えをいただければと思います。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

ただいまの質問にお答えいたします。

まず、ドローンについては同じ性能のものなのかということでございます。現段階

では、まだ予定の段階でございますけれども、前回の全員協議会でご説明したのが夜

間使えるやつが１台、通常の赤外線がついていないものが２台ということでご説明い

たしましたが、一応その程度の性能の違いという状態であります。まだ予定の段階で

ありますので、今後詰めて検討はしたいと思います。

また、研修受講負担金について、３人分は適正かということでございますが、まず

はドローンを購入するのが３機でございますので、基本的に最大で１人１台というこ

とで考えておりまして、使用する際も３台が全部出払うということはそうそう今のと

ころ想定しておりません。一斉に何かのイベントでやるかとかという案があれば、使

うかも分かりませんけれども、現在のところはそういう想定はしておりません。とい

うことで、それでは５人がいいのか、10人がいいのかということになりますけれども、

機械の台数と同じ人数で現在は考えているということでございます。

以上でございます。

（「スケジュール」と言う者あり）

〇総務課長（武士沢 忠正君）

スケジュールについても、ドローンの納入時期が７月の中盤から末ぐらいを現在の

ところ予定しております。資格認定のスケジュールについても、大体同様の７月中旬

から末くらいであればいいのかなというところで、現在そういった計画をしてござい

ます。

以上でございます。

〇柳雫 圭太委員

承知をいたしました。

まず、前回の説明では、様々なイベントであったりとか、有事の際に使うというの

が大前提ではあったので、３人が適切かというふうにお伺いしたのは、有事の際とい

うのは何があるか分からないので、それに柔軟に対応していくために、３人が適切か

というふうにご質問した部分ではあります。

あと一点お伺いしたいのですけれども、７月に納入した際にドローンの管理体制、

管理するのはどの課、一つの課に、総務課であれば総務課で３機をまとめて管理する

ような体制を取るのか、１台ずつ別々の課で管理するのか、この１点をちょっとお伺

いさせていただきたいと思います。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

お役所的な答弁になるかも分かりませんけれども、９款ということで、予算の管理
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は総務課でございます。ということで、総務課で考えております。

以上でございます。

〇番屋 博光委員

102ページの１款２目の17節備品購入費、消防機材費購入費187万円とありますけれ

ども、これちょっと足りないのではないかなと思います。というのは、現在消防団た

ちが現場で着ている刺し子というのがあるのですけれども、刺し子そのものがもう古

くなって、ほとんど着ている方はおりません。ぼろぼろになって、現場で使用するこ

ともないし、機能性としても火の粉に対しては十分な機能は持っているのですけれど

も、作業したり活動するのに大変重い。それに古くなって、着ている人はほとんどい

ない。その分各分団で現場で一番使う部分というのは、火事場の一番前にいる筒先に

いる人が３名いれば、防寒着のあれが通用すると思うので、ぜひ各分団３着希望した

いと思います。その１着が大体４万円ぐらいなのです。各分団で３着、その後に関し

ては消防の予算の中で１着ずつ確保していきたいなというふうには思っていますけれ

ども、取りあえず現場まで行くための３着の予算要求をお願いしたいなと思っていま

した。

〇委員長（久慈 聡君）

暫時休憩いたします。

（午後 ５時１２分）

休 憩

（午後 ５時１３分）

〇委員長（久慈 聡君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

総務課長。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

ただいまの来年度の予算要求ということで、ご意見をいただきました。ご意見は参

考にさせていただきまして、今後課内のほうで参考にさせていただきます。あと、消

防団の関係でございますので、総務課以外の団としての考え方とかあろうかと思いま

すので、これから団長になられる方とご相談させていただいて、予算のほうを組んで

いきたいと思います。

以上でございます。よろしくお願いいたします。

〇番屋 博光委員

ぜひ検討いただいて、いい方向でお願いしたいと思います。

〇委員長（久慈 聡君）

ほかに質疑ありますか。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）
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質疑を終結します。

以上で本日の日程は全部終了しました。

３月17日午前10時、予算特別委員会を再開することとし、本日はこれで散会します。

（午後 ５時１４分）
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２日目 令和３年３月17日（水）

〇日程

１．議案第21号 令和３年度三戸町一般会計予算

（歳出10款から13款まで款ごとに審議）

２．議案第22号 令和３年度三戸町立学校給食共同調理場特別会計予算

（歳入、歳出一括審議）

３．議案第23号 令和３年度三戸町営簡易水道事業特別会計予算

（歳入、歳出一括審議）

４．議案第24号 令和３年度三戸町下水道事業特別会計予算

（歳入、歳出一括審議）

５．議案第25号 令和３年度三戸町後期高齢者医療特別会計予算

（歳入、歳出一括審議）

６．議案第26号 令和３年度三戸町介護保険特別会計予算

（歳入、歳出一括審議）

７．議案第27号 令和３年度三戸町国民健康保険事業勘定特別会計予算

（歳入、歳出一括審議）

８．議案第28号 令和３年度三戸町国民健康保険直診三戸中央病院事業特別会計予

算（歳入、歳出一括審議）

〇本日の会議に付した事件

日程のとおり

〇出席委員（14人）

柳 雫 圭 太 君

小笠原 君 男 君

和 田 誠 君

越 後 貞 男 君

乗 上 健 夫 君

山 田 将 之 君

栗谷川 柳 子 君

藤 原 文 雄 君

番 屋 博 光 君

千 葉 有 子 君

久 慈 聡 君

澤 田 道 憲 君

佐々木 和 志 君

竹 原 義 人 君

〇欠席委員（０人）

〇地方自治法第121条の規定により説明のために出席した者の職氏名

三戸町長 松 尾 和 彦 君

副町長 馬 場 浩 治 君
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会計管理者（会計課長） 山 下 猛 君

税務課長 遠 山 潤 造 君

三戸中央病院事務長 馬 場 均 君

農林課長 貝 守 世 光 君

総務課長 武士沢 忠 正 君

まちづくり推進課長 沼 澤 修 二 君

健康推進課長 井 畑 淳 一 君

健康推進課高齢者福祉支援推進監 太 田 明 雄 君

建設課長 極 檀 浩 君

住民福祉課長 中 村 正 君

住民福祉課福祉施策推進監 齋 藤 優 君

総務課財政指導監 下 村 太 平 君

三戸中央病院経営改善推進監 松 崎 達 雄 君

総務課防災危機管理室長 多 賀 昭 宏 君

農業委員会会長 梅 田 晃 君

事務局長 貝 守 世 光 君

教育長 友 田 博 文 君

事務局長 櫻 井 学 君

史跡対策室長 奥 山 昇 吾 君

〇職務のために出席した事務局職員

議会事務局長 寺 牛 正 幸 君

主 幹 櫻 井 優 子 君
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会 議 の 顛 末 令和３年３月１７日

（午前１０時００分）

〇委員長（久慈 聡君）

ただいまから本日の会議を開きます。

議案第21号を議題として、前日の議事を続行します。

委員長から申し上げます。質疑を行う際には予算書のページを述べてから関係する

項目の質疑を行うようお願いします。なお、議題外及び範囲を超える質疑は行わない

ようにお願いいたします。あわせて、質疑及び答弁は簡潔明瞭にお願いします。

初めに、昨日の竹原委員の質問の件に対する答弁について、財政指導監並びにまち

づくり推進課から訂正の申出がありましたので、発言を許します。

財政指導監。

〇財政指導監（下村 太平君）

昨日の竹原委員の城山公園の業務委託期間に関する質問について、発言を訂正いた

します。

城山公園の業務委託期間について、手元資料により１期目は４月から11月まで毎

月25日間、２期目は12月から１月まで毎月15日間、２月と３月については手元にない

と発言いたしましたが、業務仕様書を確認しましたところ、２期目は12月から３月ま

での契約でありましたので、発言を訂正いたします。また、担当課でありますまちづ

くり推進課からも補足説明がございます。

〇まちづくり推進課長（沼澤 修二君）

昨日竹原委員の城山公園のトイレに関するご質問に関し、利用できない期間につい

て、今後の利用の可能性を探る旨お答え申し上げましたが、確認いたしましたところ、

売店跡地付近、標準木側の中央トイレにつきましては、冬期も凍結防止措置を取りな

がら、ご利用いただいているということを確認いたしました。業務仕様書上では、12

月から３月までは、先ほど財政指導監がお答え申し上げましたとおり、業務日を月に15

日以内としておりますが、飼育動物への給餌業務は毎日行うこととなっておりますの

で、これに合わせて中央トイレの管理も毎日行っているものでございます。令和３年

度の業務仕様書の内容を見直しますとともに、中央トイレが使用できる旨を園内の閉

鎖中のトイレに掲示するなど、来園者への便宜向上を図ってまいりたいと考えており

ます。

以上でございます。

〇竹原 義人委員

訂正承りました。

それから私から、昨日空き店舗活用事業のところで、店を閉めたところがあるとい

う発言をいたしました。中には死んだと受け取った方もいるようでございますが、マ

スクの関係かも分かりませんが、真意は店を閉めたところもあるということでありま

すので、訂正はしませんけれども、確認をさせていただきます。ありがとうございま

す。

〇委員長（久慈 聡君）
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次に、歳出、10款教育費について説明を求めます。

教育委員会事務局長。

〇教育委員会事務局長（櫻井 学君）

10款教育費について補足説明申し上げます。

三戸町教育委員会では、新しい時代を主体的に切り拓く人づくりを目指し、夢や志

の実現に向け、知・徳・体を育む小中一貫教育を推進してまいります。そして、学校

教育と社会教育とが一体となり、誰でも生涯を通じて主体的に学ぶことができる生涯

教育の推進を図ってまいります。また、文化財保護については、三戸城跡の国指定史

跡に向け、取り組んでまいります。

105ページをお願いいたします。10款１項１目教育委員会費は、教育委員４名の会

議や各種行事等への出席に係る１節報酬、８節旅費が主なものであります。

２目事務局費ですが、１節報酬の委員報酬28万8,000円は、学校評議員、奨学生選

考委員等の報酬であります。会計年度任用職員報酬635万8,000円は、三戸中学校に配

置する英語、数学、生徒指導の特別講師３名の報酬であります。７節報酬費の謝金63

万2,000円は、外部評価委員、特別支援教育コーディネート事業におけるコーディネ

ーター、小中一貫教育推進委員会委員、不登校対策事業における面談医師等への謝金

であります。106、107ページをお願いします。12節委託料の業務委託料221万8,000円

は、部活動の遠征等に使用する部活動バスの運行に係るものです。芸術鑑賞会公演業

務委託料40万7,000円は、三戸小学校において音楽鑑賞会を行うものです。学習コー

チ事業委託料80万円は、三戸町ふるさと応援大使であります株式会社プラスティーの

清水章弘氏による勉強のやり方や学習計画の立て方等、学習習慣形成のための講演会

４回の実施に要するものです。13節使用料及び賃借料の自動車借上料200万円は、休

日などに大会が集中し、部活動バス１台で対応できない部分を補うため、民間バスを

活用する部活動支援バスの運行に要する借上料であります。18節負担金補助及び交付

金のうち負担金の主なものは、三戸地方教育研究所の運営に要する経費の負担金1,120

万1,000円であります。三戸地方教育研究所では、三戸町、田子町、両町の学力テス

トの調査分析、教員研修、学校訪問、特別支援学級に在籍すべきかどうかを判定する

教育支援委員会、教育相談などの業務を行っております。補助金の三戸地方未来塾事

業費補助金50万円は、小学生を対象にプログラミングの学習等を行う三戸ＩＣＴクラ

ブの実施に対して補助するものです。三戸高等学校支援事業費補助金300万円は、三

戸高校が今後も地域と歩む高校として存続していくため、これまで行ってきた生徒の

英語、漢字、食物調理、商業検定などの資格試験の受験料の補助に加えて、田子町、

南部町、新郷村、八戸市、二戸市などの近隣の市町村から通学する生徒の通学費の２

分の１の補助と、高総体等主要４大会の部活動遠征費への補助を行うものです。海外

研修事業費補助金232万3,000円は、小学校５、６年生と中学校８年生を対象に、フィ

リピンとのオンラインによる英語レッスンを行うものです。対象学年児童生徒全員を

対象とした体験会を開催し、オンライン研修への参加は児童生徒数の２分の１の98名

程度と見込んでおります。小学校給食費・教材費支援金224万円は、子育てサポート

祝金として、３人目の子供からの養育者に対して支給するものです。年額１人３

万5,000円で、64名を見込んでおります。同じく中学校給食費・教材費支援金99万円

は、年額１人４万5,000円で22名を見込んでおります。同じく高校教材費支援金87万

円は、年額１人３万円で29名を見込んでおります。杉沢小中学校閉校記念事業費補助

金60万円は、来年度末をもって閉校する杉沢小中学校の閉校記念誌の作成や、閉校式

の開催に要する経費について補助するものです。
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108、109ページをお願いします。３目語学指導外国青年招致事業費は、外国語指導

助手２名を雇用するための１節報酬の会計年度任用職員報酬776万円、11節役務費の

会計年度任用職員社会保険料112万8,000円及び13節使用料及び賃借料の宿泊所借上

料99万6,000円が主なものであります。

10款２項１目学校管理費ですが、この目は町内３校の小学校に係る施設管理経費が

主なものであります。１節報酬の学校医等報酬128万6,000円は、小学生の耳鼻科、内

科、歯科、眼科の検診及び新入学児童の就学時健診に対する学校医への報酬でありま

す。10節需用費の中の修繕費352万5,000円は、三戸小中学校雨漏り修繕等の各種修繕

に要するものです。12節業務委託料の1,389万7,000円は、小中学校用務員と日直、合

計９名の委託料であります。110、111ページをお願いします。12節委託料の通学バス

委託料3,080万5,000円は、三戸小中学校への目時線、貝守線、松原線と斗川小学校へ

の豊川線、大舌線の５路線の運行委託料であります。情報通信ネットワーク環境整備

支援委託料105万6,000円は、ＧＩＧＡスクール構想により整備した１人１台のタブレ

ット端末の活用促進のため、各学校の活用状況に応じた運用体制整備のための支援を

お願いするものです。13節使用料及び賃借料の自動車借上料240万5,000円は、三戸小

中学校への蛇沼地区からの通学タクシーと児童生徒健診時の医師送迎タクシーの借上

料であります。14節工事請負費184万円は、三戸小学校の英語活動室へ空調設備を設

置するものです。

２目教育振興費でありますが、１節の報酬の会計年度任用職員報酬1,076万2,000円

は、特別な支援を必要とする児童生徒への支援を行う小中一貫教育チューター６名の

報酬であります。２節給料の会計年度任用職員給料218万7,000円は、三戸小中学校へ

配置する情報教育支援員１名の給料であります。18節負担金補助及び交付金は、東北

大会以上の大会に出場する際の経費を支援する全国大会等出場支援事業費補助金50万

円及び各学校の実施する体験活動などを支援する立志科推進事業費補助金50万円であ

ります。19節扶助費の要保護及び準要保護児童就学援助費481万3,000円は、経済的に

就学困難な児童の保護者に対して学用品費や修学旅行費、給食費等を補助するもので

あり、56名分を予定しております。特別支援教育就学奨励費26万2,000円は、特別支

援学級在籍児童６名への補助を予定しております。

10款３項１目学校管理費でありますが、この目は三戸中学校の維持管理に要する経

費を計上しております。112、113ページをお願いします。12節委託料の通学バス委託

料701万1,000円は、三戸小中学校への斗内線の運行委託料であります。13節使用料及

び賃借料の自動車借上料225万9,000円は、三戸中学校の大舌、目時地区からの通学タ

クシー借上料であります。

２目教育振興費でありますが、１節報酬の会計年度任用職員報酬161万4,000円は、

部活動指導員３名に要する経費であります。今年度の１名分から３名分に増額してお

ります。17節備品購入費の教材備品購入費208万8,000円は、４年に１度の中学校の教

科書改訂に伴う教師用の教科書、指導書の購入に要する経費です。18節負担金補助及

び交付金の中体連等生徒派遣事業費補助金436万円は、中体連及び各種大会等へ出場

する生徒の派遣費用に対する補助金であります。19節扶助費の要保護及び準要保護生

徒就学援助費446万3,000円は、経済的に就学困難な生徒の保護者に対する補助であ

り、33名分を予定しております。特別支援教育就学奨励費13万9,000円は、特別支援

学級在籍生徒２名分を予定しております。

10款４項１目社会教育総務費ですが、１節報酬の委員報酬31万円は、社会教育委員

８名等に係る報酬です。７節報償費の謝金54万4,000円は、放課後子ども教室コーデ

ィネーター１名、家庭教育学級講師、わくわく城山学園講師、地域人材学校派遣事業
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講師及び少年指導センター指導員35名に係る謝金であり、記念品15万円は文化賞受賞

者に対するものであります。114、115ページをお願いします。12節委託料の放課後子

ども教室事業委託料75万円は、三戸小学校及び杉沢小学校の児童を対象とした放課後

子ども教室の運営に係る委託料であります。三戸小学校は週３回、杉沢小学校は週１

回開設しております。18節負担金補助及び交付金の補助金の社会教育活動推進事業費

補助金188万8,000円は、三戸町文化協会等の社会教育団体７団体と高齢者学級寿教室

への補助金であります。南部俵づみ唄全国大会補助金160万円は、平成元年に始まり、

第28回を迎える大会の開催に対する補助金であります。

２目公民館費ですが、この目は中央公民館、分館及びジョイワーク三戸の運営及び

維持管理に要する経費を計上しております。７節報償費の謝金130万3,000円は、料理

講座など９講座を開設する公民館講座の講師謝金、立春式講師謝金、11分館の分館職

員33名に対する謝金が主なものであります。記念品33万6,000円は、立春式、成人式

の記念品であります。１月に開催できなかった成人式については、８月の開催を予定

しており、２年分の予算を計上しております。12節委託料の業務委託料713万8,000円

は、中央公民館の受付、清掃、日直業務の委託に要する経費であります。分館講座委

託料55万円は、泉山分館はじめ11の分館がそれぞれの地域のニーズに応じて自ら企画

し実施する講座、研修会等の運営に係る委託料です。

116、117ページをお願いします。３目図書館費ですが、７節報償費の謝金11万円は、

歴史講座及びおはなしのへや11回の講師謝金であります。12節委託料の中の業務委託

料969万1,000円は、図書館受付業務３名の委託に要する経費であります。

４目歴史民俗資料館費は、歴史民俗資料館、郷土館、温故館の維持管理経費であり

ます。１節報酬、会計年度任用職員報酬28万円は、日曜祝日に資料館への来館者に対

して解説を行う資料解説員の報酬であります。118、119ページをお願いします。12節

委託料の業務委託料518万2,000円は、資料館の受付、清掃等の業務３名に係る委託料

であります。

５目文化財保護費でありますが、１節報酬の委員報酬10万8,000円は、文化財審議

委員５名分の報酬であります。７節報償費の謝金23万6,000円は、令和元年度に開催

し好評であった、三戸お城講座を再び開催するための講師謝金です。三戸お城講座は、

三戸城跡の国史跡指定への町民の理解を深めるとともに、内外の歴史ファンへの周知

を図るため、町が誇る歴史遺産三戸城跡の研究を進めるとともに、お城の歴史につい

て、楽しみながら学ぶ講座として開催するものです。14節工事請負費の文化財案内板

設置工事請負費70万円は、案内板２基を新設するものです。

５項１目保健体育総務費ですが、１節報酬の委員報酬106万3,000円は、スポーツ推

進委員13名の報酬であります。７節報償費の謝金12万円は、町内会運動部長への謝金

であります。記念品46万6,000円は、町民運動会、町内対抗スポーツ大会及びスポー

ツ賞の商品、記念品代であります。120、121ページをお願いします。18節負担金補助

及び交付金の三戸町体育協会補助金200万円は、町民の体育振興を目的に、18の競技

団体やスポーツ少年団への活動費補助や、大会派遣費への支援を行っている体育協会

への補助金であります。

３目体育施設費でありますが、この目は松原公園、サン・スポーツランド三戸、勤

労者体育センター、さんのへパークゴルフ場、三戸町民プールの維持管理に要する経

費であります。12節委託料の業務委託料315万4,000円は、松原公園清掃業務とサン・

スポーツランドの受付業務に要する経費であります。樹木剪定委託料193万2,000円は、

松原公園及びその周辺の草刈り、樹木の剪定、薬剤散布に要する経費であります。パ

ークゴルフ場芝育成管理委託料323万9,000円は、芝育成のための薬剤散布、施肥、土
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壌改良等に要する経費です。三戸パークゴルフ場指定管理料662万2,000円と、町民プ

ール指定管理料601万3,000円は、株式会社サンアメニティに委託する両施設の管理運

営に要する経費です。122、123ページをお願いします。14節工事請負費の技術棟解体

工事請負費1,017万9,000円は、三戸警察署の建設工事に伴い、技術棟を解体するもの

です。相撲場設置工事請負費495万円は、技術棟の解体に伴い、相撲場を農業会館の

建物の一部を改修し、移転するものです。

４目アップルドーム管理費の12節委託料の業務委託料1,167万7,000円は、アップル

ドームの受付等の管理業務に要する委託料です。14節工事請負費のアップルドーム天

窓改修工事請負費267万8,000円は、天窓部分からの雨漏りが見られることから、改修

工事を実施するものです。

５目学校給食費ですが、この目は学校給食を調理し、各学校に配送するための学校

給食共同調理場の管理運営に要する経費であり、食材の購入に要する経費を除く全て

の経費を計上しております。１節報酬の委員報酬６万5,000円は、学校給食運営委員

７名分の委員報酬であります。11節役務費の手数料233万5,000円は、食器洗浄や、ば

い煙濃度測定手数料、貯水槽や重油地下タンク等の各種設備の検査等に要する手数料

を計上しております。124ページをお願いします。12節委託料の調理運搬業務委託

料2,803万9,000円は、給食調理業務及び配送業務の外部委託に要する経費であり、11

名のスタッフにより運営しております。学校給食の運営に当たっては、衛生管理及び

施設設備の保守管理を徹底し、安全な給食の提供に努めてまいります。

以上で10款教育費の補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇委員長（久慈 聡君）

質疑に入ります。

柳雫委員。

〇柳雫 圭太委員

何点かご質問をいたします。

107ページをお願いいたします。10款１項２目18節負担金補助及び交付金から、三

戸高等学校支援事業費補助金についてお尋ねをいたします。多方面にわたって支援を

行っているようですが、それぞれの支援の金額の内訳を教えていただきたいと思って

おります。

ページをめくっていただきまして、109ページをお願いいたします。10款２項１目10

節の需用費、修繕費について少しお尋ねをいたします。昨年度より金額が多少増額し

ているようなのですけれども、具体的な修繕箇所を教えていただければと思っており

ます。また、詳細が分かりましたら内訳等お願いいたします。

112ページ、お願いいたします。10款３項２目１節報酬につきまして、会計年度任

用職員についてお聞きいたします。昨年度は１名だった部活動指導員、３名に増員と

いうことでしたが、増員になった経緯、また今後の事業の取組等方向性についてお尋

ねをいたします。

最後になります。121ページお願いします。こちらも２つ目のご質問と同じように

なります。10款５項３目10節需用費の修繕費についてです。こちらも昨年より大幅な

増額となっておりますので、こちらの修繕の具体的な内訳についてお尋ねをいたしま

す。

以上、４点お願いいたします。
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〇教育委員会事務局長（櫻井 学君）

柳雫委員の４点のご質問についてお答えいたします。

まず、１点目の107ページの三戸高等学校支援事業補助金の内訳ということでござ

いますが、まず１つ目はこれまで行ってまいりました資格取得費の部分ですが、今年

度80万円という予算を持っていますが、こちらは継続して80万円というふうに見込ん

でおります。また、先ほど補足でも申し上げました通学費に係る補助金については、

町外から通学している生徒の通学費の２分の１を補助するということで、65名程度を

見込んでおりまして、金額にすると170万円を見込んでおります。また、部活動の遠

征費の補助というところですが、こちらについては春季大会、それから高総体、それ

から新人戦、それから県の高校の総合文化祭、その４つが高校のほうでは主要４大会

と呼んでいるようでございますけれども、そちらのほうの部活動遠征費のほうの補助

をするもので、現在生徒会費のほうからも一部補助しているようですが、全額になっ

ていないということですので、町のほうからこちらに50万円補助して、４大会につい

ては全額遠征費を支援するといったようなことになっております。三戸高等学校支援

事業費補助金の内訳については以上となります。

それから２点目は、109ページの10款２項１目学校管理費のところの修繕費ですけ

れども、こちらにつきましては352万5,000円という金額になっていますけれども、ま

ず１つ目は三戸小学校の特別支援と、それから図書ラウンジというところがあるので

すが、そこの近くのところから雨漏りがございます。そちらのほうの雨漏りの修繕

が179万1,000円、それから三戸小学校のほうですが、こちらは高圧開閉器の交換とい

うものが59万4,000円となっています。高圧開閉器というものは何かということです

が、電気保安協会のほうに保守点検をお願いしてやっているのですが、高圧電力をシ

ャットアウトするような区分開閉器というものになるのですが、もしこちらのほうの

劣化が進んで正常に作動しないと、周辺一帯を停電させるような波及事故につながる

おそれがあるということで、更新の推奨時期を越えているということで、こちらのほ

う交換するものになっております。それからあとは、教育委員会のほうで想定してい

ないもの、緊急対応分ということで30万円、それからあとは学校のほうに配分してお

ります小破修繕費というもので、例えば学校のほうでドアの閉まりが悪くなったとか、

様々細かいものが出てきますので、そちらのほうへの対応ということで、各学校に84

万円分配分しているということになっております。

それから、112ページの部活動指導員の３名分の経緯ということでございますけれ

ども、こちらにつきましては、中学校の部活動の顧問をしている教員が全国におりま

すけれども、現在部活動の競技経験がなくて技術指導ができないという方が、全国の

調査ですと46％ぐらいはそういう先生がいるというようなものも出ています。あとは、

中学校の先生の勤務時間については、ＯＥＣＤに参加している国の中では最長である

といったような報告もあるというような状況で、国のほうでは平成29年の４月から部

活動指導員というものを技術指導だけではなくて、今までの外部指導者であれば技術

指導というところだけだったのですが、それに加えて大会の引率とか、さらには顧問

にできるというような制度として、部活動指導員というのを設けたということです。

当町のほうでも、本年度から１名を配置していますけれども、生徒数が減少している、

それに伴って先生方の数も減少している中で、やはり教員の働き方改革、それからあ

とは現状の部活動を維持していくという観点から見て、部活動指導員を今後も継続し

ていくという意味から、１名から３名に増員したということであります。

それから、今後の取組ということでありますけれども、新聞報道でありましたが、

文科省では2023年度から休日の部活動については、外部指導のほうに段階的に移行し
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ていくというような流れというのがございます。その中で、三戸町教育委員会のほう

では、部活動のあり方検討委員会というのを立ち上げました、今年度関係者で。その

中では、様々な協議を行っているのですが、小中一貫教育を生かして、小学校と一緒

に活動するようなことはできないかとか、様々な意見が出ておりますので、今後も生

徒の選択肢を狭めることなく、スポーツや文化活動に取り組んでいけるように、対応

していきたいというふうに考えております。

続いて４点目、121ページですけれども、10款５項３目体育施設費の修繕費187

万5,000円についてですけれども、こちらの内訳ですが、サン・スポーツランドの、

先ほど三戸小学校でもありました高圧開閉器の交換が132万5,000円、それからパーク

ゴルフ場の外壁の修繕ということで、こちらデッキの部分ですが、冬囲いを毎年して

いるのですが、上部のほうの冬囲いが非常に大変だということで、上部の一部に外壁

を設けるものになっております。それから、町民プール、それから体育センター、松

原公園等の修繕費として25万円を見込んでいるということになっております。

以上でございます。

〇柳雫 圭太委員

修繕費の内訳については、おおむね了解いたしました。

部活動指導員等については、まず働き方改革ということもありますので、今後も引

き続き子供たちの運動できる環境の取組にご尽力いただければと思います。

１点目の高校支援事業の補助金について、もう一つだけ伺いたいと思います。まず、

今後の方向性という意味でございますが、補助金というのは継続的に支援していく意

向というのがあるのか、これを担当課、そして政策的な、先ほど答弁にもありました

とおり、地域と歩む高校として存続していくために、こういった事業を行っていくと

いうようなお答えがありましたので、これを担当課として、また町長として、両者の

考えを伺いたいと思っております。

〇教育委員会事務局長（櫻井 学君）

三戸高校の存続に対する今後ということですけれども、一般質問のほうで町長が答

弁申し上げました部分もありますが、三戸高校では学校魅力化委員会というのを今年

度立ち上げたということで、そこと町職員のほうで今年度２回ほど協議する場を設け

まして、相談してまいりました。その結果が今回の補助金の増額といったことであり

ますけれども、今後についてですけれども、また今後も三戸高校との協議を継続しま

して、今回の取組を継続するばかりではなくて、新たな取組等も模索してまいりたい

というふうに考えております。

〇町長（松尾 和彦君）

それでは、柳雫委員の質問にお答えを申し上げます。

三戸町は、小中高と連携をするということを長年うたってきております。そういっ

た流れの中で、最初に資格取得の部分、町のほうから支援をするということを行いま

した。そしてまた、先般署名活動も行ったように、町議会の方々とも一緒に応援する

会を設置するなど、高校教育についての理解、また支援体制というのはできてきたの

だと思っています。そういった関係性の中で、三戸高校というか、魅力化推進委員会

を通じて、学校側の考え方、そしてまた町の考え方というところのすり合わせをしな

がら、そこの中で出てきたものについて、実施できるかどうかを判断し、予算化をし

ていくということでございます。今後高校の入学者、またそういった状況が今年度以
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降はまず１クラスということで進むわけなのですが、できるだけこれが持続、継続し

て、また新たな町が関わった中での三戸高校、三戸町にある高校の文化が形成される

ように、町としてはしっかり応援をしていきたいというふうに考えてございます。

〇教育委員会事務局長（櫻井 学君）

１点訂正がございます。部活動指導員のお話をしましたけれども、今年度から１名

と申し上げましたが、昨年度から１名配置しているということで、訂正をお願いいた

します。

〇柳雫 圭太委員

小中が一貫となって、どうしても、個人的な見解で非常に、高校が一歩出遅れてい

るような気がするように思っております。署名活動等もさることながら、今魅力化推

進委員とすり合わせをしながら、高校の魅力化であったりとか、生徒の獲得につなげ

ていくような取組をしていくというような前向きな答弁もいただきましたので、今後

も我々、私自身も卒業生ということもありますので、できることを精いっぱいやって

いければなと思いますし、担当課でありますし、町長もご尽力していただければなと

思います。ぜひよろしくお願いいたします。

〇千葉 有子委員

107ページ、10款１項２目18節の負担金のところで、三戸地方未来塾事業補助金50

万円のところについて伺います。

先日新聞折り込みチラシで、未来塾の募集案内が入っていました。この事業のこと

かと思いますが、町の事業として授業が無料で受講できるとありました。講師は、現

在配属のＩＣＴ支援の方でしょうか。この予算で間に合うのでしょうかが１点と、そ

れから遠方の地域の児童も利用できるような時間設定かとは思いますが、そのあたり

の配慮がなされているのか、２点目。

３点目、現時点で利用人数など分かりましたらお知らせください。

以上、お願いいたします。

〇教育委員会事務局長（櫻井 学君）

三戸地方未来塾事業補助金50万円でございますが、こちらにつきましては、まず一

つが三戸小学校のほうでＩＣＴクラブといったものをやっております。今年度につい

ては。９月23日から３月10日まで20回ということで、３年生から６年生までを対象に、

放課後開催しております。定員は20名ということでしたけれども、26名の応募があり

まして、26名で今年度20回開催しております。また、杉沢小学校のほうについては、12

月18日に児童４名と教員３名、計７名での講習を行っております。こちらの事業につ

きましては、外部の専門の業者のほうに委託しながら行っております。現状について

は、この予算の中で間に合っているということでございます。

また、遠方ということですが、時間的にはバス、例えば貝守方面等から来る時間に

ついても、十分対応できるといったような時間設定となっております。

以上でございます。

〇千葉 有子委員

説明よく分かりました。この未来塾での学習は、数年後の大学入試にも備えてのと

いう文言をちょっと見ましたので、いち早い事業の取組で、これからも様々よろしく
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お願いいたします。

以上です。

〇佐々木 和志委員

４点伺います。

最初に、107ページ、10款１項２目18節の三戸高校学校支援事業、先ほどの質問で

内容は承知しました。私が伺いたいのは、町長から今あったように、町の支援体制も

もうできているということでありますけれども、一番考えなければいけないのは、最

終的な目標としては、三戸高校が三戸町で存続していけるというところだと思います。

ただ、その観点から見れば、考えるべきは地域の子供たちが入りたい学校にしなけれ

ばいけないということで、今やっている事業が無駄だとは言いません。それにまた輪

をかけて、もっと特色のある学校づくりに対しての事業を展開すべきではないかなと

いうことであります。魅力化委員会等々に参加して、結果今回の予算にのった事業が

実現化したわけですけれども、もっと見方を変えて、子供の目線になって、例えばこ

の学校に入ったら何々になれるとか、どこどこの学校に行けると、そういう特色のあ

る学校づくりというのを目指すべきだなというふうに思っています。

以前全協の場で、三戸高校の件が出たときに、進学者の数とか進学率、国公立大学

への進学率というような、具体的なテーマを持って取り組んで、逆に町のほうから学

校側にそういうことを提言してもいいのではないかなということを進言させてもらい

ました。今後県教委のほうの県立高校の統廃合プランが出るまで、もう時間がないわ

けであります。町の支援体制は、こういうものをやっているというアピールはできて

いるにしても、実際入学する子供がいないのであれば、結果的に県としても三戸高校

を廃校にするという手段を取らざるを得ないと思いますので、今やっている支援と併

せて、そういう学校の特色を出す、発信していくというような事業も展開していくべ

きだと思います。それに関して、今後どのように考えるかが１点。

２点目が108ページ、10款２項１目７節の学校医等報酬、これ関連になるかもしれ

ないですけれども、児童生徒が歯科検診等を行っている中で、これは実際現場の方か

ら聞いた話なのですけれども、歯の状況がかなり悪い児童が見受けられると。当然そ

ういう児童の保護者には、学校のほうから連絡しているはずだとは思いますけれども、

ではそれを実際に保護者が責任を持って治療させているかどうかというような、そう

いう追跡までやっているのかどうかというのが２点目。

あと、121ページの10款５項３目12節パークゴルフ場の芝の件だったのですけれど

も、すみません、これ以前同じようなことを聞いたので、ちょっと確認でまたもう一

回聞くのですけれども、芝育成管理委託料、これ何年まででしたか。恒久的にずっと、

この先ずっとパークゴルフ場を運営していく上で係る経費なのか、それをもう一回お

願いしたいと思います。

４点目が123ページの10款５項５目の調理場施設に関してなのですけれども、今回

この予算書には載っていないのですけれども、調理場施設の外壁の塗装がかなり剥が

れてきているようです。塗装が剥がれているだけであればいいですけれども、それに

よって時間を置くと外装自体が悪くなって、後には大規模な改修ということにつなが

りかねないと思うのですけれども、現場のほうから何も話がなかったかどうか。

以上、４点お願いします。

〇教育委員会事務局長（櫻井 学君）

佐々木委員の４点の質問にお答えいたします。
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まず、三戸高校支援事業費ですが、今回の事業の内容ということを見ますと、佐々

木委員のおっしゃるとおり、特色ある学校の中でも、特に保護者への支援というのが

メインになっているといったところはあると思います。本質的に子供たちが行きたい

学校ということであれば、何かしら学校のほうに特色といったものが必要だという認

識については同じでございます。今回我々、三戸高校と協議の中で、進学率の向上と

いうところで、例えば応援大使のプラスティーの清水さんを活用した授業とか、あと

直接特色あるかどうかですけれども、給食のほうを提供しているとかというのも提案

はしていただきました。また、案で出てきたのは、例えばｅスポーツ部をつくるとか、

そういった魅力ある取組というのもあるのかなといった話も出ておりましたが、協議

の結果、来年度についてはお話ししたメニューでいこうということになりました。

ただ、今後この事業を計画していくためには、やはり保護者のほうから選ばれるよ

うなメニューというのを考えていかなければならないなということは、こちらでも思

っているところでありますので、三戸高校のほうにこれからも継続的にお話ししてい

きたいというふうに考えております。

それから、次の２点目の学校医等の報酬のところで、歯科検診のほうで歯が悪い児

童については指摘を受けると。学校のほうから保護者のほうには連絡が行ってという

ことになるわけですが、その後の追跡ということでありますが、今まで教育委員会の

ほうでは、そこまでの追跡というのは行っておりません。今のところは行っていない

というような現状にございます。

次に、パークの芝管理ということですが、これは恒久的に続くのかということであ

りますが、こちらのほうは金額を下げながら、作業内容を少なくしながらこれまでや

ってまいりましたが、なかなかここからさらにお願いする作業を削るというのは、か

なり難しくなってきているという状況に今なっておりますので、この委託というのは

今後も続くというふうにこちらとしては考えております。ただ、作業内容等、金額等

については、今後も節減できるように努めてまいりたいというふうに考えております。

４点目、学校給食調理場の外壁塗装ということでありますけれども、こちらとして

もそれは認識しております。かなり壁のほうが剥がれているということで、予算要求

段階でも、そこのところを議論させていただきました。金額的に試算してもらったと

ころ、2,500万円ぐらいかかるというような試算も出まして、少し財源的なところと

か検討しながら、またやり方、どういったやり方でやっていけば、少ない経費でもっ

て効果的な改修ができるのかといったのも研究する必要があるなということで、来年

度の当初予算には計上しておりませんが、今後こちらの外壁についても対策をしてい

きたいというふうに考えております。

以上でございます。

〇佐々木 和志委員

まず、３点目、４点目を先に。芝に関しては、素人考えで、以前からの説明を聞く

と、１回根づいてしまえば、そこからの管理というのはさほど大したことないみたい

なことの説明をずっと受けていたので、もうちょっと安くなるのかなというふうに思

っていました。おっしゃったように、内容等、金額等を抑えながら、お願いしたいな

というふうに思います。

あと、調理場の塗装に関しても、ちょっと桁が違うなと私も聞いてびっくりしまし

たけれども、これも時間を置けば置くほど壁自体のほうに影響が及ぶと思いますので、

まずは安く……金額を抑えた方法で何とか考えていただきたいということです。

１点目の三高に関しては、これが県教委のほうが５年後、10年後に考えますよとい
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うのであれば、時間をかけてもいいのですけれども、今年中に方向性が出るかもしれ

ないというような状況で、保護者目線での事業を展開しても、今は親がここに行きな

さいというような時代ではなく、子供が行きたいところに親が行かせるということに

なっています。ほかの父兄から聞いた話なのですけれども、あまり成績がよくない子

なのだけれども、三者面談したら三高はどうかというような話になったらしいのです

けれども、三高だけは行きたくないということで、私立高校なりを目指すのかなとい

う話です。

繰り返しになりますけれども、特色のある、魅力のある学校、将来可能性のある高

校であれば、子供自らが行ってみたいなということになると思います。その上で時間

がないというのであれば、もっと予算をつけて、学校側と協議するというのは分かり

ますけれども、学校側の先生たちも、言い方難しいですけれども、ほかから来ている、

何年かたつといなくなってしまう。でも、私たちは地元の人間で、地元に高校を残し

たいというのであれば、私たちの価値観で事業展開というのを強く働きかけてもいい

のではないかなというふうに思います。まず、そこをお願いしたいということであり

ます。

あと、歯科医に関しては、これも偏見と言われればそうかもしれないですけれども、

どうしても歯の状態がよくないということであれば、やっぱり何かしらそこの家庭環

境に問題がある子が多いのかなというふうに思います。家庭教育にどこまで入り込め

るかという問題はありますけれども、やっぱりそこは適切に町のほうで指導して、き

ちんとした治療をさせるということもやってもいいのではないかなというふうに思い

ます。

１点目と２点目に関して、もう一回答弁お願いしたいと思います。

〇教育長（友田 博文君）

１点目の三戸高校についてですけれども、三戸高校は今２学級ですけれども、この

４月からすぐに１学級になります。そしてさらに、高校教育改革を開いて、この後三

戸高校が残るか、名久井農業が残るか議論して、県から答申することになっています。

現在の状況は、残念ながら今年も１学級に満たない、40人に満たない数ですので、

当面一番力を入れたいのは、やっぱり40人を上回る子供たちに来てもらいたいという

ことで、今回300万円の中でいろいろ手だて、交通費とかあります。現在三戸高校に

は、三戸からはもちろんですけれども、南部町、田子町、二戸市、それから新郷、そ

れから五戸からも数は多くないのですけれども、来ております。そういう生徒をいろ

いろ支援して、三戸町からはもちろんですけれども、周辺からも少しでも増やしたい

という思いがあります。

そして、学校は今まで２学級でしたけれども、１学級になりますけれども、県にお

願いして２つのコースを設けています。それは、今までの三戸高校の伝統の商業科を

学べる、あるいはＩＣＴとか、そういうコースになっております。考えてみますと、

八戸商業もだんだん小さくなって、商業を学ぶのはここら辺では三戸高校もコースな

ので、子供たちにこれからＩＣＴに使えるような学びができるということを学校でコ

ースとして設けますので、そういうので、県はもちろんですけれども、町も支援でき

ることは支援して、そういう特色ある、子供たちが行ってみたい、三戸高校で商業系

とか、そういうＩＣＴを学べるというような学校をＰＲすれば、40人以上は確保でき

ると思います。

それから、三戸高校は商業科は有名でしたけれども、ほかに高文連で、今もそうで

すけれども、放送部門で絶えず上位です。それも大きな特色ですので、そういうこと
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も冨田校長先生とお話しして、みんなお話しすれば、そういうところに行って放送や

ってみたいとか、ＩＣＴの勉強、商業の勉強したいという子供が出てくれば、これか

ら40人以上の確保は可能かなということで、町がその部分で支援できることをこれか

ら考えていきたいなと。

ただ、当面300万円はほとんど交通費とかなので、これから学校の要望を聞きなが

ら、町と一緒に小中高の学校になるように、連携協力しながら、話合いをしながら、

協力していきたいなと思っていますけれども。

以上でございます。

〇教育委員会事務局長（櫻井 学君）

もう一点の歯科医のところですけれども、歯の治療になりますけれども、これまで

教育委員会のほうでも追跡まではしてきておりませんでしたけれども、各家庭のほう

への指導というものをこれまで以上に強く行っていくようにしてまいりたいというふ

うに考えております。

〇佐々木 和志委員

歯科医のほうは了解です。

三高に関してなのですけれども、ちょっとすれ違いがあるような感じがしたので、

念のためにもう一度申し上げますけれども、学校と協議するのは、もちろんそれはや

るべきだし、ただ学校側の考え方がそのまま三高存続に反映されるだけの内容、説得

力があるかといえば、そこはやはり町のほうで強く提案なり、予算が必要であれば予

算をつけるなりというのを働きかけるべきだというふうな趣旨でありますので、そう

いう考えに沿って取り組んでいただければと思います。

〇教育長（友田 博文君）

学校側のほうが自ら魅力とか、地域に来ていただきたいという気持ちを持っていた

だきたいということですので、委員会としては、小中の先生方と高校の先生方の交流

の機会を設けるとか、話合いを設ける、今校長会では月１回来ていただいております

けれども、そういう機会を設けて、高校と一緒に小中もそういう機運を盛り上げるよ

うな取組を考えてやっていきたいなと思います。

〇竹原 義人委員

今の佐々木委員とかぶりますけれども、121ページ、体育施設費のところのパーク

ゴルフ場芝管理委託料、パークゴルフ場指定管理料、町民プール指定管理料、この部

分でちょっとお尋ねしますが、今佐々木委員が聞いたパークゴルフ場芝管理委託料、

続くのだというような回答でありました。そうであれば、パークゴルフ場指定管理は

受付業務だけで、芝の管理は町でずっとやっていくというふうに受けるわけですが、

前には、ある程度たった場合は、この予算はなくなる。ただし、パークゴルフ場管理

委託料で全部管理をするのだというようなことで指定管理するというような理解を私

はしていましたが、今日のお答えだと、パークゴルフの管理委託者がリラックスして

管理をできるというような感じを受けました。誰でもできるのではないかと、まずそ

こです。

それと、芝管理者１名募集している、この前の一般質問では答弁をいただきました

けれども、従前からいる３名の方、３人はいなくなって、芝管理者１名を募集してい

るのだと。どうもその辺はっきり理解し難いなと思って、質問聞いてからちょっとな
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と思って今質問しているのですが、ややもすればそうなると、一般質問でも言いまし

たが、利益が第一になってしまっては困るのだと。やっぱり町民、利用者の方々の健

康増進のために、それから三戸町のアピールのため、そのような大きな目的があるわ

けで、芝管理は非常に難しいと一般質問でも私言っていますので。ただ、先ほど言っ

たように、もう張りついてしまえば、そんなに特別に芝の委託をして、何百万円もか

けてやるのではない管理の仕方というのがあると思うのですが、もう一回そこのとこ

ろ。

それから、町民プール指定管理もございますけれども、利用状況の報告書を見ます

と、小中学生がほとんどであります、利用者が。一般町民、高齢者等ほとんどない。

たしか高校生もほとんどないと見受けられました。６月から９月までですので、これ

もプールはやっぱり小中学生に大いに利用していただいて、教育のためにも使ってい

ただきたいと思いますが、一般町民、高齢者の方々、泳ぐのではなく、例えばプール

の中を歩くとか、そういうふうな利用の仕方も教育委員会、また町当局で大いに利用

を促進するような何かイベント、昔はプールを使った町内運動会、運動会と言わない

のかな、プールの競技大会があったように思います。そういうふうな、泳げないとプ

ールに行って恥かきますので、そうではなく、歩くのとか水になじむとか、健康のた

めの使い方等も、せっかくあの立派なプールがあるわけですので、考えていただきた

い、そう思います。

それから、プールは自家水、井戸を使っているわけですか。水道料がやけに、14

万4,000円しかここのところにないのですが、井戸水使っているのかなと思いました

が、併せて答弁願います。

〇教育委員会事務局長（櫻井 学君）

まず、１点目のパークゴルフ場の芝管理の部分でございますが、先ほど佐々木委員

のご質問にもお答えさせていただきましたけれども、この部分を全てカットして管理

していくというのは、また厳しいというふうなことをお伺いしております。やはりそ

ういう経験の少ない方がやると、一気に枯れてしまったりとか、そういった状況も起

こる可能性があるということで、芝管理のところについては、今年度非常に芝のほう

が定着してきまして、よくはなってきましたので、できる限り専門業者に頼む部分を

削減するということは考えております。ただ、ここを全くゼロにするというのは、な

かなか現状としては厳しいのかなというふうに考えておるところでございます。

それから２点目、町民プールの部分でございますけれども、町民プールにつきまし

ては、委員ご指摘のとおり、小中学生の利用がほぼほぼということで、90％以上小中

学生の利用となっております。今年度3,809人ということですが、ほとんどが小中学

生といったような状況で、これまでもできる限り大人の方、また小中学生以外の方に

利用していただけるようにということで、夏休みの期間については時間を延長して、

７時ぐらいまでやるといったような取組もしてまいりましたけれども、なかなか小中

学生以外の来場者が少ないといったような現状にあります。

また、例えば高齢者の健康、予防の事業をやるとかといったことも必要かと思いま

す。これまで指定管理者のほうで、自主事業ということで、生活習慣病予防の水中の

インターバル速歩の体験会といったようなものを30年度、令和元年度は開催してきて

おります。こういったものを継続して行うことで、小中学生だけではなくて、大人ま

た高齢者のほうに利用していただけるような施設としていきたいというふうに考えて

おります。

また、水道料については、こちら井戸ではなくて上水道ということでございます。



- 81 -

〇竹原 義人委員

水道料14万4,000円で済んでいるわけだ。

これと、芝生の管理をゼロにしなさいとは言っていません。かかる分はかかります。

パークゴルフ場は芝生が命ですので、それさえ上手に管理すれば、コースが非常にい

いコースになって、お客さんもいっぱい来るという相乗効果、これがあります。その

逆に、枯れてしまって土が見えるような、石が見えるような状況になるとお客さんが

来なくなるという単純なわけであります。ですから、指定管理者、業者が芝の管理に

もしっかり目を配らなければ、今のようにずっと町で芝管理の委託料を払い続ける、

別な業者に頼むということになるわけです。そうでなく、指定管理者が自分たちで、

芝生の管理も入っているのだということだと、それもしっかり定期的に管理をしなが

ら、予算を出せばいいわけです。管理料として、別個ではなく、指定管理料の中に部

門で出せば、別に指定管理者の責任、このままだとずっと町が責任を負って芝生の管

理をしていくのだという。５年なら５年といえば分かりましたけれども、ずっと続け

ていくと言ったから、それだと私でも指定管理やれるよと思ったわけです。何を聞い

ているのだったか。今の答弁お願いします。

〇教育委員会事務局長（櫻井 学君）

パークゴルフ場の芝管理というところですが、今現在は専門的な知識を有するとこ

ろは、業者のほうに頼んでいるということでありますけれども、委員のほうからもあ

りましたように、今後もし指定管理者のほうで全ての業務をできるということであれ

ば、指定管理料の中に入れるとか、または別枠で設けるとか、そういったことが可能

なのであれば、そういったことも考えていきたいというふうに考えております。

また、先ほど町民プールの水道料というお話がありましたけれども、そちらにつき

ましては指定管理料の中でお支払いしているということで、30万円弱、28万円とか、

年度によって違いますけれども、28万円とか25万円程度とか、そういった水道料にな

っております。

以上でございます。

〇竹原 義人委員

そうでしょう。プールは、町民プール指定管理料の中に水が入っている。これの指

定管理料は受付だけで、水とか電気とか、それらは別個に町で払うのではないわけで

しょう。指定管理の中にあるのだ。パークゴルフ場も行く行くは、その業者が見とど

りするのだと。まずくなった場合は、それは指定管理者が保険を掛けておいて、その

保険でもって手入れを大々的に行うというような感じができるわけですので、あくま

でも立派なプールと立派なパークゴルフ場でもって、町民の健康と福祉向上、これに

貢献できるような運営をしていただきたいということで、びっくりして質問をしたの

で、さっぱり支離滅裂かも分かりませんけれども、しっかりお願いします。いいです、

オーケー。

〇番屋 博光委員

122ページの３目の14節工事請負費の相撲場の設置工事、ありがとうございます。

これ完成予定はいつ頃になっていますか。

〇教育委員会事務局長（櫻井 学君）



- 82 -

今現在の予定としましては、今年の８月の完成を予定しております。今現在の予定

ということでは、８月でございます。

以上でございます。

〇番屋 博光委員

ちょっと実際に稽古に行っている人たちから、今隣で工事やっていて、その間を歩

いているのですけれども、非常に狭いということで、できれば何ぼでも早く完成して

いただきたいなと、そういう感じでおります。こうやってつけてもらったことに感謝

申し上げます。ありがとうございました。

〇栗谷川 柳子委員

３点です。

107ページ、１項２目18節海外研修事業費補助金232万3,000円のところ、今年コロ

ナで海外研修に行けないことを見越して、オンラインでの留学体験を98名程度見込ん

でいるとのことです。反応ですとか効果がよさそうであれば、もしも今年コロナが落

ち着いて、海外に行けることになったとしても、オンライン留学も計画どおり開催し

ていただけるのかという質問。

そして２点目、116ページ、４項３目７節図書館の歴史講座の講習だと思うのです

が、令和３年度、城山が史跡として国の指定を受ける予定ですので、図書館の歴史講

座においても、南部氏の歴史に力を入れて、町民の盛り上がりをつくれるような内容

にする計画は、この中に入っていますでしょうか。

３点目、117ページ、４項４目１節会計年度任用職員報酬28万円のところですが、

歴史民俗にお詳しい方なのでしょうかというのと、この額ですと常勤ではないのかな

と思うのですが、いかがでしょうか。そして、国の史跡に登録された後は、また何か

別のお考えがあるのでしょうかという３点お伺いします。

〇教育委員会事務局長（櫻井 学君）

栗谷川委員の３点のご質問にお答えいたします。

まず、海外研修のところでありますが、来年度については、やはりコロナの状況で、

これまでタムワースに行っていたものができないということで、現地のほうとも連絡

を取りまして、来年度については無理だということになっております。それを受けま

して、こちらのほうとしてはフィリピンへのオンラインの研修ということにしており

ます。こちら今年度も急遽行いました。５、６年生、それから８年生を対象にして、

今回は５、６年生が６名と８年生が７名ということで、今年度１回目ということで少

なかったのですけれども、来年度については、先ほど申し上げましたけれども、ぜひ

半分ぐらい参加してもらうような形で進めていきたいというふうに考えております。

今後もしタムワースのほうが復活した後、この事業を継続していくのかということ

ですけれども、これまでタムワース派遣については、申込みがあっても全員が行けな

いといったところで、できる限り全員行かせられないかということがこれまでもあり

ました。この点については、どうしても現地のほうの受入れ側のほうで、人数をある

程度制限してくるといったこともあってできなかったのですけれども、その対策とし

てということもあるのですが、こういうオンラインを使ってといったものは、好評で

あればぜひ継続していきたいというふうに考えております。

また、２点目の歴史講座になりますけれども、国指定史跡を捉えてということで、

もちろん歴史講座の内容についても、やはりそれに即したものを多く取り上げるよう



- 83 -

にしてまいりたいと思います。今年度ちょっと開催回数がコロナもあって少なかった

のですけれども、来年度はできる限り多くやりたいというふうに考えております。

〇史跡対策室長（奥山 昇吾君）

栗谷川柳子委員のご質問にお答えいたします。

歴史民俗資料館費の報酬、会計年度任用職員報酬28万円に関してでございます。年

間日曜日及び祝日のみの９時から16時までの６時間勤務として、城山歴史民俗資料館

の資料解説員、解説する方ということで、木村明彦先生を来年度資料解説員として任

用することになってございます。木村明彦先生に関しては、さきの議会の活性化委員

会で講師をやられた方でありまして、学識経験者であるとみなしております。「Ｎｏ

ｂｕとＴｏｓｈｉ」といった南部氏に関わる歴史小説化した方でございます。その方

を来年度置くということで、史跡になる１年前というか、史跡になる年ということで、

まずは状況把握のために解説員としてお迎えしたいと思っております。

また、その後に関しては、木村先生に関しては大変貴重な方でございますので、指

定後何らか常勤していただくかとか、今後検討してまいりたいと、こう考えておりま

す。

以上でございます。

〇栗谷川 柳子委員

海外研修事業費の件なのですが、お話は理解できました。やはり小中学生の頃に英

語に触れるですとか、海外の方に触れるというのは、直接にしろ、オンラインにしろ、

やはり今多くの大人が抱えている英語、外国人へのコンプレックスを解消できるたく

ましい人材づくりというのにつながると思いますし、またこちら事業運営されている

フィリピンのＣＮＥ１、こちらは美しい英国英語、ブリティッシュイングリッシュの

訓練を受けた先生方というのが売りとなっていると聞いております。ですので、教育

のまち三戸ですので、海外に行けない子供たちもオンラインでの留学ができるですと

か、小学生のときにオンライン留学が体験できて、中学生になると海外研修にも行け

るとか、常に英語、海外の方とコミュニケーションを取り続けられる町、それを強み

にできる町になっていただきたいということで、来年度の反応、効果がよさそうであ

れば、その次の年度以降もオンライン留学体験を継続して取り入れていただくような

お考えは、今のところありますでしょうか。

というのと、２点目です。図書館の歴史講座についてですが、やはり盛り上がりを

つくるという意味でも、ちょっと力を入れて企画をしていただきたいのと、私も参加

しているのですが、もう少し幅広い年齢層の方に来ていただけるような工夫を何か盛

り込んでいただきたいなと希望します。

もう一点ですが、歴史民俗資料館の資料解説員ということについては、承知いたし

ました。ありがとうございます。

〇教育長（友田 博文君）

１点目の英語についてお答えします。

三戸町小中一貫で、小学校１年生から教科としての英語をやっています。国では今

年から、教科としては５年生、６年生になりましたので、それでも町は先行している

わけです。今小学校５年生とかも英検３級、中学校レベルの、そういう合格者も出て

いますので、委員おっしゃったように、ぜひネーティブの英語で話すとか聞くとか、

そういう機会をやっていきたいなと思います。フィリピンは英語が国語なので、ちゃ
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んとした英語ですので、子供たちは非常に喜んで今回もやっていましたので、やって

いきたいなと。できれば、将来的にコロナが収まれば、またインバウンドで海外から

来たときに、小中学生が英語で案内したり、そういうことができたら、夢として楽し

いなと思っておりますので、頑張っていきたいと思います。よろしくお願いします。

〇教育委員会事務局長（櫻井 学君）

もう一点の歴史講座の件ですけれども、年齢層の工夫ということで、どうしても歴

史が好きな方というのは、年齢層が高いような傾向があるということだと思います。

私も行きますと、かなり高齢な方が多いなということは認識しております。ただ、そ

の点今後については周知の方法、例えばＳＮＳ使うとか、そういった形で、できる限

り広い年齢層の方に参加していただくような方策を考えていきたいというふうに思い

ます。

以上でございます。

〇委員長（久慈 聡君）

ほかに質疑ありませんか。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

質疑を終結します。

次に、歳出、11款災害復旧費について説明を求めます。

農林課長。

〇農林課長（貝守 世光君）

125ページをお開き願います。11款災害復旧費の令和３年度当初予算案につきまし

て、補足説明を申し上げます。

11款１項１目農地及び農業用施設災害復旧費は、令和３年度に災害が発生した場合、

被害の拡大を防ぐために早急な対応が必要となる復旧作業に要する経費であり、重機

借上料100万円、工事請負費50万円、原材料費30万円を計上しております。

以上で11款災害復旧費の補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇委員長（久慈 聡君）

質疑に入ります。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

質疑を終結します。

次に、歳出、12款公債費及び13款予備費について説明を求めます。

財政指導監。

〇財政指導監（下村 太平君）

12款公債費につきまして補足説明申し上げます。

127ページをお願いいたします。12款１項公債費でありますが、令和２年度末の起
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債件数は137件、残高は62億9,076万円と見込んでおります。令和３年度当初予算にお

ける償還金として、１目元金では７億6,195万3,000円、２目利子では890万9,000円、

合計で７億7,086万2,000円を計上しております。

次に、13款予備費につきまして補足説明いたします。129ページをお願いいたしま

す。13款１項１目予備費でありますが、前年度と同額の1,000万円を計上しておりま

す。

以上で12款公債費及び13款予備費の補足説明を終わります。よろしくお願いいたし

ます。

〇委員長（久慈 聡君）

質疑に入ります。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

質疑を終結します。

これで一般会計全ての質疑が終わりました。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

討論を終結します。

これより議案第21号を採決します。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

異議なしと認めます。議案第21号は原案のとおり可決すべきものと決定しました。

次に、議案第22号 令和３年度三戸町立学校給食共同調理場特別会計予算を議題と

します。説明を求めます。

教育委員会事務局長。

〇教育委員会事務局長（櫻井 学君）

議案第22号 令和３年度三戸町立学校給食共同調理場特別会計予算について補足説

明いたします。

145ページをお開きください。この会計の歳入歳出予算の総額は、第１条にあると

おり、それぞれ3,642万7,000円であります。

150ページをお願いします。歳入、１款１項１目事業収入3,639万7,000円は、保護

者負担金現年度分3,634万7,000円と滞納繰越分５万円であります。学校給食１食当た

りの金額は、小学生は280円、中学生及び教職員は300円であり、児童生徒565名と教

職員等92名、合計657名の年間約190食分の負担金であります。

151ページをお願いします。歳出、１款１項１目学校給食費、15節原材料費3,639

万7,000円は、青森県学校給食会をはじめとする食材納入業者14者へ支払う食材購入
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代金であります。

学校給食共同調理場では、今後とも学校給食実施基準及び学校給食衛生管理基準に

基づき、安全でおいしく、児童生徒の健康増進に資する給食の提供に努めてまいりま

す。

以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇委員長（久慈 聡君）

質疑に入ります。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

質疑を終結します。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

討論を終結します。

これより議案第22号を採決します。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

異議なしと認めます。議案第22号は原案のとおり可決すべきものと決定しました。

次に、議案第23号 令和３年度三戸町営簡易水道事業特別会計予算を議題とします。

説明を求めます。

建設課長。

〇建設課長（極檀 浩君）

議案第23号 令和３年度三戸町営簡易水道事業特別会計予算について補足説明申し

上げます。

153ページをお開き願います。本特別会計は、町の簡易水道施設、杉沢、蛇沼、貝

守、大舌、袴田、横沢、沼ノ久保の７地区の水道事業の特別会計であります。加入世

帯数387世帯への給水事業に要する経費等を計上しております。

簡易水道に係る業務は、建設課上下水道班が担当し、水道技術管理者職員を配置し、

水道施設等の維持管理を行っております。また、八戸圏域水道企業団の構成市町とし

て、企業団が開催する水道協力員の講習会や職員が広域化への勉強会等へ参加したり、

施設で異常が発生した場合の対応に努めているところであります。

本特別会計の令和３年度の歳入歳出予算総額は、前年度当初予算と比較しまして4.8

％増となります5,079万2,000円となっております。

歳入についてご説明申し上げます。159ページをお開き願います。歳入、１款１項

１目水道使用料は、加入世帯からの現年度水道使用料及び過年度分水道使用料、

計1,340万円を見込んでおります。前年度と同額としております。
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２款１項１目繰入金は、一般会計からの繰入金1,970万7,000円であります。

３款１項１目繰越金は、前年度からの繰越金100万円であります。

４款１項１目雑入は、消費税還付金の見込額として38万5,000円を計上したもので

あります。

５款１項１目簡易水道費債は、杉沢地区簡易水道整備事業債1,630万円であります。

次に、歳出についてご説明申し上げます。161ページをお開き願います。１款簡易

水道施設費は、町内７地区の簡易水道施設の管理運営に要する予算でありまして、担

当者による定期の巡回や異常発報情報の連絡による定期出動による対処のほか、業者

委託による水質検査委託業務やメーター検針業務を行い、施設の管理運営を行ってお

ります。

１項１目一般管理費では、２節から４節までは職員１名分の人件費であります。12

節委託料では、水質検査委託料411万円は７地区の上水について51項目の内容で水質

検査を実施するもので、毎月実施するものであります。施設台帳整備委託料360万8,000

円は、現在紙ベースで管理している簡易水道施設台帳の電子化を図るための委託料で

あります。ほかに水道施設の点検業務委託17万6,000円と水道メーター検針業務委託

料93万3,000円を計上しております。17節備品購入費では、水道メーターを購入する

もので、貝守、沼ノ久保地区66個の購入費として27万9,000円を計上しております。18

節負担金補助及び交付金では、退職手当組合負担金として39万7,000円を計上してお

ります。

162、163ページをお開き願います。２項簡易水道施設管理費では、杉沢33世帯、蛇

沼78世帯、大舌61世帯、貝守115世帯、袴田68世帯、横沢12世帯、沼ノ久保20世帯の

計387世帯の簡易水道事業に要する維持管理費を計上しております。

２目の蛇沼地区給水費では、12節委託料82万6,000円では、蛇沼地区配水池の清掃

に係る業務委託料50万円と、電気施設制御の施設点検委託料32万6,000円を計上して

おります。14節工事請負費200万円では、浄化施設内のろ過膜交換工事費200万円を計

上しております。

164、165ページをお開き願います。２款１項１目杉沢地区簡易水道整備費では、県

営中山間地域総合整備事業により整備中の杉沢地区営農飲雑用水施設に係る予算であ

ります。３年度は、管路引き込み工事が予定されております。14節工事請負費1,496

万円は、杉沢、本村地区の給水引込み管設置工事請負費であります。18節負担金補助

及び交付金では、県の整備事業費1,000万円に係る事業費負担金でありまして、町負

担分15％の150万円を計上しております。

３款１項公債費では、これまでに整備されました蛇沼地区簡易水道施設の改修工事

及び袴田地区簡易水道施設の整備に要した町債の元金、利子の償還金であります。１

目元金では、長期債元金償還金915万6,000円、２目利子では長期債利子償還金137

万7,000円を計上しております。

以上で簡易水道事業特別会計予算の補足説明を終わります。どうぞよろしくお願い

申し上げます。

〇委員長（久慈 聡君）

質疑に入ります。

竹原委員。

〇竹原 義人委員

簡易水道には、町から繰入金ということで1,900万円入っているわけでありますが、
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この目に井戸を掘る目をつくれないのか伺います。

〇建設課長（極檀 浩君）

ただいまのご質問でございます。

井戸に関する経費ということで、井戸を掘るものに関しての補助とか、そういうの

の検討というか、についてだと思われますが、今現在はまだ井戸を掘るというものは、

自己負担でお願いしているというものでございます。新しく井戸を掘るにしても、浅

い井戸であったり、深い井戸であったりで、その辺によって経費もかなり違いがござ

いますし、簡易水道を引いたときにも利用者の方々には、各集落等で違いますけれど

も、自己負担していただいているというところもございますので、今現在ではまだ井

戸のほうへの補助というのは、ちょっと考えてはございません。

〇竹原 義人委員

将来的によろしくお願いします。オーケー。

〇委員長（久慈 聡君）

ほかに質疑ありませんか。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

質疑を終結します。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

討論を終結します。

これより議案第23号を採決します。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

異議なしと認めます。議案第23号は原案のとおり可決すべきものと決定しました。

次に、議案第24号 令和３年度三戸町下水道事業特別会計予算を議題とします。説

明を求めます。

建設課長。

〇建設課長（極檀 浩君）

議案第24号 令和３年度三戸町下水道事業特別会計予算について補足説明申し上げ

ます。

179ページをお開き願います。本特別会計は、三戸町の都市計画区域内の下水道事

業整備により町民の生活環境の改善を図るとともに、公共用水域内の水質汚濁の防止

をすることにより、豊かな自然環境の保全を図ることを目的とした特別会計でありま
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す。

平成17年度に事業着手しております公共下水道事業は、平成22年４月１日から一部

供用を開始しております。令和３年１月末では、下水道加入世帯521世帯、加入率で

は42.74％、利用可能面積は123.7ヘクタールとなっております。

本特別会計の令和３年度の歳入歳出予算総額は、前年度当初予算２億2,159万4,000

円と比較しまして、割合では0.2％、金額では51万3,000円の増となります２億2,210

万7,000円となっております。

歳入についてご説明申し上げます。187ページをお開き願います。１款１項１目下

水道事業受益者負担金では、供用開始された区域内賦課対象世帯からの負担金239

万7,000円を計上しております。

２款１項１目下水道使用料は、現年度分及び過年度使用料を合わせまして2,446

万7,000円を計上しております。

２款２項１目総務手数料は、排水設備指定工務店申請手数料として22件分、44万円

を計上しております。

３款１項１目下水道事業費国庫補助金では、浄化センターの監視制御装置更新工事

に係る国からの交付金322万4,000円を計上しております。

188、189ページをお開き願います。４款１項１目下水道事業費県補助金では、青森

県町村下水道緊急対策事業費補助金11万7,000円を計上しております。

６款１項１目繰入金では、一般会計等からの繰入金として１億2,325万円を見込ん

でおります。

７款１項１目繰越金は、前年度からの繰越金300万円を計上しております。

９款１項１目下水道費債は、資本費平準化債5,110万円と公共下水道整備事業

債1,410万円を計上しております。

次に、歳出についてご説明申し上げます。190、191ページをお開き願います。１款

１項総務管理費では、主に職員の人件費に係る経費と消費税について計上しておりま

す。

１目一般管理費では、２節から４節までは職員人件費１名分を計上しております。18

節負担金補助及び交付金では、退職手当負担金48万6,000円を計上しております。26

節公課費では、消費税及び地方消費税として278万9,000円を計上しております。

１款２項１目維持管理費では、浄化センターやマンホールポンプ15基の維持管理の

経費について計上しております。10節需用費の主なるものは電気料の540万円であり、

浄化センター、マンホールポンプ運転に要する経費であります。12節委託料では、処

理場施設の運転管理業務委託料2,090万9,000円は、処理場施設の運転管理業務を委託

するものとして、委託先としては三戸地区下水道管理事業共同体にお願いするもので

あります。そのほかに汚泥等処分委託料367万4,000円、水質等検査委託料242万2,000

円、使用料等徴収業務委託料134万3,000円を計上しております。14節工事請負費では、

浄化センターの監視制御装置更新工事請負費586万3,000円と、公共ます設置工事60万

円を計上しております。15節原材料費は、施設補修に要する材料費購入代10万円を計

上しております。

192、193ページをお開き願います。２款１項１目函渠施設整備費では、三戸警察署

建設に伴う下水道接続のための函渠工事に係る予算を計上しております。12節委託料

では、施工管理委託料534万6,000円を、14節工事請負費では函渠工事請負費890万円

を計上しております。

３款１項公債費では、これまでに整備した下水道施設の整備に要した町債の残金、

利子の償還金であり、１目元金は長期債元金償還金１億2,470万8,000円、２目利子は
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長期債利子償還金2,608万円を計上しております。

以上で下水道事業特別会計予算の補足説明を終わります。どうぞよろしくお願い申

し上げます。

〇委員長（久慈 聡君）

質疑に入ります。

佐々木委員。

〇佐々木 和志委員

３点伺います。

192ページ、２款１項１目函渠施設整備費、補足説明では三戸警察署新築に当たっ

ての函渠整備ということがありましたけれども、確認なのですけれども、警察署施設

だけを対象にした函渠の整備でいいのですか。ほかの地域とかは入っていないのか。

２点目、警察署だけだとすると、警察署以外の計画区域内の函渠の新設の今後の見

通しはどうなっているのか。

３点目が供用開始地域内の加入率が現在何％になっているのか、その３点お願いし

たいと思います。

〇建設課長（極檀 浩君）

ただいまのご質問でございます。

まず最初の警察署のためのものであるかというようなことでございます。今現在警

察署前の町民グラウンドのほうに建設しております。その上の通り、消防署がある通

りありますが、そちらのほうにまだ本管が入っていませんでした。ということで、警

察署からまずつなげるための本管を入れるということになります。ただ、その本管を

布設することによって、それのまた上の部分の、まだ設備が接続していない住居等も

そこにつなげていただければ、活用していただけるということになります。今特に警

察署ができたことで、そこに本管をつなげるわけですけれども、その他の住居の方も

活用していただければと思います。

あともう一つ、そのほかの見通しということでございました。確かに区域内でまだ

整備していない部分あります。例えば桐萩地区とか、そういうふうなところもござい

ます。これからは、国の交付金の活用も視野に入れまして、そちらのほう使いながら、

整備していければなと考えてございます。

あと、加入率についてでございますけれども、最初に申し上げましたが、１月末現

在で供用区域内で加入世帯が521世帯、加入率は42.74％となっております。

以上でございます。

〇佐々木 和志委員

１点目に関してなのですけれども、消防署の前の通り、起点、終点というのは、あ

そこの町道の部分が全部ということでよろしいのですか。ちょっとそこ確認お願いし

たいと思います。

あと、今後交付金活用しながら、ほかの地域もという話がありましたけれども、よ

く相談を受けるのは、うちの地域はいつになったら下水道が通るのだというような相

談を受けるわけですけれども、担当課のほうにも聞いたりして、はっきりした答えが

得られないまま住宅を改修する、もしくは新築する際に、そのタイミングが迷うとい

うような話も聞かれます。恐らく桐萩地区は、まだまだ相当かかるのではないかなと
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いうふうに私も感じていますので、先日の浄化槽の話もありました。そういう制度も

あるので、どんどん活用して、どんどんリフォーム、新築等やってくださいというよ

うなアナウンスも必要なのではないかなというふうに思いますので、そこをお願いし

たいと思います。

加入率に関しては、まずここが基本ですから、とにかくこの数字を上げるように頑

張ってくださいしか言えないのですけれども、取り組んでいってください。

１点目、２点目に関してお願いします。

〇建設課長（極檀 浩君）

先ほどのご質問で、区域ということだと思います。まず、今現在あの通り、消防署

から同心町に向かうカーブがありますけれども、そちらのほうには入ってございまし

た。入っていなかったのは今あるゲートボール場がありますけれども、その前のとこ

ろから川代商店前、旧川代商店というのですか、あの辺のところに入っていなかった

ものです。というのは、あの辺にはまだ宅地がなかったので、そこは入れていなかっ

たということで、今回警察署ができることで浄化槽につなげるといったときに、どち

らにつなげようかということで考えたときに、新しい管を入れて、ゲートボール場側

から旧川代商店のほうに入れたほうが効果もあると。また、消防署のほうにつなげる

場合でも、まだ吸い上げ装置とか、そういうものも必要になってくる。あとは、救急

車両とかが出入りすることもあり、工事期間も設けるのがなかなか難しいということ

で、新しい管を入れるというふうに考えたところでございます。

あと２点目、その他の見通しということでございます。確かに問合せ来たときに、

いつになるのだというところもございます。それもはっきりと言えない状況でして、

住民の方には不便をかけているところでございます。ただ、先日の質問にもありまし

たが、浄化槽の汚水処理ということで、浄化槽での対応というものもお願いしている

ところでございます。また、補助も出してございます。これのほうの進め方というの

は、まず浄化槽を入れるときに業者のほうからも問合せがあります。三戸町は補助あ

りますかということで来るのがほとんどです。そのときには補助がありますよという

ことで、契約であったりとか、ほかの町では浄化槽区域内の補助はないのですけれど

も、というところもございますけれども、三戸町はやっていますので、安心してつけ

ていただければということで、ＰＲ等はしております。また、これの制度については

ホームページとか、町の広報とかでも載せてございますので、そちらを見ていただけ

ればと思っております。

以上です。

〇委員長（久慈 聡君）

ほかに質疑はありませんか。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

質疑を終結します。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）
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〇委員長（久慈 聡君）

討論を終結します。

これより議案第24号を採決します。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

異議なしと認めます。議案第24号は原案のとおり可決すべきものと決定しました。

午後１時30分再開予定をもって休憩いたします。

（午後 零時０３分）

休 憩

（午後 １時３０分）

〇委員長（久慈 聡君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

次に、議案第25号 令和３年度三戸町後期高齢者医療特別会計予算を議題とします。

説明を求めます。

健康推進課長。

〇健康推進課長（井畑 淳一君）

議案第25号 令和３年度三戸町後期高齢者医療特別会計予算について補足説明申し

上げます。

後期高齢者医療制度は、75歳以上の方及び65歳以上で一定の障害を有すると認めら

れる方を対象とした医療保険制度であります。制度の運営は、県内全市町村が加入す

る青森県後期高齢者医療広域連合が運営主体となり、資格管理、医療給付、保険料の

賦課などを行い、市町村は保険料の徴収、各種申請等の窓口事務を行うものでありま

す。三戸町の被保険者数は、令和３年２月１日現在2,167人となっております。

令和３年度の歳入歳出予算総額は１億4,002万1,000円であり、前年度より442

万4,000円の減となっております。

歳入の主なものについてご説明申し上げます。214ページをお開き願います。１款

１項１目後期高齢者医療保険料は、特別徴収及び普通徴収の保険料並びに滞納繰越分

普通徴収保険料で、被保険者2,256人分を見込んでおり、前年度より566万5,000円の

減となっております。

３款１項１目繰入金は、事務費繰入金475万4,000円と保険基盤安定繰入金4,328

万5,000円でございます。保険基盤安定繰入金は、低所得者の保険料軽減に対する公

費負担分として一般会計から繰り入れるもので、県が４分の３、町が４分の１を負担

するものであります。

次に、歳出の主なものについてご説明申し上げます。216ページをお開き願います。

１款１項１目一般管理費は、特別会計の事務に要する経費と負担金でございます。18

節広域連合共通経費負担金574万8,000円は、広域連合の組織運営に係る負担金であり

ます。後期高齢者医療保険料負担金9,037万2,000円は、町が徴収した保険料を広域連

合へ納付するものであります。保険基盤安定負担金4,328万6,000円は、低所得者等の

保険料軽減に係る負担金であります。
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２項１目徴収費は、保険料徴収等に要する経費と保険料還付金でございます。

以上で後期高齢者医療特別会計の補足説明を終わります。よろしくお願いいたしま

す。

〇委員長（久慈 聡君）

質疑に入ります。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

質疑を終結します。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

討論を終結します。

これより議案第25号を採決します。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

異議なしと認めます。議案第25号は原案のとおり可決すべきものと決定しました。

次に、議案第26号 令和３年度三戸町介護保険特別会計予算を議題とします。説明

を求めます。

健康推進課長。

〇健康推進課長（井畑 淳一君）

議案第26号 令和３年度三戸町介護保険特別会計予算について補足説明申し上げま

す。

本会計は、40歳以上の皆さんが加入者となり保険料を納めるとともに、万一介護が

必要になっても、住み慣れた地域や住まいで自立した日常生活を送ることができるよ

う、社会全体で支え合う介護保険制度の事業を運営するための特別会計であります。

65歳以上の第１号被保険者数は、令和３年１月末現在で4,035人となっております。

また、要支援、要介護認定者数は合計782人で、このうち40歳から64歳までの要支援、

要介護認定者数は18人となっており、要介護認定者数は前年から15人ほど増加してお

ります。

介護保険事業の運営に当たりましては、引き続き制度の信頼度を高め、将来にわた

り持続可能となるよう必要なサービスを提供するとともに、介護予防の取組を推進し、

保険給付費の適正化に努めてまいります。

それでは、歳入歳出予算についてご説明いたします。予算総額は17億8,897万3,000

円となり、前年度から3,682万5,000円の増となっております。

歳入の主なものについてご説明申し上げます。226、227ページをお開き願います。

１款１項１目第１号被保険者保険料は、現年度分の保険料と滞納繰越分の保険料で、
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前年度から1,590万円の減で、4,153人分を見込んでおります。

３款１項１目介護給付費負担金は、介護給付及び予防給付に要する費用の額に応じ

て国から交付されるもので、施設給付費の15％、その他の給付費の20％を見込んでお

ります。

２項１目調整交付金は、75歳以上の高齢者の割合や所得段階別被保険者割合の全国

平均との格差により生ずる保険料基準額の調整のために交付されるもので、保険給付

費の7.66％を見込んでおります。

２目地域支援事業交付金（介護予防・日常生活）は、介護予防・日常生活総合支援

事業に対する補助金として事業費の20％、３目の地域支援事業交付金（地域支援）は、

介護予防ケアマネジメント事業などに対する補助金として38.5％を見込んでおりま

す。

４款１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金４億5,582万4,000円は、保険給付

費の27％、２目地域支援事業支援交付金688万4,000円は、地域支援事業費、日常生活

支援総合事業を含みます、27％を見込んでおります。

５款１項県負担金、１目介護給付費負担金は、介護給付費及び予防給付に要する費

用の額に応じて県から交付されるもので、施設給付費17.5％、その他の給付費につい

ては12.5％を見込んでおります。

２項県補助金、１目地域支援事業交付金（介護予防・日常生活）は、国庫補助金と

同様、介護予防・日常生活支援総合事業に対する補助金として事業費の12.5％、２目

の地域支援事業交付金（地域支援）は、介護予防ケアマネジメント事業などに対する

補助金として19.25％を見込んでおります。

228、229ページをお開き願います。７款１項１目繰入金は、一般会計からの繰入金

で、説明欄１行目の介護給付費繰入金は介護給付費の12.5％、２行目の地域支援事業

繰入金は介護予防・日常生活支援総合事業費の12.5％、同じく３行目の地域支援事業

繰入金は包括的支援事業、任意事業費の19.25％、４行目の低所得者保険料軽減繰入

金は、低所得者層第１段階から第３段階の保険料軽減に係る負担として1,627人分を

見込んだものであり、職員給与費繰入金、事務費等繰入金については、それぞれの費

用に応じた額を計上しております。

８款１項１目繰越金は、前年度と同額を計上しております。

９款２項１目介護予防サービス計画費収入は、要支援認定者のケアプラン290件分

を見込んでおります。

次に、歳出の主なものについてご説明申し上げます。230、231ページをお開き願い

ます。１款１項１目一般管理費は、職員人件費等の事務的経費であります。２項１目

賦課徴収費は、保険料徴収等に要する経費と保険料還付金であります。

３項１目介護認定費は、介護認定手続に要する経費で、11節手数料は介護認定等に

要する主治医意見書作成手数料802件分、12節委託料は介護認定更新に伴う訪問調査

委託料として502件分を見込んでおります。18節負担金は、八戸地域広域市町村圏事

務組合の介護認定審査会に係る負担金であります。

232、233ページをお開き願います。４項１目計画策定委員会費は、介護保険事業計

画等推進協議会の会議２回分の委員報酬を計上しております。この233ページから235

ページまでの２款保険給付費が各種保険サービスの給付費に関わるものであり、合計

で16億8,824万円、歳出全体に占める割合は94.4％となっております。

初めに、233ページの１項介護サービス費については、要介護に認定された方々へ

の各種介護サービスに係る給付費で、合計で15億5,220万円を計上しております。

２項介護予防サービス費は、要支援に認定された方々への介護予防サービスに係る
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経費であり、合計で1,201万円を計上しております。

234、235ページをお開き願います。３項１目高額介護サービス費4,500万円は、介

護サービス利用者の負担額が一定額を超えた分について支給するものであり、３目高

額医療合算介護サービス費550万円は、介護保険と医療保険の両方の利用者負担が高

額になった場合、限度額を超えた分の利用者負担分を支給するものであります。いず

れも実績額を基に計上しております。

４項１目特定入所者介護サービス費7,200万円は、住民税非課税などの低所得の方

が施設を利用した場合、施設利用が困難とならないよう、居住費と食費の利用者負担

限度額を超えた分を給付するものであります。

236、237ページをお開き願います。この236ページから239ページまでが３款地域支

援事業費となります。地域支援事業費は、地域で生活する高齢者が要介護状態、要支

援状態にならないよう、また要介護状態になった場合であっても、可能な限り地域で

自立した日常生活を営むことができるよう支援するための事業に要する経費で、前年

度より695万2,000円減の6,994万4,000円を計上しております。

１項１目介護予防・生活支援サービス事業費は、訪問介護並びに通所介護サービス

に係る事業費を見込んでおります。

２目介護予防ケアマネジメント事業費は、地域包括支援センターの事業運営に係る

経費で、主なものは職員人件費のほか、12節の介護予防サービス計画作成委託料361

件分で、160万1,000円であります。

２項一般介護予防事業費は、いきいき百歳体操を取り入れた住民主体の通いの場や

通所型介護予防事業いきいき教室などの事業運営に係る経費を計上しております。12

節委託料では、通所型介護予防事業いきいき教室の事業委託料として870万円、いき

いき百歳体操を取り入れた住民主体の通いの場の支援として、理学、作業療法士等の

運動指導委託料18万4,000円を計上しております。いきいき百歳体操を取り入れた住

民主体の通いの場は、現在町内22地区が取組を行っております。介護予防活動は、健

康寿命の延伸や介護給付費の適正化に資することから、今後も活動支援を継続し、積

極的に推進してまいります。

237ページから239ページの３項包括的支援事業、任意事業費は、認知症施策、生活

支援体制整備事業、在宅医療、介護連携、地域ケア会議、家族介護支援事業等に要す

る経費でございます。

237ページの１目１節報酬は、認知症対策として認知症の早期診断、早期相談対応

などのため設置しております認知症地域支援推進員及び認知症初期集中支援検討委員

会委員の報酬を計上しております。また、238ページの12節委託料の各事業につきま

しては、高齢者の日常生活を支援するため、引き続き実施してまいります。19節扶助

費は、高齢者を介護している家族を支援するための給付事業で、紙おむつ等の介護用

品給付費は60人分、介護支援金は20人分を見込んでおります。最後に、成年後見制度

利用支援事業扶助費につきましては、３人分を見込んでおります。

以上で介護保険特別会計の補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇委員長（久慈 聡君）

質疑に入ります。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）
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質疑を終結します。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

討論を終結します。

これより議案第26号を採決します。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

異議なしと認めます。議案第26号は原案のとおり可決すべきものと決定しました。

次に、議案第27号 令和３年度三戸町国民健康保険事業勘定特別会計予算を議題と

します。説明を求めます。

住民福祉課長。

〇住民福祉課長（中村 正君）

議案第27号 令和３年度三戸町国民健康保険事業勘定特別会計予算について補足説

明申し上げます。

本会計は、国の制度に基づき加入する被保険者の疾病、負傷、出産、死亡に関し、

必要な保険給付や生活習慣病予防に向けた健康づくり事業を行うための特別会計でご

ざいます。

国民健康保険税率は、被保険者や所得額の減少に加え、新型コロナウイルス感染症

による景気への影響を考慮し、基金の全額と剰余金の一部を活用して、現行のまま据

え置くこととした税率で算定したものでございます。これまで同様、予算を適正に執

行し、健全な制度運営に努めてまいります。

今年２月末の国保加入状況でございますが、町内全世帯4,223世帯の38.6％に当た

る1,628世帯で、加入者総数は2,754人となっております。昨年同時期と比べ、世帯で20

世帯、人数で119人減少しております。

それでは、予算の説明に入ります。253ページをお願いいたします。令和３年度の

本会計の歳入歳出予算総額は、昨年度に比べ5,844万6,000円減の12億1,407万3,000円

となっております。

260ページをお願いいたします。歳入、１款１項国民健康保険税は、県に支払う事

業費納付金の財源となるものです。そのうち１目一般被保険者国民健康保険税の現年

課税分につきましては、調定見込額に対する収納率を94％で見込んだものでございま

す。収納率向上のため、督促状や催告書の発送、電話による催告のほか、青森県市町

村税滞納整理機構を活用し、滞納整理を進めてまいります。

261ページ、３款１項１目保険給付費等交付金は、医療費の財源となる１節普通交

付金と特定健診を含む保健事業等の財源となる２節特別交付金で、県から交付される

ものでございます。県繰入金は、医療費適正化や健康づくり事業等の取組に応じて交

付されるもので、これまでの実績から2,000万円を見込んだものでございます。

５款１項１目一般会計繰入金は、国保税の２割、５割、７割軽減分を補填する保険

基盤安定繰入金のほか、職員人件費等の繰入金や出産育児一時金等繰入金は出産育児
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一時金の３分の２を、財政安定化支援事業繰入金は地方交付税に算入されている国保

分の繰入金でございます。

２項１目国保財政調整基金繰入金は、275万2,000円を基金から取り崩して繰入れす

るものでございます。

262ページをお願いいたします。６款１項１目繰越金は、前年度からの繰越金1,000

万円を見込んでございます。

続いて、歳出についてご説明申し上げます。264ページをお願いいたします。１款

１項１目一般管理費は、職員人件費及び12節の国保関連システムの保守、改修委託料

が主なものでございます。

265ページ、１款２項１目賦課徴収費は、国保税の徴収に要する経費でございます。18

節負担金補助及び交付金396万円は、65団体ある納税貯蓄組合に対する補助金が主な

ものでございます。

266ページをお願いいたします。１款３項１目運営協議会費34万3,000円は、委員12

名分の委員報酬が主なものでございます。

267ページ、２款保険給付費、１項療養諸費は、国保加入者の医療費であり、一般

被保険者及び退職被保険者等の療養費の支払いに要する経費でございます。全額普通

交付金として、県から交付されるものでございます。

268ページをお願いいたします。２款３項１目出産育児一時金は10件分を、４項１

目葬祭費は25件の支払いを見込んだものでございます。269ページ、傷病手当金は、

３人分の92万6,000円を見込んだものでございます。現在傷病手当金の支給対象期間

は、令和２年１月から令和３年６月30日までとなっており、順次延長されております。

270ページをお願いいたします。３款国民健康保険事業費納付金は、県が国保事業

の運営に必要な経費を見込み、本町の負担分を算出したもので、１項医療給付分と２

項後期高齢者支援金等分、３項介護納付金分とに分かれ、３つの納付金の合計額は３

億5,482万9,000円となり、前年度より2,999万8,000円の減額となっております。

272ページをお願いいたします。５款１項１目保健衛生普及費は、国保連に委託し、

年６回行っております被保険者への医療費通知が主なものでございます。

２項１目特定健康診査等事業費は、生活習慣病の予防や健康寿命延伸を目的とした

予算でございます。12節委託料では、831人分の特定健康診査委託料や、208人分の人

間ドック、脳ドック健康診査委託料、特定健診受診率向上事業委託料が主なものでご

ざいます。特定健診受診率向上事業は、未受診者への受診勧奨について、人工知能に

よる解析技術を用いることにより実施するものでございます。

273ページの３項１目健康づくり費は、健康づくり推進協議会、保健協力員、食生

活改善推進員の活動に要する経費を計上いたしております。

以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇委員長（久慈 聡君）

質疑に入ります。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

質疑を終結します。

討論に入ります。
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（「討論なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

討論を終結します。

これより議案第27号を採決します。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

異議なしと認めます。議案第27号は原案のとおり可決すべきものと決定しました。

次に、議案第28号 令和３年度三戸町国民健康保険直診勘定三戸中央病院事業特別

会計予算を議題とします。説明を求めます。

病院事務長。

〇病院事務長（馬場 均君）

議案第28号 令和３年度三戸町国民健康保険直診勘定三戸中央病院事業特別会計予

算について補足説明いたします。

本会計は、三戸中央病院の運営及び管理に関する会計であります。地域住民の健康

を守るため、地域医療の確保に努めてまいります。また、本会計は公営企業会計であ

り、地方公営企業法の規定により収益的収支と資本的収支に区分されております。

287ページをお願いいたします。第２条、業務の予定量では、許可病床数を一般病

床57床、療養病床39床、合計96床としております。うち稼働病床は、一般病床49床、

療養病床39床で、合計88床となっております。

患者数につきましては、入院の一般病床では１日平均31.6人、年間１万1,534人、

療養病床では１日平均29.6人、年間１万804人、外来では１日平均192.5人、年間４

万6,585人を見込んでおります。

第３条、収益的収入及び支出の収入では、第１款病院事業収益として15億5,501

万8,000円を見込んでおります。内訳といたしましては、第１項医業収益12億1,415

万8,000円、第２項医業外収益３億1,632万7,000円、第３項特別利益2,453万3,000円

と見込んでおります。

288ページ、289ページをお願いいたします。支出では、第１款病院事業費用として19

億1,431万1,000円を見込んでおります。内訳といたしましては、第１項医業費用18

億5,519万5,000円、第２項医業外費用5,711万6,000円、第３項特別損失100万円、第

４項予備費100万円と見込んでおります。

第４条、資本的収入及び支出の収入では、第１款資本的収入として３億6,925万6,000

円を見込んでおります。内訳といたしましては、第１項企業債１億6,690万円、第２

項負担金２億115万6,000円、第３項貸付金返還金120万円と見込んでおります。

支出では、第１款資本的支出として３億6,282万3,000円を見込んでおります。内訳

といたしましては、第１項建設改良費１億3,161万6,000円、第２項企業債償還金２

億2,900万7,000円、第３項貸付金120万円、第４項予備費100万円と見込んでおります。

第５条は、起債の目的及び限度額等となっております。医療器械整備事業債につい

ては、限度額を7,310万円、特別減収対策企業債については限度額を9,380万円として

おります。いずれも利率を５％以内、融資先の貸付条件による償還としております。

第６条では、一時借入金の限度額を25億円としております。
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第７条では、予定支出の各項の経費を流用することができる場合として、医業費用

と医業外費用間の流用としております。

第８条では、議会の議決を経なければ流用することができない経費を職員給与費12

億378万3,000円、公債費60万円としております。

第９条では、企業債元利償還等のため、一般会計から病院事業特別会計に繰り入れ

る額を５億2,069万8,000円としております。

第10条では、棚卸資産購入限度額を10億円としております。

290ページをお願いいたします。第11条では、令和３年度に取得予定の主な資産で

あります。ナースコールシステム、一般撮影装置などの取得を予定しております。カ

セッテＦＰＤシステムは、エックス線一般撮影で放射線を受け画像化するパネルであ

ります。

318ページ、319ページをお願いいたします。予算の主なるものについてご説明いた

します。収益的収入、１款１項１目入院収益６億6,090万9,000円は、一般病床49床、

療養病床39床の入院診療に係る収益であり、１日当たりの入院患者数を一般病床31.6

人、療養病床29.6人として収入を見込んだものであります。

２目外来収益３億9,385万5,000円は、１日当たり平均患者数186人として収入を見

込んだものであります。

４目その他医業収益では、個室を利用した場合の室料差額収益1,210万円、集団健

診や予防接種等の公衆衛生活動費2,060万円、救急医療の確保に要する負担金などの

一般会計繰入金１億1,035万4,000円を計上しております。

５目介護に係る収益519万円は、在宅患者に係る訪問診察、訪問看護等の収益であ

り、年間患者数1,573人として収入を見込んだものであります。

２項２目他会計補助金は、企業債償還利子等に要する経費負担金として、４目負担

金交付金は僻地巡回診療に係る経費負担金として一般会計から繰入れするものであり

ます。

３目補助金は、蛇沼地区、大平地区、大舌地区で実施する僻地巡回診療に係る県か

らの補助金であります。僻地巡回診療は、各地区合計で年間32日間を予定しておりま

す。

６目長期前受金戻入は、長期前受金勘定に繰入れされた医療機器の購入や建設改良

の際の補助金を当該医療機器等の減価償却に合わせ、長期前受金勘定から収益化する

ものであります。

７目その他医業外収益は、医業に直接要しないおむつ使用料等の収入であります。

３項１目他会計繰入金は、収支差額の補填のための一般会計からの繰入金でありま

す。

次に、収益的支出を御覧ください。１款１項１目給与費は、職員、会計年度任用職

員の給与、手当、非常勤医師の報酬、法定福利費などであります。前年度の手当の支

給状況や会計年度任用職員の雇用状況などを基に計上しております。

320ページ、321ページをお願いいたします。２目材料費は、患者に投与する薬品費

及び処置のための診療材料費が主なるものであります。

３目経費は、職員の旅費や施設の維持管理等に要する経費であります。保険料など

の削減に伴い減額となっております。

４目減価償却費は、病院の建物や医療機器等を耐用年数で償却するための経費であ

ります。

５目資産減耗費は、薬品、診療材料が期限切れとなり廃棄した場合及び機器の更新

に伴い、既存の機械器具を除却した場合の資産の減少分を経費として計上するもので
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あります。

322ページ、323ページをお願いいたします。６目研究研修費は、職員の研修のため

の図書費や研修参加費であります。

１款２項１目支払利息及び企業債取扱諸費では、企業債や一時借入金の利息を計上

しております。

２目長期前払消費税勘定は、資産を購入した際の控除対象外消費税を償却するもの

であります。

４目雑損失は、医療要員奨学金を利用した看護師が三戸中央病院に勤務したことに

より、奨学金の返還を免除するための費用などを計上しております。

１款３項特別損失では、保険等調整減など、過年度損益の修正分を計上しておりま

す。

１款４項予備費は、不測の支出に対応するための予算であります。

次に、資本的収入を御覧ください。１款１項は、医療機器整備事業債、こちらはカ

セッテＦＰＤシステム、ナースコールシステム、透析溶解装置等の医療機器を購入す

るための企業債であります。

２目特別減収対策企業債は、新型コロナウイルスによる減収を補填するための企業

債であります。入院、外来収益の平成30年度決算額からの減収分を計上しております。

２項他会計負担金は、医療機器の購入費及び企業債元金償還金に係る一般会計から

の繰入金であります。

３項貸付金返還金は、看護学生に貸付けした奨学金の返還金であります。

資本的支出を御覧ください。１款１項建設改良費では、カセッテＦＰＤシステム、

ナースコールシステム、電話交換機などの機器の購入費１億2,909万円、リース料252

万6,000円を計上しております。

２項企業債償還金は、企業債元金の償還金であります。

３項貸付金は、看護学生等に対する奨学金貸付金であります。

４項予備費は、不測の支出に対応するための予算であります。

令和３年度においては、赤字額３億5,929万3,000円、不良債務額８億5,746万1,000

円を見込んだ予算となっております。厳しい経営状況となっておりますが、今後とも

町民に密着した地域の中核病院としての役割を担い、地域医療を確保するため、より

一層の収入の確保、経費の節減に努め、経営の健全化に取り組んでまいります。

以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇委員長（久慈 聡君）

質疑に入ります。

佐々木委員。

〇佐々木 和志委員

４点ほどお伺いします。

当初予算で赤字予算を組むようになってから、もう数年たつわけですけれども、去

年、今年と医業収益の部分で３億円を超える赤字が出ているということで、まず赤字

予算を組まなければならなかった要因というか概要、どのように分析しているかとい

うことと、公営の病院の宿命で、赤字もしようがないという部分はあるのですけれど

も、やっぱり医業収益15億円強に対して３億円を超える赤字がある。しかも、その15

億円の中に一般会計からの繰入金３億1,000万円強があっての赤字となると、やはり

通常の企業ではあまりにも大きいようなイメージを持ってしまいます。そこで、次年
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度、令和３年度、赤字の圧縮に向けた取組を何か考えているかというのが２点目。

あと、外来の患者数なのですけれども、昨年の予算書で１日平均192名の外来患者

を見込んでいまして、昨年の場合はコロナ問題が発生する前の予算ということで当

初192名だったのですけれども、その後コロナ禍になって、患者数が減っていく、そ

こはそれで収益が下がるということは理解するのですけれども、今年は186人ですか。

どういう根拠でこの人数を出したのか分かりませんけれども、今年コロナ禍の先が見

えない状況で、この患者の数というのは確保できるのか。年度途中に、また患者数の

減少の補正とかがないように頑張ってもらいたいので、そこの見通しをどう見ている

のかというのが３点目。

あと、医師の奨学金を活用したドクターがいて、前日の補正のときでしたか、説明

で、今インターンに行っているとかという説明があったと記憶しているのですけれど

も、三戸町の医師奨学金を活用しているドクターというのは、三戸中央病院には来な

いのか、その４点お願いしたいと思います。

〇病院事務長（馬場 均君）

４点ご質問をいただきました。

初めに、なぜ赤字になっているのかというところのご質問だと思います。ここの部

分につきましてですけれども、まず収入につきましては、新型コロナウイルス感染症

の影響などもありまして、入院、外来収益共に減少しているということで、令和３年

度予算では令和元年度の決算比、入院では患者数16.1％、収益10.5％、外来では患者

数2.9％、収益４％の減少を見込んでおります。

また、会計年度任用職員制度が今年度から、令和２年度から始まったというところ

がございます。これに伴いまして、給与費のほうが増加したというところもありまし

て、費用が増加したということが赤字の大きな理由になっているというふうに考えて

おります。

まず、この赤字予算を組むことについてですけれども、これにつきまして、新型コ

ロナウイルス感染症による収入の減少ですとか、あとは会計年度任用職員制度による

経費の増加ということで、非常に厳しい経営状況となっているというところで、当然

赤字を計上したくてしているということではございません。もちろん予算上、こうい

う形での計上ということになりましたが、今後収入の確保と経費の削減に努めまして、

収支の均衡を図るように努力してまいりたいというふうには考えております。

具体的にどのようにして赤字のほう解消していくかというところでございますけれ

ども、こちらにつきましては、患者の受入れ態勢のほう、現状からさらに整備いたし

まして、また連携室等を通じまして、患者のほうの確保を進めてまいりたいと。それ

によっての収益の改善を図っていくということと、あとはこれまで以上に経費のほう

の見直しをして、経費の削減に努めてまいりたいということで考えてございます。

あと、医師の件でございます。現在インターンのほうに行っておられるということ

で、三戸中央病院に来る予定はないのかということでございますが、まず奨学金のほ

うを利用していただいて、医学部のほう卒業されておられます。当然三戸中央病院の

ほうに勤務していただければ、奨学金につきましては返還の免除等ございます。とい

うところもございまして、将来的には三戸中央病院のほうに勤務していただけるとい

うことで、現在いるところでございます。

以上です。

〇佐々木 和志委員
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赤字予算を組むことに関しては、しようがないというか、空財源で予算組んでもし

ようがないわけですから、いいのですけれども、毎回毎回申し上げているのですけれ

ども、赤字予算は当初予算として認めましょう、その代わり頑張って最終的には赤字

の幅が少なくなるように、できるのであれば限りなく黒字に近いところに持っていっ

てくださいということを申し上げて、毎年通してきていました。昨年はコロナ禍とい

う特殊な事情で、この間も最終的には補正を通したわけですけれども、厳しいのは重

々承知しているのですけれども、今年度みたいに年度途中でまた一般会計の繰り出し

増とか、外来患者の減収とかというのがないように、とにかく取り組んでいただきた

いということであります。

ドクターの件に関しては、了解しました。とにかく来ていただけるような働きかけ

をしていただきたいというふうに思います。答弁いいです。

〇委員長（久慈 聡君）

ほかに質疑ありませんか。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

質疑を終結します。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

討論を終結します。

これより議案第28号を採決します。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇委員長（久慈 聡君）

異議なしと認めます。議案第28号は原案のとおり可決すべきものと決定しました。

以上で本特別委員会に付託されました令和３年度予算関係議案８件の審査が終了し

ました。委員各位のご協力ありがとうございました。

以上をもって予算特別委員会を閉会します。

（午後 ２時２３分）
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予算特別委員会 委員長
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